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本
稿
の
日
的
は
、
権
利
担
保
論
の
一
環
と
し
て
ド
イ
ツ
に
お
け
る
撤
回
で
き
な
い
代
理
を
論
ず
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
こ
で
撤
回
で

き
な
い
代
理
を
権
利
担
保
と
し
て
論
ず
る
の
は
、
授
権
者
が
自
己
の
債
権
者
で
あ
る
代
理
人
に
対
し
て
撤
回
で
き
な
い
代
理
権
を
授
与
す

る
と
い
う
こ
と
の
実
質
が
、
代
理
人
の
自
己
に
対
す
る
俯
権
の
回
収
を
確
保
す
る
た
め
の
担
保
で
あ
り
、
か
つ
、
提
供
の
対
象
と
な
る
そ

、
、
、

の
目
的
物
が
、
授
権
者
が
第
三
者
に
対
し
て
有
す
る
権
利
（
本
稿
で
は
主
と
し
て
指
名
債
権
）
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
権
利
で
な
い
場
合

(
1
)
 

は
、
原
則
と
し
て
本
稿
の
対
象
か
ら
外
れ
る
こ
と
に
な
る
。

わ
が
民
法
は
、
撤
回
で
き
な
い
代
理
に
つ
い
て
の
規
定
を
有
せ
ず
、
第
一
―
一
条
第
一
項
で
消
減
事
巾
を
掲
げ
、
第
二
項
で
ー
此
他
委

任
二
因
ル
代
理
権
ハ
委
任
ノ
終
了
二
因
リ
テ
消
滅
ス
」
と
定
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
た
め
、
法
典
に
即
し
た
撒
門
で
き
な
い
代
理
に
関

(
2
)
 

す
る
解
釈
論
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
展
開
さ
れ
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
右
条
項
は
、
委
任
と
代
理
を
峻
別
す
る
ド
イ
ツ
民
法
に
倣
っ
て
作
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
委
任
二
因
ル
代
理
権
」

第
四
節 四

第

一

節

は

じ

め

に

序 内
容
と
意
義

日
本
法
へ
の
展
望

若
干
の
展
望

目
的
類
型
と
保
護
利
益

五
六



ド
イ
ツ
に
お
け
る
撤
回
で
き
な
い
代
理

方
か
ら
告
知
し
得
る
が
故
に

起
草
者
は
、

丘
七

「
恐
ら
く
授
権
行
為

と
規
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
代
理
権
の
撤
回
に
つ
い
て
は
、
何
ら
定
め
を
有
し
な
い
。
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
か
ら
、
起
草
者
は
代
理
を

総
則
編
に
、
委
任
を
債
潅
編
に
体
系
づ
げ
た
も
の
の
、
代
理
・
授
権
・
委
任
の
基
礎
的
な
関
係
に
つ
い
て
は
、

民
法
の
場
合
と
同
様
に
、
十
分
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
撤
回
で
き
な
い
代
理
の
可
否
を
直
接
に
論
ず
る
こ
と
よ
り
も
、

す
な
わ
ち
、

フ
ラ
ソ
ス
法
に
倣
っ
た
旧

を
委
任
と
混
同
し
、
少
な
く
と
も
其
基
礎
に
は
常
に
委
任
関
係
が
存
在
す
る
も
の
と
考
え
、
而
し
て
委
任
は
何
時
に
て
も
当
事
者
の
各
一

で

3
)

（
民
法
第
六
五
一
条
）
、
之
に
よ
っ
て
撤
回
と
同
一
の
効
果
を
招
来
し
得
る
と
為
し
た
も
の
」
と
考
え
ら
れ

ま
ず
、
そ
の
基
礎
的
関
係
で
あ
る
委
任
の
解
除
を

論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
、
委
任
契
約
の
解
除
に
つ
い
て
は
論
じ
ら
れ
た
が
、
撤
回
で
き
な
い
代
坪
に

(
4
)
 

つ
い
て
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
右
の
よ
う
な
事
惜
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
民
法
第
一
―
一
条
二
項
の
規
定
の
仕
方
は
、
第
一
に
、
委
任
と
代
理
を
峻
別
す
る
ト
イ
ツ
法
に
倣
い
な
が
ら
も

内
容
的
に
は
峻
別
し
な
い
あ
い
ま
い
な
形
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
代
理
は
委
任
以
外
に
一
屈
傭
や
請
負
に
よ
っ
て
も
生
ず
る
こ

と
、
第
三
に
、
仮
に
、
法
典
の
文
言
通
り
、
委
任
の
解
除
か
ら
論
ず
る
に
し
て
も
、
そ
も
そ
も
、
無
償
の
場
合
を
前
提
と
す
る
委
任
の
解

、

、

、

、

、

、

、

除
は
、
こ
こ
で
特
に
問
題
と
す
る
両
当
事
者
（
特
に
代
理
人
・
受
任
者
）
の
利
益
を
ど
う
扱
う
べ
き
か
の
問
題
に
関
す
る
解
釈
の
手
が
か

(
6
)

、
ヽ
ヽ

．．
 
、

り
に
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
の
点
に
お
い
て
問
題
が
あ
る
。
現
代
の
取
引
社
会
で
行
な
わ
れ
る
委
任
は
、
必
ず
し
も
相
手
方
の
人
格
に
対
す

る
信
頼
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
委
任
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
る
不
解
除
（
解
除
不
許
）
の
場
合
も
、
や
は
り
民
法
の
前
提
と

す
る
無
償
委
任
と
は
異
な
る
原
則
か
ら
導
び
か
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
の
撤
回
で
き
な
い
代
理
の
問
題
も
、
常
に
委
任
の
解
除
の
可
否
か
ら

の
み
論
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
右
の
こ
と
か
ら
も
、
撤
回
で
き
な
い
代
理
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
直
接
撤
回
で
き
な
い
代
理
に
つ
い
て
論
ず
る
ド
イ
ツ
の
方
法
が
解
釈
論
的
展
開
と
し
て
優
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
委
任
と
代
理
を



(
7
、)

区
別
す
る
わ
が
国
の
近
時
の
定
説
か
ら
も
、
こ
れ
は
是
認
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
わ
が
民
法
の
起
草
者
が
「
委
任
二
因

ル
代
理
」
と
規
定
し
た
の
に
は
、
起
草
当
時
に
お
け
る
そ
れ
な
り
の
事
情
が
存
し
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
、
わ
が
国
の
起
草
者
が
模
範
の
一
っ
と
し
た
ド
イ
ツ
に
お
け
る
代
理
の
撤
回
に
関
す
る
成
立
過
程
の
議
論
と
そ
の
後
の
展
開
を

検
討
し
た
う
え
で
、

そ
こ
で
ド
イ
ツ
民
法
を
み
て
み
る
と
、
そ
の
第
一
六
八
条
で
は
次
の
よ
う
に
定
め
る
。
す
な
わ
ち
、

準
用
す
る
。
」
と
。

日
本
法
を
論
ず
る
際
に
あ
ら
た
め
て
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
と
す
る
。

「
任
意
代
理
権

(Vollmacht)
の

消
滅
は
、
授
権
の
基
礎
と
な
る
法
律
関
係
に
従
っ
て
定
ま
る
。
任
意
代
理
権
は
、
こ
の
法
律
関
係
か
ら
別
段
の
結
果
を
生
じ
な
い
限
り
、

こ
の
法
律
関
係
の
存
続
中
で
あ
っ
て
も
、
撤
回
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
撤
回
の
意
思
表
示
に
つ
い
て
は
、
第
一
六
七
条
第
一
項
の
規
定
を

ド
イ
ツ
で
は
、

(
8
)
 

に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
を
、
わ
が
国
に
お
け
る
撤
回
で
彦
な
い
代
理
の
問
題
を
考
え
る
際
の
手
が
か
り
に
し
よ

こ
の
規
定
を
め
ぐ
り
、
撤
回
で
誉
な
い
代
理
の
可
否
に
つ
い
て
の
解
釈
論
が
、
多
く
の
学
説
・
判
例

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
が
、
委
任
の
解
除
か
ら
で
は
な
く
、
直
接
ド
イ
ツ
に
お
け
る
撒
回
で
き
な
い
代
狸
を
論
ず
る
理
由
で
あ

撒
回
で
き
な
い
代
理
は
、
種
々
の
目
的
に
よ
っ
て
授
与
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
担
保
的
機
能
を
有
す
る
場
合
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

(
9
)
 

る
。
そ
の
よ
う
な
例
と
し
て
度
々
用
い
ら
れ
る
の
が
代
理
受
領
契
約
で
あ
る
。
こ
こ
で
撤
回
で
き
な
い
代
理
を
論
じ
よ
う
と
す
る
実
際
的

な
目
的
の
一
っ
は
、
こ
の
代
理
受
領
に
対
し
て
従
来
か
ら
行
な
わ
れ
て
き
た
法
的
性
質
論
と
多
少
異
な
る
観
点
か
ら
解
釈
論
を
展
開
し
、

方
向
‘
つ
け
を
与
え
よ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
代
理
受
領
を
論
ず
る
に
は
、
次
の
二
点
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
、

(10) 

代
理
受
領
は
、
債
権
の
譲
渡
禁
止
・
質
入
禁
止
が
行
な
わ
れ
る
結
果
生
ず
る
現
象
で
あ
る
。
第
二
に
、
わ
が
民
法
上
、
代
理
や
委
任
が
常

に
撤
回
・
解
除
で
き
る
と
い
う
原
則
が
支
配
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
代
理
受
領
に
お
け
る
不
解
除
特
約
は
、
受
任
者
（
債
権
者
）

る。

五
八



ト
イ
ツ
に
お
け
る
撒
回
で
き
な
い
代
理

な
点
が
ま
だ
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
の
で
、

五
九

と
し
て
の
地
位
を
確
保
す
る
た
め
に
行
な
わ
れ
る
。
こ
の
代
理
受
領
を
根
本
的
に
検
討
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
二
点
を
克
服
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
木
稿
で
は
、
後
者
に
つ
い
て

B
G
B
第
一
六
八
条
を
根
拠
と
す
る
解
釈
論
を
展
開
し
、
代
理
受
領
の
検
討
の
資
料
と

(11) 

し
た
い
と
考
え
る
。
但
し
、
わ
が
国
に
お
け
る
代
理
受
領
は
特
殊
な
形
態
な
の
で
、
担
保
と
し
て
の
撤
回
で
ぎ
な
い
代
理
が
そ
の
ま
ま
妥

(12) 

撒
回
で
含
な
い
代
理
に
つ
い
て
は
、
浜
上
教
授
の
論
文
が
あ
る
。
こ
の
論
文
は
、
代
理
受
領
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
撒
回
で
き
な
い
代

理
に
お
け
る
法
律
上
の
問
題
を
論
じ
た
最
初
の
も
の
で
あ
る
点
で
意
義
が
大
き
い
と
い
え
よ
う
。
浜
上
教
授
は
、
こ
の
論
文
で
撤
回
で
き

な
い
代
理
に
関
し
て
、
①
是
認
根
拠
、
⑩
要
件
、
向
法
律
効
果
、
向
訴
の
当
事
者
、
凹
個
々
の
場
合
、
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
る
。

本
稿
で
も
、
浜
上
教
授
の
論
文
か
ら
多
く
の
教
示
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
撒
回
で
き
な
い
代
理
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う

一
般
共
通
の
理
解
が
え
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
撤
回
で
き
な
い
代
理

は
、
如
何
な
る
意
味
に
お
い
て
現
代
的
意
義
を
有
す
る
の
か
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
撤
回
で
ぎ
な
い
代
理
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
も

そ
の
ま
ま
妥
当
す
る
も
の
な
の
か
。
こ
れ
ら
の
疑
問
を
解
明
す
る
た
め
の
一
資
料
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
甚
づ
い
て
撤
回
で

き
な
い
代
理
を
検
討
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
撤
回
で
ぎ
な
い
代
理
は
、
ど
の
よ
う
な
沿
革
に
よ
る
も
の
な
の
か
。
ま
た
、

撤
回
で
き
な
い
代
理
ほ
、
ど
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
機
能
を
有
す
る
も
の
な
の
か
。
さ
ら
に
、
わ
が
国
に
お
け
る
代
理
受

領
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
。
そ
し
て
、
も
し
、
担
保
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
な
ら
ば
、
権
利
担
保
的
視
点
す
な
わ
ち
権
利
質

や
権
利
の
譲
渡
担
保
と
同
様
に
代
理
権
の
授
与
を
法
形
式
と
す
る
担
保
権
の
設
定
と
捉
え
ら
れ
な
い
の
か
ど
う
か
、
そ
の
際
の
効
力
は
如

(13) 

何
な
る
も
の
と
な
る
の
か
、
な
ど
で
あ
る
。

当
す
る
か
は
、
別
に
検
討
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。



注
(
l
)

本
稿
で
は
、
権
利
を
目
的
と
す
る
担
保
ず
な
わ
ち
権
利
担
保
の
各
論
と
し
て
ド
イ
ツ
に
お
け
ろ
撤
阿
で
き
な
い
代
理
を
論
ず
ろ

J

伯
権
者

が
代
理
人
に
投
与
す
る
代
理
権
の
対
象
が
、
投
権
者
が
第
一
二
債
務
者
に
対
し
て
有
し
て
い
る
潅
利
（
佑
権
）
の
処
分
に
関
す
る
も
の
な
の
で
権

利
担
保
と
い
え
る
。
従
っ
て
、
代
理
権
の
対
象
が
、
投
権
者
の
所
有
す
る
動
産
・
不
動
産
の
処
分
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
動
産
担

妹
で
あ
り
、
不
動
産
担
保
で
あ
る
と
い
え
る
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
本
稿
で
は
、
権
利
が
目
的
と
な
っ
て
い
る
場
合
を
主
と
し
て
論
ず
る
が
、

ド
イ
ツ
で
は
授
権
者
の
有
す
る
不
動
産
や
動
郎
を
撤
回
で
ぎ
な
い
代
理
権
投
与
の
目
的
と
す
る
場
合
も
少
な
く
な
い
の
で
、
撤
回
で
き
な
い
代

理
の
成
否
と
そ
の
槻
能
を
論
ず
る
に
あ
た
h
、
必
要
に
応
じ
て
動
産
・
不
動
産
が
目
的
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
参
考
に
す
る
。

(
2
)

撤
回
で
き
な
い
代
理
に
つ
い
て
論
ず
る
も
の
と
し
て
、
大
西
耕
一
―
-
．
代
理
の
研
究
一
―
―
―
―
―
六
頁
、
浜
上
剖
雄
「
撤
回
し
え
な
い
任
邸
代
雌
権

に
つ
い
て
」
民
商
法
雑
誌
四

0
巻
一
号
二
六
頁
を
、
ま
ず
あ
げ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
他
、
川
島
武
宜
・
民
法
総
則
一
二
六

0
貞
、
椿

灯
夫
・
注
釈
民
法
山
一
七
六
且
、
我
妻
栄
•
新
訂
民
法
総
則
（
民
法
購
義I
)
-―
―
六
一
頁
、
幾
代
通
・
民
法
総
則
一
二
五
五
頁
、
四
岱
和
夫
・
民

法
総
則
新
版
二
四
八
頁
な
ど
の
教
科
讃
で
ふ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
於
保
不
二
雄
「
授
権

(
E
r
m
a
c
h
t
i
g
u
n
g
)
に
つ
い
て
し
財
，
肝
管
理

権
論
序
説
二
八
頁
、
伊
藤
進
「
授
権

(
E
r
m
a
c
h
t
i
g
u
n
g
)
概
念
の
有
用
性
ー
ド
イ
ツ
の
学
説
を
中
心
と
し
て
ー
」
法
律
論
忍
．
↓
．

JL
巻
四
・

圧
．
六
合
併
号
三
七
九
頁
、
安
達
三
季
生
「
指
名
債
権
譲
渡
に
お
け
る
債
務
者
の
異
議
な
ぎ
承
諾
口
」
法
学
志
林
六

0
巻
言
互
九
九
直
、
四
宮

和
夫
「
財
産
管
理
制
度
と
し
て
の
信
託
に
つ
い
て
」
民
法
学
の
基
襟
的
課
題
中
・
於
保
不
二
雄
先
生
還
暦
記
念
一
頁
、
二
三
頁
、
盾
水

T
尋

「
長
権
(
E
r
m
a
c
h
t
i
g
u
n
g
)

に
関
す
る
基
礎
的
考
察
日
」
立
止
法
学
・
ニ
巻
―
―
―
•
四
合
併
号
五
八
頁
、
米
倉
明
「
流
通
過
程
に
お
け
る
所
打

権
留
保
」
法
学
協
会
雑
誌
八
二
巻
一
一
号
二
三
九
頁
な
ど
も
、
こ
の
間
題
を
指
摘
し
て
い
る
。

(
3
)
大
西
・
前
掲
卑
塁
一
三
七
頁
。
さ
ら
に
、
森
島
昭
夫
「
委
任
と
代
理
」
契
約
法
大
系
W
――
1
0
0
頁
、
於
保
不
二
雄
・
注
釈
民
払
山
九
ば
な
ど

参
照
。

(
4
)

委
任
の
解
除
の
可
否
に
つ
い
て
論
ず
ろ
も
の
と
し
て
、
か
村
萬
古
「
委
任
撤
同
の
可
否
」
法
学
志
林
―
―
二
巻
五
り
、
六
号
、
木
川

tis
「委

任
の
解
除
」
続
民
法
論
文
集
一
四
六
頁
、
村
上
恭
一
「
委
任
に
凋
す
る
諸
間
姐
」
法
学
新
報
五
九
巻
六
号
一
頁
、
広
中
俊
雄
「
委
任
と
『
解

除
』
」
契
約
法
大
系

W
二
八

0
頁
、
同
「
委
任
契
約
の
『
解
除
』
」
民
商
法
雑
誌
四
八
巻
一
号
三
七
頁
、
明
石
三
郎
・
注
釈
民
法

061
ご

0
九
貞
、

我
妻
栄
・
債
権
各
論
中
巻
二
（
民
法
諧
義

Va)
六
九
二
頁
、
広
中
像
雄
・
仮
権
各
論
鼎
義
―
一
五
八
買
、
米
栖
三
郎
・
契
約
法
五
四
パ
パ
、
大
島

俊
之
「
委
任
契
約
が
そ
の
性
質
上
任
意
に
解
約
で
き
な
い
と
さ
れ
た
事
倒
」
法
律
時
報
五

1

巻
五
号
ニ
―
二
貞
な
ど

3

(
5
)
大
西
•
前
掲
書
―
二
三
頁
、
そ
の
他
多
く
の
学
説
が
こ
の
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

六
0
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ぅ゚ (1) 

ま
ず
、

B
G
B第
一
六
八
条
第
二
文
の
背
負
っ
て
い
る
問
題
性
を
理
解
す
る
た
め
に
、
普
通
法
当
時
の
立
法
例
を
概
観
し
て
み
よ

プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
（
一
七
九
四
年
）

ド

イ

ッ

普

通

法

に

お

け

る

学

説

・

判

例

第
二
節

B
G
B
成
立
ま
での

第
一
編
第
一
章
第
五
条
で
は
、

「
あ
る
者
が
他
人
に
対
し
て
、

D
a
s
 
Rechtsgeschlift, 
1975, 
S. 
8
7
6
 ff. 
;
 E
r
m
a
n
 ,
 
・
w
e
s
t
e
r
m
a
n
n
,
 
H
a
n
d
k
o
m
m
e
n
t
a
r
 
z
u
m
 B
i
i
r
g
e
r
l
i
c
h
e
n
 
G
e
s
e
t
z
b
u
c
h
,
 

B
d
.
 I
,
 

A
l
l
g
e
m
e
i
n
e
r
 Tei!, 
6. Auf., 
S. 
3
4
9
 f.; 
K
a
r
l
 L
a
r
e
n
z
,
 A
l
l
g
e
m
e
i
n
e
r
 T
e
i
l
 
d
e
s
 D
e
u
t
s
c
h
e
n
 B
i
i
r
g
e
r
l
i
c
h
e
n
 
R
e
c
h
 ts, 

3
.
A
u
f
 :
 1975, 
s. 
5
0
6
 f
f・
り

S
t
e
f
f
e
n
•
D
a
s
 
Biirgerliche 
G
e
s
e
t
z
b
u
c
h
 
m
i
t
 
b
e
s
o
n
d
e
r
e
r
 
B
e
r
i
i
c
k
s
i
c
h
t
i
g
u
n
g
 
d
e
r
 
R
e
c
h
t
 ,
 

s
p
r
e
c
h
u
n
g
 d
e
s
 R
e
i
c
h
s
g
e
r
i
c
h
t
s
 
u
n
d
 d
e
s
 
B
u
n
d
e
s
g
e
r
i
c
h
t
s
h
o
f
e
s
 
K
o
m
m
e
n
t
a
r
 (
B
G
B
-
R
G
R
K
)
,
 
B
d
.
 
1, 
1974, 
S. 
9
2
 ff. 
;
 

Thiele, 
M
i
i
n
c
h
e
n
e
r
 
K
o
m
m
e
n
t
a
r
 
z
u
m
 B
i
i
r
g
e
r
l
i
c
h
e
n
 
G
e
s
e
t
z
b
u
c
h
,
 
B
d
.
 
1, 
A
l
l
g
e
m
e
i
n
e
r
 
Tei!, 
1978, 
S. 
1
1
1
8
 ff. 
;
 

S
o
e
r
g
e
l
-
S
c
h
u
l
z
e
 
,v• 

L
a
s
a
u
l
x
,
 Biirgerliches G
e
s
e
t
z
b
u
c
h
,
 
B
d
.
 
1, 
A
l
l
g
e
m
e
i
n
e
r
 
Tei!, 
1
9
7
 00↓
 

S. 
9
9
0
 ff. 
;
 S
t
a
u
d
i
n
g
e
r
 ,
 

Dilcher, 
S
t
a
u
d
i
n
g
e
r
s
 K
o
m
m
e
n
t
a
r
 z
u
m
 B
i
i
r
g
e
r
l
i
c
h
e
n
 G
e
s
e
t
z
b
u
c
h
,
 B
d
.
 I
,
 

A
l
l
g
e
m
e
i
n
e
r
 
Teil, 
1979, 
S. 
6
9
0
 ff. 

(
9
)

代
理
受
領
の
担
保
的
効
力
に
つ
い
て
ほ
、
学
説
・
判
例
と
も
に
認
め
て
い
る
。

(10)

譲
渡
祭
止
特
約
や
質
入
禁
止
特
約
も
、
ま
だ
去
律
上
充
分
に
諭
じ
つ
く
さ
れ
て
お
ら
す
、
従
っ
て
克
服
さ
れ
て
い
な
い
問
題
で
あ
る
。
ド

イ
ツ
で
ぱ
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
相
当
多
く
の
脳
論
が
あ
る
の
で
、
比
較
法
的
視
点
か
ら
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

(11)

本
稿
で
は
、
代
理
受
領
そ
れ
自
体
に
論
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
権
利
担
保
の
各
論
と
し
て
、
別
稿
で
独
立
に
論
す
る
。

(12)

浜
上
・
前
掲
論
文
参
照
。

(13)

問
題
提
起
と
し
て
、
拙
稿
「
権
利
担
保
論
序
説
ー
権
利
譲
渡
担
保
の
前
提
と
し
て
ー
」
筑
波
決
政
第
三
号
五
七
頁
。

自
己
の
た
め
も
し
く

_,_ 
ノ‘



ド
イ
ツ
に
お
け
る
撤
回
で
き
な
い
代
理

ス
ト
リ
ア
上
級
裁
判
所
は
、

は
自
己
に
代
わ
っ
て
あ
る
行
為
を
行
な
う
べ
き
権
利
を
授
与
す
る
意
思
表
示
を
、

い
う
。
」
と
す
る
。
そ
し
て
、
同
章
の
第
一
五
九
条
で
は
、
代
理
契
約
の
消
滅

(
A
u
f
h
e
b
u
n
g
)
に
関
し
、

被
授
権
者
も
引
き
受
け
た
行
為
の
実
行
を
授
権
者
に
告
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

る
。
そ
れ
故
、
プ
ロ
イ
七
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
は
、
委
任
と
授
権
を
区
別
せ
ず
、

―
つ
の
契
約
関
係
と
し
て
両
方
の
法
形
式
を
捉
え
て
い

(
1
)
 

た
。
従
っ
て
、
純
粋
の
代
理
契
約
は
、
常
に
自
由
に
撒
回
す
る
こ
と
が
で
き
、
撤
回
の
放
棄
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

一
九
八
四
条
で
、

「
委
任

(
m
a
n
d
a
t
)
も
し
く
は
委
任
状
は
、
あ
る
者
が
他
人
に
対
し
て
、

自
己
す
な
わ
ち
委
任
者

(
m
a
n
d
a
n
t
)
の
た
め
に
、
委
任
者
の
名
に
お
い
て
行
為
す
べ
き
権
能
を
与
え
る
行
為
で
あ
る
。
」
と
定
め
、
解
除

に
つ
い
て
は
、
第
二

0
0四
条
で
、
「
委
任
者
は
、
委
任
を
任
意
に
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
：
．
．
．
．
o
」
と
定
め
て
い
る
。
こ
の
原
則
は
、

(
2
)
 

フ
ラ
ン
ス
法
領
域
で
制
限
な
く
適
用
さ
れ
て
い
る
。

第
一

0
0二
条
で
、

い
て
配
慮

(
B
e
s
o
r
g
u
n
g
)
す
る
こ
と
を
引
き
受
け
る
契
約
を
、
代
理
権
授
与
契
約

(
B
e
v
o
l
l
m
a
c
h
t
i
g
u
n
g
s
v
e
r
t
r
a
g
)
と
い
う
。
」
と
定

め
、
さ
ら
に
、
第
一

0
―
-
0条
で
は
、
「
授
権
者
は
、
任
意
に
代
理
権
を
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

一
八
八
四
年
三
月
五
日
の
判
決
で
、
撤
回
す
る
権
利
の
制
限
は
許
さ
れ
な
い
、

は
、
代
理
権
が
撤
回
で
き
な
い
と
し
て
授
与
さ
れ
た
と
い
う
事
実
を
基
礎
に
し
て
い
る
。
裁
判
所
は
、

(
3
)
 

1
0
二
0
条
の
規
定
を
判
決
理
由
に
示
し
、
代
理
の
撤
回
性
を
確
立
し
た
。

ザ
ク
セ
ン
民
法
典
(
-
八
六
三
年
）

で
ぱ
、
代
理
は
委
任
と
同
視
さ
れ
、
委
任
は
第
一
三
四
八
条
に
よ
り
自
由
に
撤
回
で
き
る
、

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第
一
＿
―
-
五

0
条
で
は
、
「
委
任
を
撤
回
ず
る
権
利
に
関
し
て
は
、
受
任
者
に
対
し
て
放
棄
す
る
こ
と
が
で
き
た
い
。
！

ォ
ー
ス
ト
リ
ア
の
一
般
民
法
典
（
一
八
―
一
年
）
は
、

フ
ラ
ン
ス
民
法
典
（
一
八

0
四
年
）
は
、

任
を
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
同
様
に
、

六

オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
第

と
判
示
し
た
。

と
さ

J

の
判
決

オ
ー

「
あ
る
者
が
自
己
に
委
ね
ら
れ
た
行
為
を
他
人
の
名
に
お

と
す

「
原
削
と
し
て
、
授
権
者
は
委

委
任

(
A
u
f
t
r
a
g
)
も
し
く
は
代
理

(
V
o
l
l
m
a
c
h
t
)
と



す
る
が
、
そ
の
物
は
、

法
で
自
己
の
意
図
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、

X
が
直
接
自
己
の
権
利
を

B
に
譲
渡
す
る
か
、
も
し
く
は
、

X

は
そ
の
た
め
に

A
に
授
権
を
し
た
場
合
で
あ
る
。

J
h
e
r
i
n
g
は
、
後
者
す
な
わ
ち
授
権
が
あ
っ
た
場
合
を
想
定
し
、

m
a
n
d
a
t
u
m
 in 
r
e
n
 
s
u
a
m
す
な
わ
ち
自
己
の
利
益
の
た
め
の
委
任
と
捉
え
、

に
は
、

X
が
撤
回
権
を
留
保
し
な
い
と
き
は
、

X
は
、
自
分
の
行
な
っ
た
授
権
を
撤
回
す
る

J
h
e
r
i
n
g
~

、

―
つ
の
事
例
を
引
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

]
 he
r
i
n
g
は

一
八
五
八
年
に
"
,
M
i
t
w
i
r
k
u
n
g
 filr 
f
r
e
m
d
e
 R
e
c
h
t
s
g
e
s
c
h
a
f
t
"

と
い
う
論
文
で
、
代
理
が
異
論
の
余
地
な
く
撒

回
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
対
し
疑
問
を
述
べ
た
。
こ
れ
は
、
後
に
直
接
民
法
草
案
の
議
論
に
発
達
し
、
民
法
典
の
施
行
後
も
広
く
支
持
さ

A
が
B
に
物

(
S
a
c
h
e
n
)
を
贈
与
も
し
く
ぱ
質
入
れ
の

H
的
で
売
却

X
の
所
有
に
属
す
る
か
、
も
し
く
は

X
の
質
権
が
付
い
て
い
る
と
す
る
。

J
h
e
r
i
n
g
に
よ
る
と
、

（ア）

J
h
e
r
i
n
g
 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
撒
回
で
き
な
い
代
理
の
許
容
性
が
、

(
z
u
r
t
i
c
k
n
e
h
m
e
n
)
 
こ
と
が
で
ぎ
ず
、
委

注
目
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
立
法
例
か
ら
、
代
理
と
委
任
ぱ
区
別
さ
れ
ず
、
代
理
の
撤
回
と
委
任
の
解
除
は
制
限
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

、

~
J

2
 

•
し

紀
の
後
半
に
委
任
と
代
理
を
区
別
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
ば
、

一
九
世
紀
の
普
通
法
に
お
い
て
託
細
に
論
じ
ら
れ
た
。

(
5
)
 

L
a
b
a
n
d
で
あ
る
が
、
こ
の
区
別
か
明
確
に
意
識
さ
れ
な
い
ま

(
6
)
 

ま
、
ま
ず

J
h
e
r
i
n
g
½
1
.

よ
っ
て
撒
回
で
ぎ
な
い
代
狸
の
問
題
が
提
起
さ
れ
た
。

ま
で
の
段
階
に
お
け
る
学
説
・
判
例
の
流
れ
を
追
っ
て
み
よ
う
。

(
4
)
 

と
す
る
。

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

m
a
n
d
a
t
u
m
 in 
r
e
n
 
s
u
a
m
 

A
は

1
つ
の
方

A
と
X
の
関
係
を

そ
こ
で
、

J
h
e
r
i
n
g

か
ら
第
一
草
案
が
作
成
さ
れ
る
前

六
四

一
九
世



ド
イ
ツ
に
お
け
る
撤
回
で
き
な
い
代
理

六
年
間
の
約
束
で
授
与
さ
れ
た
代
理
権
を
、
そ
の
期
間
前
に
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、

は
、
あ
る
一
定
の
期
間
、
他
人
に
一
定
の
業
務
の
遂
行
を
委
ね
る
契
約
に
は
、
撤
回
権
に
関
す
る
委
任
者
の
放
棄

(
Ve
r
z
i
c
h
t
s
l
e
i
s
t
u
n
g
)
 

は
含
ま
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
、
肯
定
さ
れ
た
。
控
訴
裁
判
所
は
、
制
限
を
加
え
て
、
受
任
者
が
、
当
該
期
間
他
人
の
業
務
を
遂
行

す
る
に
お
い
て
何
ら
特
別
の
利
益
を
有
し
な
い
と
き
は
、
少
な
く
と
も
撤
回
は
認
め
ら
れ
る
、
と
し
た
。
こ
の
制
限
か
ら
、
受
任
者
が
委
任

者
の
業
務
に
つ
い
て
、
固
有
の
利
益
を
有
す
る
場
合
に
は
、
法
的
効
力
を
有
す
る
撤
回
の
放
棄
が
認
め
ら
れ
る
余
地
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

の
可
能
性
を
認
め
た
。
こ
の
判
決
は
、
被
告
が
長
期
の
海
外
旅
行
に
よ
っ
て
、
著
し
く
訴
訟
の
繋
属
を
長
び
か
せ
た
の
で
、
原
告
の
申
立

て
に
よ
る
債
務
執
行
の
た
め
の
身
柄
拘
束
の
命
令
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
上
級
控
訴
裁
判
所
は
、
被
告
が
召
換
の
受
領
や
催
告
の
た
め

に
撤
回
で
き
な
い
被
授
権
者
を
任
ず
る
よ
う
請
願
し
て
い
た
の
で
、
こ
の
申
立
て
を
根
拠
が
な
い
、

統
が
有
効
な
判
決
ま
で
十
分
な
も
の
と
し
て
担
保
さ
れ
る
、

て
固
有
の
利
益
を
有
す
る
の
で
、
不
撤
回
性
（
撤
回
不
許
）

リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
上
級
控
訴
裁
判
所

(
8
)
 

リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
上
級
控
訴
裁
判
所
は
、

（ウ） ザ
ク
セ
ン
の
上
級
控
訴
裁
判
所
は
、

（イ）
己
の
権
利
で
な
い
も
の
に
よ
っ
て
、

六
五

任
お
よ
び
代
理
の
一
貫
性
が
排
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
第
三
者
に
対
し
て
、
物
の
上
に
有
効
に
成
立
し
た
自

A
は
保
護
さ
れ
る
。
そ
の
場
合
の
権
利
と
は
、
担
保
潅
者
が
売
買
の
授
権
に
関
し
て
有
し
て
い
る
権

利
と
同
様
で
あ
る
と
い
う
。
以
後

J
h
e
r
i
n
g

の
見
解
に
関
連
し
て
判
例
・
学
説
が
登
場
す
る
。

ザ
ク
セ
ン
上
級
控
訴
裁
判
所

(
7
)
 

一
八
五
四
年
五
月
五
日
の
判
決
に
お
い
て
、

J
h
e
r
i
n
g
と
同
様
の
判
断
を
行
な
っ
た
。
そ
れ
は
、

と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題

一
八
六
八
年
―
二
月
三

0
日
の
判
決
で
、
直
接
に
撤
回
で
き
な
い
授
権
(
B
e
v
o
l
l
m
a
c
h
t
i
g
u
n
g
)

と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
訴
訟
の
継

と
み
ら
れ
た
。
裁
判
所
は
、
原
告
お
よ
び
裁
判
所
が
代
理
権
の
存
続
に
つ
い

に
つ
い
て
は
異
議
を
と
ど
め
な
か
っ
た
。



そ
の
後
、

(t) 

ラ
イ
ヒ
上
級
商
事
裁
判
所

W
i
d
e
r
r
u
f
)
 
:!:!、

認
め
ら
れ
な
い
、

た
。
認
定
さ
れ
た
事
実
に
よ
る
と
、
あ
る
商
人
は
、
破
産
の
直
前
に
彼
の
金
庫
の
手
持
現
金
を
多
く
の
債
権
者
に
引
き
渡
し
た
。
そ
れ

ほ
、
自
己
お
よ
び
共
同
債
権
者
の
利
益
の
た
め
に
清
算
資
金
の
某
礎
と
し
て
の
額
を
保
管
し
、
そ
の
後
、
裁
判
外
の
規
定
に
よ
る
苅
切

な
方
法
も
し
く
は
破
産
手
続
開
始
の
場
合
に
は
破
産
財
団
に
引
き
渡
す
と
い
う
方
法
に
よ
る
べ
し
と
の
指
図
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ラ

イ
ヒ
上
級
商
事
裁
判
所
は
、
商
人
と
債
権
者
等
と
の
授
権
関
係
は
否
定
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
商
人
の
行
為
は
何
よ
り
も
債
権
者

の
担
保
お
よ
び
満
足
に
奉
仕
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
、
そ
の
金
額
に
関
す
る
商
人
の
処
分
、
特
に
任
意
の
撤
回

(ein
b
e
l
i
e
b
i
g
e
r
 

権
と
い
う
用
語
を
用
い
る
代
わ
り
に
、
「
あ
る
一
定
の
最
終
目
的
の
た
め
に
行
な
わ
れ
た
同
邸
」
と
し
て
事
実
を
分
類
し
た
。

普
通
法
で
は
、
授
権
は
も
っ
ば
ら
委
任
者
の
利
益
に
奉
仕
す
る
と
定
義
さ
れ
て
い
た
の
で
、
代
理
の
撤
回
は
無
制
限
に
可
能
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
た
。
委
任
者
以
外
の
利
益
に
該
当
す
る
も
の
は
、
授
権
と
は
み
な
さ
れ
ず
、
他
の
法
形
態
の
も
と
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

(10) 

一
八
七
八
年
五
月
七
日
の
判
決
で
は
、
異
な
る
見
解
が
示
さ
れ
た
。
被
告
ほ
、
二
人
の
原
告
を
解
散
し
た
商
行
為
の
清
算
人

に
任
命
し
、
同
時
に
撤
回
権
を
放
棄
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
告
等
は
、
清
算
終
了
前
に
、
そ
の
地
位
と
必
要
な
会
計
報
告
を

被
告
に
告
知
し
た
。
ラ
イ
ヒ
上
級
商
事
裁
判
所
は
、
当
事
者
に
お
け
る
関
係
を
純
粋
な
も
し
く
は
単
純
な
代
理
契
約
と
み
た
の
で
、
放
棄

が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
撤
回
が
許
さ
れ
る
も
の
と
し
た
。
そ
の
よ
う
な
純
粋
の
も
し
く
は
単
純
な
授
権
の
場
合
の
撤
回
性
は
、
代

理
契
約
の
本
質
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。
こ
の
本
質
は
、
主
と
し
て
授
権
者
の
側
に
お
け
ろ
信
頼
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
本
質

ラ
イ
ヒ
上
級
商
事
裁
判
所

(
9
)
 

ラ
イ
ヒ
上
級
商
事
裁
判
所
は
、

図

と
し
た
。

そ
し
て
、

一
八
七
三
年
二
月
―
一
日
に
、
受
任
者
の
利
益
と
な
る
授
権
は
、
他
の
法
形
態
に
分
類
で
き
る
と
し

裁
判
所
は
、
こ
の
よ
う
な
商
人
と
債
権
者
等
の
関
係
を
、
撤
回
で
き
な
い
授

j

iヽ

、

i

ノ

ノ



ド
イ
ツ
に
お
け
る
撤
回
で
き
な
い
代
理

六
七

的
な
基
礎
が
脱
落
し
た
場
合
に
は
、
授
権
者
は
撤
回
に
よ
っ
て
こ
の
関
係
を
解
消
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
撤
回
権
に
関
し
て
、
法
的
に

拘
束
力
の
あ
る
放
棄
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
授
権
者
は
、
信
頼
関
係
の
存
続
を
超
え
て
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
受
任
者
の

本
来
の
地
位
は
、
彼
の
業
務
執
行
者
に
対
す
る
業
務
支
配
者
の
地
位
と
し
て
、
逆
の
立
場
に
位
股
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、

受
任
者
は
、
委
任
者
の
た
め
、
代
理
権
に
基
づ
い
て
の
み
行
為
す
る
の
で
、
代
理
権
が
授
与
さ
れ
た
委
任
者
の
意
思
が
な
く
な
る
や
い
な

や
、
代
理
権
も
消
滅
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
も
っ
ば
ら
単
純
も
し
く
は
純
粋
な
委
任

(
M
a
n
d
a
t
)
 

こ
の
判
決
の
理
由
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
こ
れ
に
対
し
て
、
純
粋
な
委
任
関
係
が
存
し
な
い
場
合
は
、

他
の
契
約
か
代
理
の
中
に
隠
れ
て
い
る
か
、
も
し
く
は
、
代
理
が
他
の
契
約
の
構
成
要
素
の
一
部
を
形
成
し
て
い
る
の
で
、
異
な
る
判
断

を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
撤
回
権
の
放
棄
の
妥
当
性
に
関
す
る
問
題
や
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
の
効
力
に
関
す
る
問
題

(11) 

は
、
具
体
的
な
事
実
お
よ
び
法
律
関
係
に
従
っ
て
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
。

単
純
な
代
理
関

係
の
場
合
に
お
い
て
も
、
撤
回
権
の
放
棄
は
意
義
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
の
放
棄
は
撤
回
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
が
、
こ
の
放
棄
は
、
相

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

ヽ

(12)

対
立
す
る
事
情
を
欠
く
代
理
人
に
対
し
て
、
反
対
給
付
の
請
求
権
や
利
益
あ
る
い
は
契
約
罰
の
取
得
を
保
証
す
る
も
の
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
普
通
法
に
お
け
る
そ
れ
ま
で
の
も
の
と
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
単
に
代
理
の
撤
回
性
の
み
を
導
び
こ
う
と
す
る

見
解
は
、
純
粋
な
も
し
く
は
単
純
な
委
任
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
と
並
ん
で
、
ラ
イ
ヒ
上
級
商
事
裁
判
所
は
、
代
理
が
他
の
契
約

の
構
成
部
分
を
も
形
成
す
る
こ
と
が
あ
り
え
、

rische S
i
c
h
e
r
u
n
g
)
 

な
代
理
関
係
に
お
い
て
も
撤
回
の
放
棄
は
、
単
に
意
味
が
な
い
と
捉
え
ら
れ
ず
、

(13) 

と
し
て
評
価
さ
れ
た
。

に
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
撤
回
の
放
棄
も
考
え
ら
れ
る
、
と
い
う
可
能
性
を
認
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
単
純

、
、
、
、
、
、

代
理
人
の
反
対
請
求
権
の
債
権
的
な
担
保

(obligato-

こ
の
判
決
理
由
に
よ
る
と
、



囲

M
i
t
t
e
i
s

か
ら
、
撤
回
に
対
す
る
無
制
限
的
権
利
が
導
び
か
れ
た
の
で
あ
る
。

D
e
r
n
b
u
r
g
 

殊
に
委
任
に
依
て
生
ず
べ
し
。

然
れ
ど
も
唯
受
権
者
の
利
益
の
為
め
に
付
与
せ
ら
る
る
こ
と
亦
之
あ
り
。
」
と

務
を
負
う
を
以
て
生
ず
。

(14] 

し
て
、
被
授
権
者
の
利
益
の
た
め
に
代
理
権
が
授
与
さ
れ
る
場
合
の
あ
る
こ
と
を
認
め
る
が
、
「
授
権
者
は
代
理
取
消
権
を
有
効
に
拠
棄

す
る
こ
と
を
得
ず
。
何
と
な
れ
ば
若
し
斯
く
す
る
と
き
は
授
権
者
は
其
法
律
上
の
独
立
の
位
置
を
喪
失
す
る
に
至
る
べ
ぎ
を
以
て
な
り
。
」

(15) 

と
し
て
、
撤
回
の
放
棄
は
認
め
な
か
っ
た
。

D
e
r
u
n
b
u
r
g
は、

(16) 

も
有
効
に
撤
回
権
を
放
棄
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
た
。
授
権
者
は
、
撤
回
権
を
放
棄
す
る
こ
と
に
よ
り
、
授
権
者
に
役
立
つ
ど
こ
ろ

か
、
授
権
者
を
も
拘
束
す
る
主
人
を
立
て
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
逆
に
、
被
授
権
者
に
は
、
告
知
権

(
R
e
c
h
t
d
e
r
 A
u
f
k
l
i
n
d
i
 ,
 

g
u
n
g
)

が
自
由
に
認
め
ら
れ
る
。
被
授
権
者
は
、
現
代
的
法
律
見
解
に
よ
る
と
、
契
約
に
よ
っ
て
放
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

果
、
撤
回
権
と
善
意
の
第
三
者
と
の
衝
突
が
問
題
と
な
る
。
そ
れ
故
に
、

善
意
に
な
さ
れ
た
撤
回
は
第
三
者
を
害
す
る
こ
と
は
な
い
、
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

者
と
交
渉
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
の
代
理
権
の
撤
回
を
自
己
の
知
っ
て
い
る
第
三
者
に
通
知
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
場
合
に
は
、

撤
回
の
後
に
行
な
わ
れ
た
行
為
は
、
授
権
者
の
た
め
に
行
な
わ
れ
た
も
の
と
し
て
拘
束
す
る
、
と
い
う
。

授
権
は
、
授
権
者
の
利
益
の
た
め
に
の
み
奉
仕
す
る
法
的
関
係
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
本
人
の
排
他
的
利
益
の
点

ま
た
、
プ
ロ
イ
セ
ン
私
法
教
科
書
に
お
い
て
も
、

D
e
r
n
b
u
r
g
は、

⑳
 

一
八
八
四
年
の

P
a
n
d
e
k
t
e
n
に
お
い
て
、

一
般
ラ
ン
ト
法
は
、
授
権
者
が
直
接
契
約
当
事

一
七
八
七
年
の
法
典
草
案
は
、
書
面
に
よ
る
代
理
に
基
づ
い
て

そ
の
結

授
権
の
撤
回
は
常
に
で
き
る
と
し
、
授
権
者
は
契
約
に
よ
っ
て

「
代
理
権
は
多
く
は
受
権
者
が
授
権
者
の
為
め
に
作
用
を
為
す
べ
ぎ
義

六
八



ド
イ
ツ
に
お
げ
る
撤
回
で
き
な
い
代
理

M
i
t
t
e
i
s
の
場
合
は
、

や
回
復
の
訴
え
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

さ
れ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

六
九

M
i
t
t
e
i
s
は
、
m
a
n
d
a
t
u
m
in 
r
e
m
 s
u
a
m
に
お
け
る
不
撤
回
性
は
、
広
い
包
括
的
な
権
利
の
得
喪
に
関
す
る
も
の
で
は
な
く
、
所

(17) 

有
権
的
な
得
喪
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
代
理
権
一
般
の
証
明
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
他
方
に
お
い
て
、
M
i
t
t
e
i
s
は
、
D
e
r
n
,
 

(18) 

b
u
r
g
の
法
政
策
的
な
議
論
に
反
対
し
て
、
被
授
権
者
は
、
必
ず
し
も
授
権
者
の
有
益
な
補
助
者
で
あ
る
必
要
は
な
い
と
い
う
。
M
i
t
t
e
i
s

は
、
別
の
理
由
か
ら
不
撤
回
性
を
否
定
す
る
。
彼
に
よ
る
と
、
普
通
法
は
、
契
約
が
成
立
す
る
た
め
に
は
当
事
者
の
意
思
が
同
一
の
瞬
間

に
お
い
て
相
互
に
合
致
す
る
事
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
、
匝
接
に
代
理
権
は
そ
の
本
質
上
、
何
時
で
も
撤

回
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
原
則
が
成
立
す
る
。
何
故
な
ら
ば
、
代
理
権
が
契
約
成
立
前
に
撤
回
さ
れ
る
時
は
、
第
一
二
者
が
同
意
し
よ

う
と
す
る
そ
の
瞬
間
に
は
、
本
人
の
意
思
が
も
は
や
存
在
せ
ず
、
そ
れ
故
に
、
あ
ら
か
じ
め
撤
回
を
放
棄
し
て
い
て
も
、
こ
の
場
合
に
契

(19) 

約
は
成
立
し
え
な
い
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。

(20) 

し
か
し
な
が
ら
、
普
通
法
で
は
、
民
事
訴
訟
法
第
七
七
九
条
に
よ
り
、

丁
度
反
対
の
結
果
が
導
び
か
れ
る
こ
と
を
彼
は
認
め
て
い
る
。

こ
の
規
定
に
よ
る
と
、
「
債
務
者
が
意
思
表
示
(
W
'
i
l
l
e
n
s
e
r
k
l
a
.
r
u
n
g
)
を
せ
よ
と
の
判
決
を
受
け
た
と
き
は
、
判
決
で
確
定
し
た
と
き
に

(21) 

直
ち
に
意
思
表
示
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。
」
と
い
う
。
裁
判
上
の
判
決
は
、
債
務
者
の
意
思
に
代
わ
る
。
契
約
に
よ
る
撤
回
の
放
棄
は
被

投
権
者
の
行
為
に
同
意
す
る
義
務
設
定
行
為
(
V
e
r
p
f
l
i
c
h
t
u
n
g
)
を
含
む
の
で
、
本
人
が
代
理
権
を
撤
回
す
る
と
、
被
授
権
者
は
、
直
ち

(22) 

に
回
復
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
確
定
判
決
は
、
代
理
権
を
補
充
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
実
際
上
不
撤
回
性
が
設
定

M
i
t
t
e
i
s
~
、
第
三
者
は
放
棄
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
特
に
回
復
の
訴
え
を
強
制
す
る
こ
と

(23) 

が
で
き
な
い
の
で
、
代
理
を
撤
回
で
き
な
い
と
捉
え
た
。
し
か
し
、
も
し
代
理
が
真
に
撤
回
で
き
る
な
ら
ば
、
第
三
者
も
ま
た
こ
の
放
棄

不
撤
回
性
を
否
定
す
る
ド
ク
マ
テ
ィ
シ
ュ
な
根
拠
と
並
ん
で
、
合
意
し
た
撤
回
の
放
乗
の
効
力
を
も
顧
慮
す



注

(
1
)

(
2
)
 

す
な
わ
ち
、

M
i
t
t
e
i
s

は
、
代
理
撤
回
の
放
棄
を
、
単
に
被
授
権
者
の
反
対
債
権
の
担
保

(
S
i
c
h
e
r
u
n
g

c
h
e
n
)
と
認
め
る
見
解
に
反
対
し
て
、
代
理
人
が
代
理
権
の
原
状
復
帰

(
W
i
e
d
e
r
h
e
r
s
t
e
l
l
u
n
g
)

c
 
e
g
e
n
a
n
s
p
r
i
i
 ,
 

に
関
す
る
訴
え
を
求
め
る
の
を
認
め

る
見
解
に
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
見
解
も
、
実
際
上
は
放
棄
の
効
力
を
認
め
る
の
で
あ
る
か
ら
、
代
理
権
を
復
帰
さ
せ
る
こ
と
に

(24) 

よ
っ
て
、
撤
回
で
き
な
い
代
理
権
を
晶
め
た
の
と
同
様
の
結
果
を
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
だ
と
す
れ
ば
、

一
度
代
理
権
を
撤
回
さ
せ
て
、

再
び
復
帰
さ
せ
る
よ
り
も
、
初
め
か
ら
撤
回
で
き
な
い
場
合
を
認
め
る
こ
と
の
方
が
合
理
的
で
は
な
か
ろ
う
か
。

3
 

一
九
世
紀
の
後
期
ま
で
に
展
開
さ
れ
て
き
た
。
右
の
立
法
を

み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、

J
h
e
r
i
n
g
が
初
め
て
、
代
理
権
に
撤
回
で
き
な
い
場
合
の
あ
り
う
る
こ
と
を
指
摘
す
る
ま
で
、
そ
の
よ
う
な
場

(25) 

合
は
全
く
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
代
理
と
委
任
も
区
別
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
、

J
h
e
r
i
n
g

の
見
解
が
現
わ
れ
、

L
a
b
a
n
d

の
代
理
と
委
任
と
は
区
別
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
報
告
さ
れ
た
後
は
、
徐

々
に
で
は
あ
る
が
、
撤
回
で
き
な
い
場
合
を
事
実
上
認
め
る
判
例
や
学
説
が
登
場
し
て
く
る
。
そ
れ
ら
は
、
正
面
か
ら
撤
回
で
き
な
い
代

理
を
論
ず
る
の
で
は
な
く
、
従
っ
て
、
代
理
や
委
任
は
常
に
撤
回
で
き
る
と
い
う
原
則
を
維
持
し
な
が
ら
も
、
撒
回
で
ぎ
な
い
場
合
を
認

め
よ
う
と
す
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
代
理
人
や
受
任
者
自
身
の
利
益
に
対
し
保
護
を
与
え
る
べ
ぎ
だ
と
い
う
慈
識
が
生

じ
、
そ
れ
を
高
め
て
い
く
。
こ
れ
が
、
受
任
者
の
反
対
請
求
権
の
俵
権
的
な
担
保
と
評
価
さ
れ
、
こ
の
担
保
利
益
を
保
設
す
る
た
め
、
撤

回
で
き
な
い
場
合
あ
る
い
は
撤
回
権
の
放
棄
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
撤
同
で
き
な
い
場
合
と
い
う
の
は
少

な
か
っ
た
し
、
ま
た
、
権
利
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。

る。

R
O
H
G
 23
,
 
3
2
6
 ;
 

V
o
g
t
,
 D
i
e
 U
n
w
i
d
e
r
r
u
f
l
i
c
h
e
 V
o
l
l
m
a
c
h
t
,
 1
9
6
1
 `
 
s. 
1
6
.
 

フ
ラ
ン
ス
の
現
行
民
法
典
で
あ
る
ナ
ボ
レ
オ
ン
法
典
が
公
布
さ
れ
た
の
は
、
比
較
的
早
い
時
期
の
一
八

0
四
年
で
あ
る
。
民
法
典
起
草
委

以
上
の
よ
う
に
、
代
理
権
の
撤
回
性
に
つ
い
て
の
種
々
の
見
解
が
、

v
o
n
 

七
〇
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為
と
の
区
別
に
関
す
る
説
明
を
み
て
お
こ
う
。

川
ド
イ
ツ
民
法
典
の
第
一
草
案
は
、

し
か
し
、

ロ
ー

(
1
5
)副
島
1
1

中
村
1
1

山
口
•
前
掲
書
五
一
―1
0頁
。

(16) 
D
e
r
n
b
u
r
g
,
 L
e
h
r
b
u
c
h
 d
e
s
 P
r
e
u
B
i
s
c
h
e
n
 Privatrechts, 
Bd. I

,
 
1
8
7
5
,
 
S. 
2
1
9
 f.
 

(17) 
Mitteis, 
D
i
e
 L
e
h
r
e
 v
o
n
 d
e
r
 Stellvertretung ̀

 
s. 
2
0
1
 ff. 

(18) 
Mitteis, 
a. a. 0., 
S. 
2
0
4
.
 

(19) 
Mitteis ̀

 
a.a.O. `

 
s. 
2
0
2
.
 

(
2
0
)
現
行
第
八
九
四
条
。

(21)

中
野
貞
一
郎
訳
・
法
務
資
料
ド
イ
ッ
強
制
執
行
法
ニ
ニ
頁
。

(22) 
Restitutionsklage 
(
ド
民
訴
法
第
五
七
八
条
第
一
項
）
。
山
田
晟
・
ド
イ
ッ
法
概
論

n
二
八
九
頁
。

(23) 
Mitteis, 
a. a. 0., 
S. 2
0
4
.
 

(24) 
Vogt, a. a. O., 
S. 
2
3
.
 

(
2
5
)
従
っ
て
、
ド
イ
ッ
普
通
法
時
代
の
委
任
は
、
ロ
ー
マ
法
の
沿
革
に
よ
る
支
配
の
も
と
に
あ
っ
た
。
委
任
(
m
a
n
d
a
t
u
m
)
は、

m
a
n
d
a
t
u
m

nisi 
g
r
a
t
u
i
t
u
m
 n
u
l
l
u
m
 set. 
す
な
わ
ち
「
委
任
は
無
償
で
な
い
か
ぎ
り
は
存
在
し
な
い
。
」
（
柴
田
光
蔵
・
ロ
ー
マ
法
の
某
礎
知
識
一
六

二
貝
）
と
い
う
原
則
に
服
し
て
い
た
。

第
一
草
案
を
め
ぐ
っ
て

一
八
八
八
年
に
作
成
さ
れ
た
。
代
理
権
の
撤
回
に
人
る
訓
に
、
ま
ず
、
委
任
と
代
理
権
授
与
行

務
を
行
な
う
契
約
で
あ
り
、
委
任
者
と
第
一
二
者
と
の
間
に
は
、
何
ら
直
接
の
関
係
は
生
じ
な
か
っ
た

も
と
も
と
、
委
任
は
ロ
ー
マ
法
の

m
a
n
d
a
t
u
m
か
ら
発
達
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

m
a
n
d
a
t
u
m
は
、
受
任
者
が
委
任
者
の
た
め
に
事

(
1
J
 

（
間
接
代
理
）
。

マ
で
は
、
直
接
代
理
の
制
度
が
私
法
上
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

m
a
n
d
a
t
u
m
は
直
接
代
理
の
実
質
的
機
能
を
果
し
て
い
た
。

七



ト
イ
ツ
に
お
け
る
撤
回
で
き
な
い
代
理

「
代
理
権
授
与
行
為
は
、
原
則
と
し
て
委
任
と

(
5
)
 

結
び
つ
く
が
、
常
に
委
任
と
結
び
つ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
委
任
の
な
い
代
理
も
存
在
す
る
。
」
と
し
、
さ
ら
に
、
「
代

理
権
は
、
往
々
に
し
て
、
代
理
人
が
自
己
の
名
に
お
け
る
自
己
の
行
為
に
よ
っ
て
、
授
権
者
に
よ
っ
て
自
己
に
負
わ
さ
れ
て
い
る
仕
事
を

遂
行
す
る
取
引
上
の
手
段
と
し
て
、
存
在
す
る
。
こ
の
場
合
は
、
策
六

0
五
条
の
意
味
に
捻
げ
る
指
図

(
A
n
w
e
i
s
u
n
g
)
と
な
る
の
で
は

な
く
、

ま
た
、
委
任
を
原
因
と
す
る
も
の
で
も
な
い
。
代
理
人
は
、
授
与
さ
れ
た
代
理
権
の
行
使
に
よ
っ
て
、
義
務
を
負
う
も
の
で
は
な

る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、

独
自
の
効
力
を
も
つ
、

当
時
の
状
況
で
は
、

ヒ

理
論
的
に
も
制
度
的
に
も
、
区
別
す

ド
イ
ツ
で
直
接
代
理
の
制
度
が
承
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
委
任
契
約
と
代
理
関
係
と
は
同
視
さ
れ
、
代
理
権
は
委
任

の
本
質
的
構
成
部
分

(wesentlicher
Bestandteil)
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

権

(
V
o
l
l
m
a
c
h
t
)
と
ほ
、
相
伴
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
決
し
て
必
然
的
に
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
く
、
両
者
は
相
互
に
独
自
に
成
立
し
、

(
2
)
 

と
い
う
｝
L

と
を
主
張
し
た
。
そ
の
後
、
バ
ン
デ
ク
テ
ン
法
学
は
、
両
者
の
内
容
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
し

だ
い
に
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
民
法
の
起
草
者
は
、

L
a
b
a
n
d
の
指
摘
を
採
用
し
、
代
理
権
を
発
生
さ
せ
る
も
の
は
、
委
任
な

(
3
)
 

ど
の
契
約
と
は
別
個
の
代
理
権
授
与
行
為
と
い
う
独
自
の
単
独
行
為
で
あ
る
と
構
成
し
た
。
す
な
わ
ち
、

M
o
t
i
v
e
1l
よ
る
と
、
「
第
一
草

案
は
、
代
理
権
に
関
し
て
、
法
律
行
為
上
の
授
与
に
基
づ
く
代
理

(
V
e
r
t
r
e
t
u
n
g
)

約
の
一
構
成
部
分
で
あ
る
と
捉
え
て
い
た
。

の
た
め
の
授
権

(
E
r
m
a
.
c
h
t
i
g
u
n
g
)
 

る
。
こ
の
代
理
権
は
、
固
有
の
法
制
度
で
あ
る
。
こ
の
法
規
は
、
他
人
が
表
意
者
に
代
わ
り
、
表
絋
者
の
名
に
お
い
て
行
為
を
す
る
法
律

上
の
権
利
を
内
容
と
す
る
効
力
を
、
意
思
表
示
に
与
え
る
。
代
理
権
が
委
任
と
異
な
る
法
律
行
為
か
ら
生
ず
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
た
の
は
、

比
較
的
最
近
で
あ
る
。
最
初
、
こ
の
法
律
は
、
代
理
権
授
与
行
為
と
委
任
を
区
別
し
て
い
な
か
っ
た
し
、

そ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
第
一
委
員
会
で
は
、

を
認
め
て
い

ま
た
、
代
理
権
授
与
行
為
を
契

ス
イ
ス
債
務
法
は
、
新
し
い
解
釈
に
従
っ
て
代
理
権
と
委
任
を
峻
別
し
て
い
る
。
商
法
で

は
、
す
で
に
異
な
る
位
置
に
代
理
権
と
委
任
を
分
離
し
て
い
る
。
」
と
し
て
、

L
a
b
a
n
d
は
、
委
任

(
A
u
f
t
r
a
g
)
と
代
理



る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

に
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
。
代
理
は
委
任
と
区
別
さ
れ
た
が
、
撒
回
性
に
つ
い
て
は
、
委
任
の
場
合
と
同
様
に
常
に
撤
回
す

Motive
の
見
解
は
、
旧
ス
イ
ス
債
務
法
第
四

0
条
第
二
項
を
参
考
と
し
、
代
理
権
に
は
法

Motive
に
よ
る
と
、

代
理
権
は
、
如
何
な
る
法
的
根
拠
に
基
づ
き
、
如
何
な
る

H
的
の
た
め
に
授
与
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
常

代
理
権
の
撤
回
は
、
放
棄
す
る
こ
と
が
で
含
な
い
。
」

ぶ
代
理
権
は
、
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

右
で
述
べ
た
よ
う
に
、
第
一
草
案
で
は
、
代
理
は
委
任
と
区
別
さ
れ
て
、
規
定
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
代
理
権
の
撤
回
性
に
つ
い
て

(
7
)
 

も
、
独
立
の
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
草
案
で
は
、
代
理
権
の
撒
回
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。

(2) 
編
に
と
規
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
撤
回
な
い
し
解
除
の
規
定
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
単
に
規
定
が
別
々

に
定
め
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
ド
イ
ツ
で
は
、
代
理
を
委
任
か
ら
切
り
離
し
て
無
因
的
に
構
成
し
よ
う
と

ナ
る
。
こ
の
よ
う
な
構
成
の
仕
方
に
よ
っ
て
、
代
理
権
は
独
自
性
を
取
得
す
る
。
そ
し
て
、
無
償
を
前
提
と
す
る
委
任
の
規
定
に
拘
束
さ

れ
る
こ
と
も
な
い
。
現
代
の
取
引
に
お
い
て
、
法
律
上
無
償
委
任
が
問
題
に
な
る
の
は
、

ま
ず
少
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
原
則
的
規
定

が
不
合
理
で
あ
る
の
は
単
に
沿
革
的
な
理
由
に
拠
る
に
す
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
授
権
者
と
代
理
人
の
人
格
的
信
頼
に
基
づ
い
て
行
な
わ

れ
る
代
理
ほ
、
現
代
経
済
取
引
に
は
適
さ
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
基
礎
は
失
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、

わ
が
国
の
両
規
定
を
考
え
て
み
る
場
合
も
、
起
草
者
自
体
の
捉
え
方
が
必
ず
し
も
正
し
い
と
い
え
な
い
よ
う
な
の
で
、
法
文
上

の
「
委
任
二
因
ル
代
理
」
の
用
語
に
と
ら
わ
れ
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
怠
識
も
固
ま
っ
て
こ
よ
う
。

以
上
で
、
委
任
ぱ
代
理
と
区
別
さ
れ
た
の
で
、
本
稿
の
対
象
か
ら
外
れ
る
こ
と
に
な
る
。

い
か
ら
で
あ
る
。
」

(6) 

と
し
、
代
理
権
と
委
任
を
区
別
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
結
果
と
し
て
、
代
理
は
総
則
編
に
、

ま
た
委
任
は
債
権

七
四



ド
イ
ツ
に
お
け
る
撤
回
で
ぎ
な
い
代
理

め
る
べ
含
こ
と
を
主
張
す
る
。

さ
ら
に
、
翌
h
i

は
、
草
案
が
代
理
権
と
い
う
語
を
、
代
理
人
が
策
三
者
の
た
め
の
授
権
の
顕
名
を
し
た
場
合
に
制
限
す
る
の
に
対
し

て
、
授
権
者
と
代
理
人
の
間
の
関
係
を
単
に
授
権
と
表
現
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
授
権
の
場
合
、
原
則
と
し
て
、
委
任
の
場
合
と
同
様

ま
ず
、

H
o
l
d
e
r
は、

理
由
は
述
べ
て
い
な
い
が
、

③
第
一
草
案
を
め
ぐ
る
批
判

こ
の
第
二
早
案
第
一
―
九
条
に
対
し
て
は
、
直
ち
に
批
判
が
述
べ
ら
れ
た
。

る。

七
五

律
的
に
委
任
契
約

(
M
a
n
d
a
t
s
v
e
r
t
r
a
g
)
と
同
様
の
展
開
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
見
解
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
見
解
は
、
単

純
な
委
任
お
よ
び
代
哩
契
約
に
関
す
る
普
通
法
の
判
例
や
学
説
に
根
拠
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
権
限

(
M
a
c
h
t
s
t
e
l
l
u
n
g
)

そ
れ
（
そ
の
権
阪
）
が
基
礎
と
し
て
い
る
信
頼
に
よ
っ
て
成
就
し
な
け
れ
ぽ
な
ら

な
い
信
頼
的
地
位

(Vertrauensstellung)
に
あ
る
。
代
理
人
は
、
代
理
権
に
よ
り
、
権
利
者
の
法
状
態
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
他
人
の

利
益
の
た
め
に
行
為
す
る
被
授
権
者

(
E
r
m
a
c
h
t
i
g
t
e
n
)
の
法
状
態
に
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
撤
回
権
の
放
棄
は
、
許
さ
れ
る
範

囲
を
越
え
る
権
限
の
放
棄

(
M
a
c
h
t
e
n
 ta ul3erung)
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
撤
回
権
の
放
棄
が
許
さ
れ
な
い
た
め
に
、
そ
れ
は
、

い
ず

れ
の
利
益
の
要
求
を
も
考
慮
す
る
必
要
が
な
い
。
同
様
に
、
放
棄
が
無
効
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
契
約
罰
を
合
意
し
て
も
意
味
が
な
い

以
上
の
よ
う
に
、
民
法
典
第
一
草
案
は
、
代
理
権
の
撤
回
性
に
つ
い
て
は
、
普
通
法
の
見
解
を
無
留
保
に
受
け
容
れ
、
無
制
限
に
撤
回

こ
の
草
案
は
、
信
頼
関
係
に
の
み
重
点
を
置
き
、
当
事
者
の
利
益
を
考
慮
に
入
れ
な
か
っ
た
の
で
、
多
く
の
批
判
を
受
け
る
こ
と
に
な

が
可
能
で
あ
る
と
い
う
原
則
を
採
用
し
た
。

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

を
譲
与
さ
れ
た
代
理
人

(
B
e
v
o
l
l
m
a
c
h
t
i
g
t
e
n
)
は、

一
定
の
期
間
、
特
別
の
合
意
が
あ
っ
た
と
き
は
、
撤
回
を
排
除
す
る
可
能
性
を
認



に
、
授
権
者
の
利
益
に
お
い
て
行
為
が
行
な
わ
れ
る
。
し
か
し
、
授
権
は
、
代
理
人
の
利
益
の
た
め
、
例
え
ば
、
金
銭
の
取
立
の
た
め
の

授
権
に
よ
っ
て
代
理
人
が
弁
済
を
受
け
る
よ
う
な
場
合
も
、
授
与
さ
れ
る
。
そ
の
場
合
、
授
権
は
必
ず
し
も
撤
回
で
き
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
少
な
く
と
も
不
撤
回
性
の
合
意
は
、
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

(
9
)
 

Z
i
t
e
l
m
a
n
n
は、

こ
の
見
解
に
贅
成
す
る
。

草
案
が
委
任
と
代
理
を
区
別
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
代
理
権
の
撤
回
性
に
つ

い
て
は
、
委
任
に
関
す
る
権
利
を
適
用
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
、
批
判
す
る
。
す
な
わ
ち
、

地
が
あ
る
。
代
理
人
に
移
転
し
た
権
限

(
M
a
c
h
t
s
t
e
l
l
u
n
g
)
が
、
如
何
な
る
範
囲
ま
で
信
頼
的
地
位

(Vertrauensstel!ung)

に
あ
る

か
は
、
事
実
問
題
で
あ
る
。
従
っ
て
、
す
べ
て
の
代
理
権
が
特
別
の
倍
頼
に
甚
づ
い
て
授
与
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
代
理
権
取
得
者

が
、
代
理
権
に
よ
っ
て
他
人
の
利
益
の
た
め
に
法
律
上
の
行
為
を
す
る
と
い
う
授
権
者
の
法
的
地
位
に
立
つ
の
か
、
あ
る
い
は
、
権
利
者

と
し
て
の
法
的
地
位
に
立
た
な
い
の
か
は
、
個
々
の
事
例
の
詳
し
い
事
情
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
他

人
の
利
益
と
な
る
性
質
の
権
利
も
存
在
し
え
、

ま
た
、
「
自
己
固
有
の
利
益
に
お
け
る
権
利
者
」
と
い
う
怠
味
で
の
権
利
者
も
考
え
ら
れ
、

代
理
人

(
B
e
v
o
l
l
m
a
c
h
t
i
g
t
e
n
)
の
利
益
が
存
す
る
か
ど
う
か
は
、
同
様
に
事
実
問
題
に
と
ど
ま
る
。
許
容
程
度
を
越
え
る
木
人
の
権
限

譲
与
に
関
す
る

M
o
t
i
v
e
の
指
摘
は
、
そ
の
結
果
、
根
拠
の
な
い
理
由
づ
け
と
な
る
こ
と
に
な
る
。
何
故
な
ら
、
事
実
問
題
と
し
て
の
信

頼
関
係
や
当
事
者
の
利
益
の
存
否
が
明
ら
か
に
な
ら
な
け
れ
ば
撤
回
権
の
放
棄
が
許
容
性
を
越
え
る
か
ど
う
か
判
断
で
き
な
い
は
ず
だ
か

ら
で
あ
る
。

N
i
t
e
l
m
a
n
n
は
、
翌
h
r
と
同
じ
く
、
代
理
権
限
の
存
続
が
代
理
人
の
利
益
に
あ
る
場
合
は
、
撤
回
権
の
放
棄
を
擁
護
し
ょ

う
と
す
る
。
代
理
権
が
も
っ
ば
ら
代
理
人
の
利
益
の
た
め
に
行
な
わ
れ
る
場
合
の
ほ
か
に
、
授
権
者
と
代
理
人
双
方
の
利
益
の
た
め
に
授

権
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、
組
合
契
約
に
お
け
る
合
同
の
代
理
権
授
与
行
為
の
場
合
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

己
の
も
の
と
す
る
合
意
の
も
と
で
、
自
己
の
費
用
で
取
り
立
て
る
場
合
の

A
に
よ
る

B
の
代
理
権
授
与
行
為
も
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

彼
は
、

A
の
債
権
を
、
半
額
自

M
o
t
i
v
e
が
あ
げ
る
理
由
に
は
、
異
論
の
余

七
六



ト
イ
ツ
に
お
け
る
撒
回
で
き
な
い
代
理

七
七

な
代
理
の
場
合
に
お
い
て
も
、
撤
回
で
き
な
い
代
理
権
を
構
成
す
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(10) 

さ
ら
に
、

Strohal
は、

第
一
草
案
第
一
―
九
条
の
規
定
に
対
し
、

同
意

(Einwilligung)
と
の
関
連
で
批
判
を
加
え
て
い
る
。
第

一
草
案
第
―
二
七
条
第
三
項
に
よ
る
と
、
代
理
権
に
関
す
る
規
定
は
、
同
意
の
消
減
に
つ
い
て
準
用
さ
れ
る
の
で
、
同
意
も
ま
た
常
に
撒

Strohal
が
、
す
で
に
総
論
で
撤
回
で
き
な
い
代
理
に
つ
い
て
指
摘
し
た
よ
う
に
多
く

第
一
草
案
が
作
成
さ
れ
た
の
ち
、
関
連
す
る
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
判
決
が
二
つ
あ
る
の
で
、
紹
介
し
よ
う
。
第
二
草
案
へ
の
影
響
が

一
八
九

0
年
―
一
月
一
九
日
の
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
判
決
は
、
第
一
草
案
第
一
―
九
条
の
批
判
と
閑
連
す
る
。
こ
の
判
決
は
、
代
理
権
に

よ
っ
て
効
力
を
生
ず
る
権
限
放
棄

(Machtentaul3erung)
の
範
囲
が
、
原
因
行
為

(Grundgeschaft)
に
対
応
す
る
一
定
の
限
度
に

限
ら
れ
る
場
合
に
は
、

H
o
l
d
e
r
や

Bahr,
N
 it
e
l
m
a
n
n
ら
の
観
点
が
適
切
で
あ
る
、

そ
れ
に
よ
っ
て
禁
止
法
規

(Prohibitivnorm)

独
立
性
の
原
則
と
合
致
し
な
い
し
、

と
い
う
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
い
て
有
効
に
成
立
し
た
撤
回
で
き
な
い
代
理
権
は
、

を
侵
害
す
る
の
で
、
ド
イ
ツ
で
は
認
め
ら
れ
な
い
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
判
断
し

た
。
控
訴
裁
判
所
は
、
委
任
の
自
由
な
撤
回
や
委
任
者
の
法
的
な
処
分
の
自
由
を
制
限
す
る
法
原
則
は
、
人
格
の
法
律
的
お
よ
び
経
済
的

ま
た
、
そ
れ
故
に
禁
止
法
規
に
も
達
反
す
る
、
と
い
う
見
解
を
提
示
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ラ
イ

ヒ
裁
判
所
は
、
委
任
の
不
撤
回
性
は
良
俗
に
反
し
な
い
し
、
人
格
の
独
立
性
の
原
則
に
も
反
し
な
い
と
い
う
理
由
で
、
控
訴
裁
判
所
の
見

こ
の
二
つ
の
判
断
か
ら
、
判
例
に
お
い
て
も
、
第
一
草
案
第
一
―
九
条
の
規
定
や

Motive‘
か
か
か
げ
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
異
論

解
を
支
持
し
な
か
っ
た
。

一
八
九
二
年
一

0
月
二
四
日
の
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
判
決
は
、

決
し
て
少
な
く
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

(4) 
の
例
外
が
各
論
に
置
か
れ
て
い
る
。

回
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
原
則
に
よ
る
と
、



以
上
で
、
第
一
草
案
で
は
、
委
任
と
代
理
が
区
別
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
性
を
付
与
さ
れ
た
こ
と
、

い
て
は
、
依
然
と
し
て
常
に
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
多
く
の
批
判
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
み
て
き
た
。

こ
の
期
間
に
お
け
る
批
判
の
根
拠
と
し
て
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
従
来
か
ら
代
理
権
の
基
礎
と
さ
れ
て
き
た
信
頼
的
地
位

(
V
e
r
t
r
a
u
-

e
n
s
s
t
e
l
l
u
n
g
)
が
事
実
問
題
で
あ
る
と
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
事
実
が
信
頼
的
地
位
に
あ
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
す
な

わ
ち
経
済
的
利
害
関
係
に
あ
る
場
合
と
は
区
別
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
前
者
の
場
合
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
代
理
観
念

が
適
用
さ
れ
る
根
拠
を
失
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
批
判
に
よ
っ
て
、
第
二
草
案
は
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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固

ま

と

め

の
余
地
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
批
判
は
、
あ
る
程
度
の
成
果
を
も
た
ら
し
た
。

お
よ
び
、
代
理
権
の
撤
回
に
つ

七
八



ド
イ
ツ
に
お
け
る
撤
回
で
き
な
い
代
理

は
、
適
用
し
な
い
。

Strohal, 
W
i
d
e
r
r
u
f
l
i
c
h
e
 u
n
d
 u
n
w
i
d
e
r
r
u
f
l
i
c
h
e
 
"
E
i
n
w
i
l
l
g
u
n
g
,
"
 J
h
e
r
i
n
g
s
 }., 
B
d
.
 3
0
,
 
S. 1
8
2
 ff. 

第
一
草
案
に
対
す
る
批
判
は
、
委
任
と
異
な
り
、
代
理
に
関
し
て
は
、
成
果
を
お
さ
め
た
。
す
な
わ
ち
、
第
二
草
案
第
一
三
八
条
お

よ
び

B
G
B
第
一
六
八
条
に
お
い
て
、
第
一
節
一
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
任
意
代
理
権
に
は
、
撤
回
で
き
な
い
場
合
の
存
す
る
こ
と

(
1
)
 

を
認
め
た
。

P
r
o
t
o
k
o
l
l
e
に
よ
る
説
明
を
み
て
み
よ
う
。

(2C-

代
理
権
の
撤
回
性
に
つ
い
て
は
、
第
一
草
案
第
一
―
九
条
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
提
案
が
出
さ
れ
た
。

（
提
案
ー
の

1
第
二
項
第
一
文
に
よ
る
）
。

代
理
権
は
、
こ
の
授
権

(
E
r
t
h
e
i
l
u
n
g
)

の
基
礎
と
な
る
法
律
関
係
か
ら
別
段
の
結
果

第
一
項
に
代
え
る
。
代
理
権
は
、
代
理
権
授
与
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
授
権
者
、
代
理
人
も
し
く
は
第
三
者
と
の
間
の
法
律
関
係

か
ら
別
段
の
結
果
が
生
じ
な
い
限
り
、
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
項
を
入
れ
る
。
撤
回
は
放
棄
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
但
し
、
代
理
人
も
し
く
は
授
権
者
と
法
律
関
係
に
あ
る
第
三
者
の
固

有
の
事
務
を
目
的
と
す
る
代
理
権
が
授
与
さ
れ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

委
任
者
か
ら
法
律
行
為
に
よ
っ
て
授
与
さ
れ
た
代
理
の
た
め
の
授
権
（
代
理
権
）

七
九

は
、
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
撤
回
権

は
、
放
棄
す
る
こ
と
が
で
ぎ
な
い
。
委
任
の
消
滅
に
関
す
る
規
定
は
、
代
理
権
の
消
減
の
場
合
に
も
適
用
す
る
。

こ
の
規
定
は
、
代
理
人
の
固
有
の
事
務
を
代
理
権
行
使
の
目
的
と
す
る
法
律
関
係
が
、
授
権
者
と
代
理
人
の
間
に
存
す
る
場
合
に

4. 3. 9i 
が
生
じ
な
い
限
り
、
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

1. (1) 

第
二
草
案
に
つ
い
て

(10) 



t
i
m
m
u
n
g
)
に
関
す
る
規
定
を
適
用
す
る
。

第
三
者
の
事
務
を
代
理
権
行
使
の
目
的
と
す
る
法
律
関
係
が
、
授
権
者
、
代
理
人
お
よ
び
第
一
一
．
者
と
の
間
に
存
す
る
と
き
は
、
代
理

権
は
、
第
ニ
一
者
の
追
認
(
G
e
n
e
h
m
i
g
u
n
g
)
に
よ
っ
て
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

5i 

委
任
者
の
法
律
行
為
に
よ
っ
て
授
与
さ
れ
た
代
理
の
た
め
の
授
権
（
代
理
権
）

は
、
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
撤
回
権
は
、
放

芽
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
委
任
の
消
減
に
関
す
る
規
定
は
、
代
理
権
の
消
減
の
場
合
に
も
適
用
す
ろ
。

代
理
権
が
代
理
人
も
し
く
は
代
理
人
の
相
手
方
と
な
る
第
三
者
の
固
有
の
事
務
を
目
的
と
し
て
授
与
さ
れ
た
と
ぎ
ぱ
、

(
3
)
 

提
案

5
が
退
け
ら
れ
、
委
員
会
は
、
提
案
1
を
採
用
し
た
。
た
だ
し
、
編
纂
委
員
会
は
、
授
権
者
と
第
三
者
と
の
法
律
関
係
も
ま
た
、

「
代
理
権
の
授
与
の
基
礎
と
な
る
法
律
関
係
」
に
甚
づ
い
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
適
切
な
見
解
の
下
に
、
法
文
を
草
し
た
。

代
理
権
の
自
由
な
撤
回
性
の
原
則
は
、
代
理
権
が
も
っ
ば
ら
授
権
者
の
利
益
の
た
め
に
行
な
わ
れ
る
と
い
う
原
則
的
な
場
合
に
妥
当
す

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
撤
回
で
き
な
い
代
理
を
認
め
る
必
要
が
あ
る
別
の
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
、

A
が
A
に
帰
属
す
る
債
権

を
自
己
の
費
用
に
お
い
て
取
り
立
て
る
こ
と
を
授
権
し
、
そ
の
一
部
を
報
酬
(
P
r
a
m
i
e
)
と
し
て
自
己
の
た
め
に
取
得
す
べ
き
意
思
表

(
4
)
 

示
が
あ
っ
た
場
合
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
使
用
賃
貸
借
料
や
川
益
賃
貸
借
料
を
取
り
立
て
、
抵
当
債
務
(
H
y
p
o
t
h
e
k
e
n
z
i
n
s
e
n
)
を
清
算

す
べ
ぎ
こ
と
を
土
地
の
所
有
権
者
か
ら
抵
当
債
権
者
に
授
権
さ
れ
た
よ
う
な
場
合
も
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
代
理
権
の
撤
回
の
可
否
は
、

同
意
(
E
i
n
w
i
l
l
i
g
u
n
g
)
と
代
理
権
の
間
の
近
似
性
を
も
顧
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
白
地
引

受
(
B
l
a
n
k
o
a
c
c
e
p
t
)
の
場
合
は
、
引
受
人
の
法
律
関
係
か
ら
受
取
人
に
生
し
た
債
務
額
を
補
充
す
る
こ
と
を
授
権
す
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
白
地
引
受
の
振
出
は
、
本
質
的
に
は
、
引
受
人
の
撤
回
を
排
斥
す
る
同
怠
と
し
て
手
形
関
係
上
み
ら
れ
て
い
る
。

八
〇

同
邸

(
NUS・ 



ド
イ
ツ
に
お
け
る
撤
回
で
き
な
い
代
理

ノ＼

第
二
草
案
の
当
該
規
定
は
、
正
し
く
取
引
の
必
要

以
上
、
代
理
権
の
自
由
な
撤
回
の
原
則
に
つ
い
て
の
変
更
を
あ
る
一
定
の
場
合
の
た
め
に
行
な
う
べ
き
拒
み
が
た
い
必
要
性
が
存
す
る

場
合
は
、
こ
の
必
要
性
を
、
個
別
的
に
考
慮
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
特
別
規
定
の
例
外
と
し
て
考
え
る
べ
き
か
、
あ
る
い
は
、
第
一
―
九

条
第
一
項
第
二
項
に
あ
げ
た
原
則
の
一
般
的
変
更
と
し
て
考
え
る
べ
き
か
、
が
問
題
と
な
り
う
る
。
考
慮
さ
る
べ
き
諸
関
係
の
多
様
性
を

考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
問
題
は
、
後
者
の
意
味
す
な
わ
ち
代
理
権
は
常
に
撤
回
で
き
る
と
い
う
原
則
が
変
更
さ
れ
る
と
解
さ
る
べ
き
で
あ

り
、
か
つ
、
第
一
草
案
の
絶
対
的
規
定
に
代
わ
り
、
代
理
権
は
、
基
礎
的
法
律
関
係
か
ら
別
段
の
結
果
が
生
じ
な
い
限
り
、
撤
回
す
る
こ

と
が
で
き
る
、

と
い
う
内
容
の
相
対
的
規
定
に
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
基
礎
的
法
律
関
係
は
、
如
何
な
る
範
囲
ま
で
、
代
理
権

の
撤
回
に
関
す
る
放
棄
が
有
効
で
あ
る
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
基
準
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
撤
回
の
放
棄
の
範
囲
に
関
す
る
判
断

(
5
)
 

は
、
そ
の
基
礎
的
法
律
関
係
自
体
か
ら
生
ず
る
の
で
あ
り
、
特
別
の
合
意
を
必
要
と
し
な
い
の
で
あ
る
。

(

6

)

 

D
e
n
k
s
c
h
r
i
f
t
に
お
い
て
も
、
右
の

Protokolle
の
説
明
と
同
じ
よ
う
な
説
明
が
さ
れ
て
い
る
。

代
理
権
の
消
滅
は
、
普
通
そ
の
授
与
の
基
礎
と
な
る
法
律
関
係
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
そ
れ
故
、
代
理
権
は
、
通
常
基
礎
的
法
律
関
係
の

終
了
と
と
も
に
消
滅
す
る
。
し
か
し
、
授
権
者
は
、
こ
の
存
続
中
で
あ
っ
て
も
原
則
に
従
い
、
撤
回
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
代
理
権
を
消
滅

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
撤
回
性
は
、
代
理
権
が
単
に
授
権
者
の
利
益
に
お
い
て
授
与
さ
れ
る
通
常
の
場
合
は
、
代
理
権
の
性
質
に

従
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
実
際
上
は
、
代
理
権
授
与
行
為
が
代
理
人

(
B
e
v
o
l
l
m
a
c
h
t
i
g
t
e
n
)

場
合
に
撤
回
で
き
な
い
代
理
を
認
め
る
必
要
性
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
土
地
の
所
有
者
が
抵
当
債
権
者
に

賃
貸
料
の
取
立
て
や
抵
当
債
務

(
H
y
p
o
t
h
e
k
e
n
z
i
n
s
e
n
)
の
清
算
を
授
権
し
た
場
合
、
も
し
く
は
、
第
一
―
七
二
条
に
よ
る
所
持
人
払
式

の
抵
当
債
務
証
書
を
発
行
す
る
際
に
代
理
人
が
選
任
さ
れ
た
場
合
が
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
が
少
な
く
な
い
こ
と
、

代
理
権
と
同
意

(Einwilligung)
と
は
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、

(2) 

や
第
三
者
の
利
益
の
た
め
に
行
な
わ
れ
る

お
よ
び
、
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し
か
し
、
後
に
は
、
単
な
る
手
数
料
や
報
酬
は
、
利
益
に
あ
た
ら
な
い
と
さ
れ
る
。

Protokolle, 
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S
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て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

第
二
草
案
は
、
代
理
の
不
撤
回
性
を
規
定
し
た
。
第
一
草
案
に
対
す
る
批
判
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
前
に
も
若
干
触
れ
た
よ

う
に
、
第
二
草
案
が
基
礎
的
法
律
関
係
か
ら
別
段
の
結
果
を
生
じ
な
い
限
り
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
こ
と
に
は
、
種
々
の
意
味

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
草
案
は
、
代
理
権
は
原
則
と
し
て
撤
回
で
蓉
る
、
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
原
則
的
な

場
合
と
し
て
起
草
者
が
意
図
し
た
の
は
、
も
っ
ば
ら
授
権
者
に
代
理
権
授
与
に
よ
る
利
益
が
帰
属
す
る
場
合
で
あ
り
、
こ
れ
を
前
提
と
し

た
規
定
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
経
済
取
引
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
も
し
、
現
在
の
実
態
が
逆
な
ら
ば
、
当
該
条

文
に
お
け
る
原
則
と
例
外
も
入
れ
代
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
学
説
・
判
例
と
も
、
そ
こ
ま
で
踏
み
切
る
の
に
は

抵
抗
を
感
ず
る
よ
う
で
あ
る
。
以
後
に
お
い
て
も
、
学
説
・
判
例
は
、
代
理
人
の
利
益
を
保
護
す
べ
き
と
し
な
が
ら
も
、
少
し
ず
つ
揺
れ

③

ま

と

め

原
則
に
関
す
る
例
外
を
認
め
た
の
で
あ
る
。

性
と
い
う
こ
と
か
ら
要
求
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
草
案
は
、
代
理
権
が
基
礎
的
法
律
関
係
か
ら
生
ず
る
限
り
に
お
い
て
、
撤
回
性
の

に
よ
る
（
以
下
略
）
。

八



理
権
を
認
め
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
学
説
で
は
、
撤
回
で
き
な
い
代
理
を
法
律
上
認
め
る
こ
と
に
疑
問
を
呈
示
す
る
も
の
が
あ
る
。

L
e
n
e
!
 

(

1

)

 

L
e
n
e
l
は
、
こ
の
法
律
に
よ
る
解
決
を
非
現
実
的

(
u
n
s
a
c
h
g
e
m
a
B
)
な
も
の
と
き
め
つ
け
た
。
彼
の
見
解
に
よ
る
と
、
不
撤
回
性
に

つ
い
て
の
合
意
が
な
さ
れ
た
場
合
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
。
利
害
の
あ
る
第
三
者
が
代
理
権
表
示
の
名
宛
人
と
み
ら
れ
る

の
で
、
不
撤
回
性
に
つ
い
て
の
合
意
は
、
代
理
権
授
与
者
と
第
三
者
の
み
で
直
接
の
効
力
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
合

意
の
妥
当
性
は
、
本
人
と
代
理
人
と
の
間
の
法
律
関
係
の
性
質
に
よ
っ
て
定
ま
る
の
で
は
な
く
、
契
約
に
関
す
る
一
般
的
妥
当
必
要
性
に

よ
っ
て
定
ま
る
、
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
合
意
を
認
め
る
か
ど
う
か
は
、
具
体
的
な
法
律
上
お
よ
び
事
実
上
の
状
況
に
よ
っ
て

(

2

)

 

定
ま
る
と
い
う
。

L
e
n
e
l
は
、
本
人
と
代
理
人
の
不
撤
回
合
意
に
反
対
す
る
。
法
律
上
の
文
言
に
よ
る
と
、
原
因
関
係
が
、
そ
の
利
益
状
態
に
従
っ
て
撤

回
を
認
め
る
べ
ぎ
か
、
あ
る
い
は
排
斥
す
べ
き
か
ど
う
か
の
基
準
と
な
る
。
不
撤
回
条
項

(Unwiderruflichkeitsklausel)
は
、
本
人

(

3

)

 

と
代
理
人
と
の
間
で
効
力
を
有
す
る
。
第
三
者
に
対
し
て
表
示
さ
れ
た
撤
回
は
有
効
で
あ
り
、
代
理
権
は
消
滅
す
る
。
撤
回
の
放
棄
は
、

（ア） (1) 

ド
イ
ツ
に
お
け
る
撤
回
で
き
な
い
代
理

第
三
節

B
G
B
成
吃
後

撤
回
の
可
否
と
放
棄

民
法
典
施
行
後
の
判
例
は
、

ノ＼

B
G
B
第
一
六
八
条
第
二
文
の
規
定
に
異
論
を
示
さ
ず
、
多
く
の
判
決
に
お
い
て
撤
回
で
き
な
い
代



さ
れ
る
ま
で
は
存
続
す
る
、

I
s
a
y
は、

不
撤
回
性
を
根
拠
づ
け
よ
う
と
す
る
が
、

（ウ）

I
s
a
y
 

H
e
l
l
w
i
g
は、

L
e
n
e
l
と
な
ら
び

B
G
B
第
一
六
八
条
第
二
文
を
批
判
す
る
。
彼
に
よ
る
と
、
第
一
六
八
条
の
解
釈
の
根
拠
は
、
指
図

は
絶
対
的
に
撤
回
し
う
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
旨
を
規
定
し
て
い
る
第
七
九

0
条
に
あ
る
と
い
う
。
従
っ
て
、
代
理
権
は
、
制
定
法
が
規

定
し
て
い
る
場
合
に
の
み
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
代
理
権
の
不
撤
回
性
は
、
第
三
者
と
の
合
意
に
よ
っ
て
の
み
生
ず
る
、

(
7
)
 

ぅ
と
、
本
人
が
代
理
人
に
代
理
権
証
書
を
交
付
し
、
代
理
人
が
こ
れ
を
第
三
者
に
口
羊
示
し
た
と
き
は
、
代
理
人
は
第
三
者
に
対
し
て
授
権
さ

れ
た
も
の
と
み
な
す
、

①
 
H
e
l
l
w
i
g
 

゜
う
ヽ

と
し

撒
回
で
き
な
い
場
合
で
あ
る
こ
と
や
、
そ
れ
故
に
第
三
者
に
対
し
て
も
効
力
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
根
拠
を
示
し
て
い
な

(

6

)

 
、o

と
い
う
。
同
第
二
項
に
よ
る
と
、
代
理
権
は
、
証
書
が
授
権
者
に
返
還
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
、
無
効
の
宣
言
を

I
s
a
y
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
、

(
8
)
 

そ
の
出
発
点
を

B
G
B
第
一
七
二
条
に
求
め
る
。

こ
の
見
解
に
最
初
に
反
対
し
た
の
は
、

H
u
p
k
a
で
あ
る
。

こ
の
規
定
の
第
一
項
に
よ
る

B
G
B
第
一
七
六
条
第
一
項
の
公
示
に
よ
る
無
効
宣
言
は
、

し
か
し
、

と
不
撤

彼
は
、
基
礎
的
関
係
に
よ
る
不
撤
回
性
が
文
言
の
意
味
か
ら
も

、
、
、
、
、
、

授
権
者
に
単
に
代
理
権
を
撤
回
し
な
い
と
い
う
債
権
的
な
義
務

(obligatorische
V
 erpflichtung)
を
生
じ
さ
せ
に
す
ぎ
な
い
。
授
権

者
が
こ
の
義
務
を
破
っ
た
場
合
に
は
、
代
理
人
は
損
害
賠
償
を
訴
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
、
授
権
者
に
新
た
な
代
理
権
を
請
求

(
4
)
 

す
る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
。

(
5
)
 

こ
の

L
e
n
e
l
の
見
解
は
、

E
n
d
e
m
a
n
n
や

K
i
p
p
の
見
解
と
一
致
す
る
。

八
四



ド
イ
ツ
に
お
け
る
撤
回
で
き
な
い
代
理

注

(
1
)

(
2
)
 

m
m
u
n
g
s
r
e
c
h
t
s
)

の
承
認
を
基
礎
と
す
る
、

S
c
h
l
o
s
s
m
a
n
n

は

（ヱ）
回
性
が
単
に
本
人
と
代
理
人
と
の
間
で
有
効
に
合
意
さ
れ
た
場
合
も
、
妨
げ
ら
れ
な
い
、

反
対
の
定
め
を
有
す
る
。

対
し
て
も
効
力
を
有
す
る
、
と
い
う

L
e
n
e
!

の
見
解
が
導
か
れ
る
、

そ
し
て
、

B
G
B
第
一
七
二
条
と
関
連
す
る
こ
の
規
定
か
ら
、
不
撒

lul
性
は
、
そ
の
基
礎
た
る
法
律
関
係
か
ら
生
ず
る
限
り
、
第
三
者
に

と
い
う
。

S
c
h
l
o
s
s
m
a
n
n
 

s
o
n
a
m
)
効
力
も
、

す
な
わ
ち
、

八
五

ま
た
、
人
に
対
す
る

(in
p
e
r
-

と
い
う
。

さ
ら
に
、

法
的
規

゜
う
ヽ

と
し

従
っ
て
、

代
理
人

と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
一
七
六
条
等
は

「
無
効
宣
言
ほ
、
授
権
者
が
代
哩
権
を
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
ぎ
ぱ
無
効
と
す
る
」
と
。

rlO) 

撤
回
し
え
な
い
代
理
権
の
可
能
な
こ
と
に
反
対
す
る
。
彼
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
代
理
人
が
本
人
の
利
益
に
お
い

て
行
為
す
る
場
合
に
の
み
代
理

(
V
e
r
t
r
e
t
u
n
g
)
と
か
代
理
権

(
V
o
l
l
m
a
c
h
t
)
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
、

が
本
人
の
債
務
を
取
り
立
て
た
り
、
本
人
の
物
を
売
却
し
て
そ
の
代
金
を
自
分
の
た
め
に
保
持
す
る
と
き
に
は
、
そ
れ
は
虚
偽
の
代
狸
権

授
与

(
s
i
m
m
u
l
i
e
r
t
e
V
o
l
l
m
a
c
h
t
)

で
あ
り
、
真
に
意
欲
さ
れ
た
法
律
行
為
は
常
に
偵
権
譲
渡
で
あ
る
、

定
を
与
え
ら
れ
た
撤
回
権
の
放
棄
に
つ
い
て
も
反
対
す
る
。

S
c
h
l
o
s
s
m
a
n
n
は
、
撤
回
性
は
人
格
の
自
由
な
自
己
決
定
権

(Selbstbesti
,
 

C11) 

と
い
う
。
こ
こ
か
ら
強
行
法
規
を
問
題
と
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
偏
っ
た
当
事
者
間
の
合
意

を
排
斥
で
ぎ
る
と
し
、
撤
回
の
放
棄
は
財
産
に
対
し
て

(in
r
e
m
)
効
力
を
有
し
え
な
い
と
理
解
す
る
。

撤
回
を
行
使
し
な
い
と
い
う
義
務
は
強
制
で
き
な
い
の
で
、
考
え
ら
れ
な
い
。

N
P
o第
八
九

0
条
に
よ
る
と
、
こ

(12) 

の
不
作
為
の
強
制
は
、
不
作
為
義
務

(
Un
t
e
r
l
a
s
s
u
n
g
s
p
f
l
i
c
h
t
)
に
対
す
る
追
反
行
為
が
あ
っ
た
こ
と
を
前
提
と
す
る
、
と
い
う
。
以
上

の
よ
う
な
理
由
か
ら
、

S
c
h
l
o
s
s
m
a
n
n
は
、
不
撤
回
性
を
否
定
し
た
。

Lenel, 
Stellvertretung u
n
d
 V
o
l
l
m
a
c
h
t
,
 J
h
e
r
i
n
g
s
 J. 
Bd. 3
6
,
 
S. 
3
4
 ff. 

Lene!, 
a. a. 0. `

 
s. 
3
5
.
 



(C')) Lene!, a. a. 0., S. 38. 

(..;,) Lenel, a. a. 0., S. 40. 

<1( 

(ll':>) Endemann, Lehrbuch des Burger lichen Rechts, 1898, S. 352 ; Windscheid-Kipp, Lehrbuch des Pandekten-

rechts, Bd. 1, 2 Auf., 1900, S. 308. 

('°) Hupka, Die Vollmacht, 1900, S. 411. 

(t-) Hellwig, Die Vertrage auf Leistung an Dritte, 1899, S. 97. 

(c;:;,) Isay, Die Geschiiftsfilhrung nach dem B廿rgerlichenGesetzbuche fur das Deutsch Reich, 1900, S. 218 ff. 

(o,) Isay, a. a. 0., S. 219. 

ぼ） Schlossmann, Die Lehre von der Stellvertretung, Ed. II, 1902, S. 598 ff. :f£ 斗芸哉「鋸匡ふ沼ど勾謳社項環

~0:,..\---'」訳愕垢釦臨〇恕 1 il栢11く嵐゚

(;::::) Schlossmann, a.a.O., S. 599. 

(~) Schlossmann, a. a. 0., S. 601. 
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ド
イ
ツ
に
お
け
る
撤
回
で
き
な
い
代
理

さ
ら
に
、

え
な
い
任
意
代
理
権
の
是
認
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
の
は
指
図
(
A
n
w
e
i
s
u
n
g
)

八
七

こ
の
場
合
の
利
益
I
n
t
e
r
e
s
s
e

は
任
意
代
理
で
な
い
し
、
そ
し
て
、

他
方
、
約
h
l
o
s
s
m
a
n
n
に
対
し
て
は
、
彼
が
、
代
理
人
が
本
人
の
利
益
に
お
い
て
行
為
す
る
場

第
七
九

0
条
か
ら
は
、
そ
の
他
の
場
合
に
は
剥
奪
し
え
な
い
任
意
代
理
が
制
定
法
に
よ
っ
て
許
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
反
対
の
結
論
が
引

(

2

)

 

き
出
せ
る
か
ら
で
あ
る
、
」
、

合
に
の
み
代
理
(
V
e
r
t
r
e
t
u
n
g
)
と
か
任
意
代
理
権
(
V
o
l
l
m
a
c
h
t
)
と
か
言
う
こ
と
が
で
き
、
任
意
代
理
人
が
本
人
の
債
務
を
取
り
立

て
た
り
、
本
人
の
物
を
売
却
し
て
そ
の
代
金
を
自
分
の
た
め
に
保
持
す
る
と
き
に
は
、
そ
れ
は
虚
偽
の
任
意
代
理
権
(
s
i
m
u
l
i
e
r
t
e

分

3
)

V
o
l
l
m
a
c
h
t
)
の
授
与
で
あ
り
、
真
に
意
欲
さ
れ
た
法
律
行
為
は
常
に
債
権
譲
渡
で
あ
る
、
と
述
べ
る
の
に
対
し
て
、
T
u
h
r
は
、
「
代
理

権
の
概
念
に
と
っ
て
決
定
的
な
も
の
は
本
人
に
代
わ
っ
て
行
為
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
本
人
の
利
益
に
お
い
て
授
与
さ
れ
よ
う
が
、
あ

る
い
は
場
合
に
よ
っ
て
代
理
人
の
利
益
に
よ
っ
て
授
与
さ
れ
よ
う
が
代
理
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

A
が

X
に

対
し
て
有
し
て
い
る
金
銭
債
権
を

B
に
出
捐
し
よ
う
と
欲
す
る
な
ら
ば

A
は
そ
の
債
権
を

B
に
譲
渡
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、

取
立
代
理
権
を
授
与
す
る
こ
と
も
で
ぎ
る
の
で
あ
っ
て
、

(
4
)
 

と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
と
し
て
批
判
す
る
。

A
は
B
に

シ
ュ
ロ
ー
ス
マ
ン
の
よ
う
に
取
立
代
理
権
の
授
与
を
つ
ね
に
虚
偽
表
示
で
あ
る

さ
ら
に
、
T
u
h
r
は
、
民
法
典
は
撤
回
で
き
な
い
代
理
の
要
件
や
効
力
に
関
す
る
類
似
規
定
を
有
し
な
い
の
で
、
実
定
法
上
の
原
理
と
調

和
す
る
撤
回
で
き
な
い
代
理
の
法
的
構
成
を
行
な
う
こ
と
は
、
結
局
学
説
や
実
務
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
、
撤
回
で
き
な
い
代
理
の

(
5
)
 

要
件
(
E
r
f
o
r
d
e
r
n
i
s
s
e
)
を
あ
げ
る
。

m正
基
礎
的
法
律
関
係
が
存
立
す
る
こ
と
。
撤
回
の
放
棄
は
、
撤
回
を
放
棄
す
る
と
の
本
人
の
意
思

の
み
で
は
不
充
分
で
あ
り
、
代
理
権
の
目
的
か
ら
放
棄
が
正
当
づ
け
ら
れ
る
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
代
理
人
が
単
に

本
人
の
利
益
だ
け
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
、
同
時
に
自
己
の
利
益
を
目
的
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
も
っ
ば
ら
自
己
の
利
益
も
し
く

は
第
三
者
の
利
益
を
目
的
と
す
る
場
合
に
は
、
撤
回
の
放
棄
は
正
当
づ
け
ら
れ
る
、

と
述
べ
、

。
う
ヽ

と
し



（イ）
は
後
に
譲
る
。

一
六
八
条
の

に
つ
い
て
も
触
れ
る
が
、
そ
れ
は
後
に
譲
る
こ
と
に
し
て
、

T
u
h
r
は
、
こ
の
基
礎
的
法
律
関
係
の
中
に
、

shalber)
に
代
理
権
が
授
与
さ
れ
る
場
合
、
⑥
担
保
の
た
め

(
d
e
c
k
u
n
g
s
h
a
l
b
e
r
)
に
代
理
権
が
授
与
さ
れ
る
場
合
、
⑥
消
費
貸
借
の
対

価
と
し
て
の
収
得
金

(Erlos)
を
得
さ
せ
る
た
め
に
権
利
の
処
分
権
を
授
与
す
る
場
合
、
④
形
式
を
整
え
ず
に
行
な
わ
れ
る
贈
与
の
場
合

(
6
)
 

が
あ
る
、
と
す
る
。
基
礎
的
法
律
関
係
の
右
分
類
は
、
後
に

L
u
d
e
w
i
g
 
や

V
o
g
t

に
お
い
て
も
詳
細
に
論
じ
ら
れ
る
が
、
民
法
典
第

,,nach 
d
e
m
 ihrer 
E
r
t
e
i
l
u
n
g
 z
u
g
r
u
n
d
e
 l
i
e
g
e
n
d
e
n
 R
e
c
h
t
s
v
e
r
h
a
l
t
n
i
s
s
e
"
 

請
す
る
場
合
に
重
大
な
意
義
を
有
す
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
は
権
利
担
保
的
祝
点
と
も
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

T
u
h
r
は
、
そ
の
他
に
要

件
と
し
て
、
⑩
内
容
の
無
制
限
な
撤
回
で
き
な
い
代
理
は
誌
め
ら
れ
な
い
、
と
し
て
一
定
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
（
撤
回
で
き
な
い
場
合

(
7
)

、
~

の
範
囲
）
、
出
当
事
者
間
に
撤
回
で
き
な
い
法
律
関
係
が
存
在
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
本
人
が
撤
回
で
き
な
い
場
合
で
あ
る
こ
と
を
怠
図

(
8
)

、/C
9

)

し
た
こ
と
（
撤
回
権
の
放
棄
）
、
面
撤
回
権
の
放
棄
が
表
示
さ
れ
た
こ
と
（
放
棄
の
表
示
）
、
団
基
礎
的
法
律
関
係
が
消
滅
し
て
い
な
い
こ

(10) 

と
（
不
撒
回
性
の
終
了
）
を
あ
げ
て
い
る
。

ま
た
、
適
用
事
例
と
し
て
、
①
権
利
の
取
得
、
⑯
債
務
負
担
、
⑮
処
分
、
的
物
権
的
請
求
権
を
行
使
す
る
代
理
、

5
白
地
行
為
に
分

け
、
特
に
価
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
目
的
物
ご
と
に
不
動
産
・
動
産
・
債
権
・
有
価
証
券
の
処
分
に
つ
き
撤
阿
で
き
な
い
代
理
権
が
授
与

(11) 

さ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
権
利
担
保
的
視
点
か
ら
は
、
特
に
伍
椛
や
有
価
証
券
が
目
的
と
さ
れ
る
場
合
が
重
要
で
あ
る
が
、
詳
細

H
a
l
l
b
a
u
e
r
 

(12)

、
、
、
、

H
a
l
l
b
a
u
e
r
ほ
、
撤
回
で
き
な
い
代
理
権
が
担
保
手
段

(Sicherungsmittel)

の
問
題
を
と
り
あ
げ
る
。
そ
の
例
と
し
て
、

A
は、

R
支
払
の
た
め

(
N
a
h
l
u
n
g
 ,
 

を
、
解
釈
論
と
し
て
具
体
的
に
検

と
し
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

B
に
五
千
マ
ル
ク
の
債
務
を
負
い
、
同
時
に

C
に
対
し
弁
済
期
が
半
年
後
の
五
千
マ

＼、＼、
J

J

 

正
面
か
ら
こ



ド
イ
ツ
に
お
け
る
撤
回
で
き
な
い
代
理

ル
ク
の
債
権
を
有
し
、

る
。
そ
し
て
、

B
r
o
d
m
a
n
n
 

C
か
ら
こ
の
五
千
マ
ル
ク
を
取
り
立
て
る
た
め
の
撤
回
で
き
な
い
代
理
権
を

B
に
対
し
て
授
与
す
る
場
合
を
あ
げ

B
は
こ
の
よ
う
な
方
法
で
、
自
己
の
債
権
に
関
し
担
保
（
Sicherstellung)
を
保
持
す
る
こ
と
に
な
る
、

G
B
第
一
六
八
条
に
お
け
る
代
理
権
授
与
行
為
の
基
礎
的
法
律
関
係
か
ら
反
対
の
結
果
が
生
す
る
例
外
的
場
合
で
あ
り
、
代
理
権
が
代
理

権
授
与
者
の
債
権
者
に
担
保
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
条
文
が
撤
回
で
き
な
い
代
理
を
認
め
る
べ
き
根
拠
に
な
る
、

う
。
そ
し
て
、
そ
の
不
撤
回
性
は
、
担
保
の
目
的
に
甚
づ
き
、
被
担
保
債
権
が
消
減
し
な
い
限
り
存
続
す
る
、
と
い
う
。

て
意
思
を
確
定
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
。
債
権
法
で
は
、
確
定
し
も
し
く
は
確
定
し
う
る
内
容
で
の
み
笑
約
が
成
立
す
る
と
い
う
法

原
則
が
あ
る
。
包
括
代
理
権

(Generalvollmacht)
も
し
く
は
支
配
権

(Prokura)
の
代
理
潅
は
、
債
権
法
上
同
時
に
確
定
し
え
な

部
の
禁
治
産
を
本
人
に
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
、

い
種
々
の
、
交
錯
し
、
矛
盾
す
る
法
律
行
為
を
包
含
す
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
か
ら
、
撤
回
の
放
棄
は
偵
権
契
約
に
よ
る
全
部
も
し
く
は
一

(13) 

と
い
う
。

⑭
 
J
u
n
g
 

(14) 

J
u
n
g
も
B
G
B
第
一
六
八
条
第
二
文
を
批
判
す
る
。

で
き
る
の
で
あ
る
。
撤
回
権
の
放
乗
は
、

係
と
の
混
同
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
外
部
に
対
し
て
は
任
意
代
理
権
は
常
に
有
効
に
撤
回
す
る
こ
と
が

(15) 

レ
ー
ネ
ル
が
正
当
に
い
う
よ
う
に
債
権
的
効
力
を
も
つ
だ
け
で
あ
る
。
」

し
か
し
、
こ
の
見
解
に
つ
い
て
は
、

B
r
o
d
m
a
n
n
は、

（ウ）

す
な
わ
ち
、

Gottschalk
が
反
論
す
る
よ
う
に
、

八
九

的
に
は
問
題
に
な
ら
な
い
。

J
u
n
g
が
、
撤
回
で
き
な
い
代
理
が
本
人
の
意
思
に
反
す
る
と
い
う
こ
と
を
代
埋
人
が
知
っ
て
い
る
こ
と
に

B
G
B
第
一
六
八
条
第
二
文
を
批
判
す
る
。

も
し
、
撤
回
の
放
棄
が
有
効
で
あ
る
な
ら
ば
、
撒
回
は
法

「
こ
の
規
定
を
詳
細
に
吟
味
す
る
な
ら
は

彼
に
よ
る
と
、

撤
回
の
放
棄
の
よ
う
な
場
合
に
は
債
権
契
約
に
よ
っ

と
い
う
。

Bヽ

と
し

内
部
関
係
と
外
部
関
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ド
イ
ツ
に
お
け
る
撤
回
で
き
な
い
代
理

権
が
担
保
目
的
の
た
め
に
信
託
譲
渡

代
理
の
目
的
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
に
、

九

の
行
使
の
た
め
の
授
権
が
こ
れ
に
あ
た

本
人
が
あ
る
事
情
で
自
己
の

人
格
を
相
手
方
に
知
ら
れ
る
こ
と
を
欲
し
な
い
で
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
代
理
に
代
わ
り
授
権
が
用
い
ら
れ
る
。
⑩

者
へ
の
出
捐
(
Z
u
w
e
n
d
u
n
g
)
の
仲
介

(
Vermittlung)
と
し
て
役
立
ち
、

血
授
権
は
管
理
目
的

(
V
e
r
w
a
l
t
u
n
g
s
z
w
e
c
k
e
n
)

に
用
い
ら
れ
る
。
R
こ
の
よ
う
な
場
合
と
し
て
包
括
的
あ
る
い
は
無
制
限
な
財
産

管
理
が
あ
り
、
そ
の
と
き
は
、
財
産
の
所
有
者
は
外
部
的
に
自
己
の
名
に
お
い
て
行
為
す
る
必
要
が
な
く
な
る
。
ま
た
、
R
営
業
上
の
債

と
し
て
構
成
さ
れ
る
。
①

(7) 

目
的
類
型
と
保
護
利
益

(fiduziarische 
O
b
e
r
e
i
g
n
u
n
g
)
 
さ
れ
る
の
に
代
わ
っ
て
、

す
る
た
め
に
授
権
を
す
る
湯
合
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
⑥
銀
行
が
顧
客
か
ら
株
式
の
寄
託
を
う
け
、
株
主
総
会
に
お
い
て
直
接
自
己
の
名
に

お
い
て
議
決
権

(
S
t
i
m
m
r
e
c
h
t
)
を
行
使
す
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
。
佃
譲
渡
担
保

(
S
i
c
h
e
r
u
n
g
s
i
l
b
e
r
e
i
g
n
u
n
g
)
お
よ
び
そ
の
他

の
信
託
的
行
為
は
、
経
済
的
危
険
や
法
的
矛
盾
を
意
識
さ
れ
な
が
ら
も
、
撤
回
で
き
な
い
譲
渡
授
権
(
V
e
r
a
u
B
e
r
u
n
g
s
e
r
m
a
c
h
t
i
g

g
 
g) 

被
授
権
者
に
信
用
を
得
さ
せ
る
こ
と
に
役
立
つ
。

A
は
B
に、

A
の
物
ま
た
は
権
利
を
自
己
の
名
に
お
い
て

担
保
を
設
定
す
る
こ
と
を
許
し
、
そ
れ
に
よ
り

B
は
信
用
を
得
て
借
金
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
団

用
で
あ
る
。
例
え
ば
、
土
地
登
記
簿
更
正
請
求
権

(
G
r
u
n
d
b
u
c
h
b
e
r
i
c
h
t
i
g
u
n
g
s
a
n
s
p
r
u
c
h
)

同
様
の
目
的
で
そ
の
債
権
を
管
理

特
に
権
利
の
行
使
に
お
い
て
最
も
有

一
定
目
的
の
出
捐
の
仲
介
は
寄
付
の
募
集
に
用
い
ら
れ
る
。

授
権
は
第
一

こ
の
時
期
に
な
る
と
判
例
・
学
説
と
も
代
理
権
に
撤
回
で
き
な
い
場
合
の
あ
る
こ
と
を
認
め
る
。

T
u
h
r
に
お
い
て
も
撤
回
で
き
な
い

よ
り
具
体
化
す
る
と
と
も
に
、
保
護
利
益
も
次
第
に
明
確
に
な
っ
て
い
く
。

L
u
d
e
w
i
g
 

(
1
)
 

L
u
d
e
w
i
g
は
、
授
権

(
E
r
m
a
c
h
t
i
g
u
n
g
)
が
行
な
わ
れ
る
経
済
的
な
目
的
を
次
の
よ
う
に
あ
げ
る
。
①



H
i
l
d
e
r
s
c
h
e
i
d
 

(
4
)
 

H
i
l
d
e
r
s
c
h
e
i
d
は
、
撤
回
で
き
な
い
代
理
の
法
的
制
度
は
公
証
人

(
N
o
t
a
r
)

よ
る
不
撤
回
性
と
に
分
け
、
①
に
つ
い
て
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
判
決
に
従
い
、
⑧
基
礎
的
関
係
に
よ
っ
て
不
撒
回
性
が
田
当
化
さ
れ
る
場

合
、
⑯
不
撤
回
性
が
明
示
も
し
く
は
黙
示
に
意
思
表
示
さ
れ
た
場
合
、
⑥
不
撤
回
性
に
つ
い
て
代
理
人
も
し
く
は
第
三
者
の
同
怠

(
Z
u
s
、

t
i
m
m
u
n
g
)
が
あ
っ
た
場
合
に
分
け
ら
れ
る
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
は
目
的
類
型
に
主
眼
が
お
か
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は

B
G
B
第
一
六

八
条
か
ら
如
何
に
し
て
不
撤
回
性
の
根
拠
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
粘
理
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

(
5
)
 

ま
た
、
右
の
よ
う
な
不
撤
回
代
理
が
成
立
す
る
法
的
根
拠
の
ほ
か
に
、
そ
れ
が
終

rす
る
場
合
も
示
さ
れ
て
い
る
。
①

と
い
う
。
そ
し
て
、

（イ）
す
な
わ
ち
、

不
撤
回
性
の
根
拠
と
し
て
、
①

授
権
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、

り
、
そ
の
請
求
権
の
譲
渡
が
許
さ
れ
な
い
た
め
の
代
替
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
咋

一
定
の
場
合
に
取
立
目
的
の
た
め
の
授
権
と
煩
似
の
も
の
が
実
際
上
行
な
わ
れ
て
い
る
。

権
利
を
裁
判
上
行
使
す
る
た
め
に
そ
の
よ
う
な

い
わ
ゆ
る
取
立
目
的
の
債
権
譲
渡

(
I
n
k
a
s
s
o
a
b
t
r
e
t
u
n
g
)

が
そ
れ
で
あ
り
、
偵
権
譲
渡
の
形
式
を
と
る
が
、
経
済
的
に

は
、
授
権
者
の
利
益
に
お
け
る
取
立
権
限
の
み
の
授
与

(
E
i
n
z
i
e
h
u
n
g
s
e
r
m
a
c
h
t
i
g
u
n
g
)

と
被
授
権
者
の
利
益
に
お
け
る
信
託
的
譲
渡

と
に
分
け
ら
れ
る
。

h

取
立
権
限
の
み
の
授
与
は
、
特
に
原
簿
登
録
債
権

(
B
u
c
h
f
o
r
d
e
r
u
n
g
e
n
)

の
割
引
の
場
合
に
行
な
わ
れ
る
。

L
u
d
e
w
i
g
は
、
授
権
が
行
な
わ
れ
る
実
際
上
の
目
的
を
以
上
の
よ
う
に
掲
げ
、
そ
れ
ら
の
授
権
の
法
律
上
の
根
拠
、
類
似
の
法
現
象

(
2
)
 

と
の
比
較
お
よ
び
具
体
的
な
適
用
例
を
検
討
す
る
。

L
u
d
e
w
i
g
は
、
⑮
の
場
合
と
団
の
場
合
に
撤
回
で
彦
な
い
と
す
る
と
と
も
に
、
具

体
的
適
用
例
に
つ
い
て
は
、
債
権
の
処
分
に
関
す
る
授
権
の
場
合
に
撤
回
で
き
な
い
と
し
、
こ
の
場
合
は
授
権
が
も
っ
ば
ら
被
授
権
者
の

(
3
)
 

利
益
の
た
め
に
行
な
わ
れ
る
、
と
い
う
。

の
職
務
執
行
に
お
い
て
少
な
か
ら
ぬ
役
割
を
果
た
す
、

授
権

(
B
e
v
o
l
l
m
a
c
h
t
i
g
u
n
g
)
の
場
合
の
不
撤
回
性
と
、
⑮

九
事
後
的
な
放
棄
に

基
礎
的
法
律



ド
イ
ツ
に
お
け
る
撤
回
で
き
な
い
代
理

九

関
係
が
終
了
し
た
と
き
、
⑯

と
き
、
価
撤
回
で
き
な
い
代
理
の
撤
回
が
行
な
わ
れ
た
と
き
、
で
あ
る
。

H
i
l
d
e
r
s
c
h
e
i
d
の
論
文
で
は
特
に
公
証
人
の
職
務
執
行
に

関
し
て
不
撤
回
代
理
の
成
立
お
よ
び
消
滅
の
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
目
的
類
型
と
の
関
係
で
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
け
ら
れ
、

授
権
者
・
代
理
人
も
し
く
は
第
三
者
が
死
亡
し
た
と
き
並
び
に
行
為
能
力
を
喪
失
も
し
く
は
制
限
さ
れ
た

F
i
s
c
h
e
r
 

(
6
)
 

F
i
s
c
h
e
r

は
、
有
限
会
社
に
お
け
る
議
決
権
の
行
使
が
撤
回
で
き
な
い
代
理
権
の
授
与
と
し
て
行
な
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
。
商

法
の
合
名
会
社
や
有
限
会
社
で
は
、
譲
渡

(
A
b
t
r
e
t
u
n
g
)

に
よ
っ
て
社
員
の
営
業
持
分
か
ら
議
決
権
を
分
離
す
る
の
は
許
さ
れ
な
い
。

代
理
人
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
は
、
原
則
と
し
て
可
能
で
あ
る
が
、
第
三
者
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
に
は
多
く
の
疑
問
が
提
起
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
問
題
は
、
有
限
会
社
の
権
利
に
関
す
る
営
業
持
分
の
質
人
れ
の
場
合
に
実
際
上
の
音
心
味
を
持
っ
て
い
る
。
判
例
・
学
説
は
、
質

権
者
が
議
決
権
を
行
使
す
る
の
は
認
め
な
い
が
、
会
社
が
質
権
者
に
議
決
権
の
行
使
を
委
ね
る
こ
と
の
可
能
性
を
肯
定
し
て
い
る
。
ラ
イ

(
7
)
 

ヒ
裁
判
所
も
、
撤
回
で
き
な
い
代
理
に
つ
い
て
の
過
剰
な
迂
路
に
な
ら
な
い
こ
と
を
考
慮
し
な
が
ら
、
こ
の
可
能
性
を
認
め
た
。
こ
の
判

決
の
実
際
上
の
意
義
は
大
き
い
。
質
権
者
に
対
し
て
議
決
権
の
行
使
を
委
ね
る
こ
と
が
可
能
な
ら
ば
、
撤
回
で
き
な
い
代
理
の
場
合
も
同

様
の
効
力
と
意
義
を
有
す
る
の
で
可
能
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
撤
回
で
き
な
い
議
決
権
の
代
理
は
、
代
理
人
が
自
己
の
権
利

を
正
当
に
実
行
す
る
た
め
に
行
な
う
授
権
と
し
て
の
議
決
権
の
譲
渡
す
な
わ
ち
譲
渡
の
方
法
に
よ
る
取
立
授
権

(
E
i
n
z
i
e
h
u
n
g
s
e
r
m
a
,
 

c
h
t
i
g
u
n
g
)
と
実
際
上
区
別
で
き
な
い
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
議
決
権
の
譲
渡
を
禁
止
し
た
意
味
が
失
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、

F
i
s
c
h
e
r

は、

(
8
)
 

撤
回
で
き
な
い
議
決
権
の
代
理
を
認
め
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
と
結
論
づ
け
る
。
但
し
、

F
i
s
c
h
e
r
も
、
撒
回
で
き
る
代
理
と
撤
回
で
き

な
い
代
理
と
は
経
済
的
目
的
が
異
な
る
こ
と
や
、
撤
回
で
き
な
い
代
理
は
、
代
理
人
や
第
三
者
の
利
益
の
た
め
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
、
実

（ウ）
意
義
を
有
す
る
の
か
、
以
下
の
整
理
が
必
要
と
さ
れ
る
。



く
、
代
理
人
も
し
く
は
第
三
者
が
同
意
し
な
い
場
合
に
は
、
彼
の
撤
回
の
表
示
が
絶
対
的
無
効

(absolut
w
i
r
k
u
n
g
s
l
o
s
)
と
な
る
に
す

ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
代
理
人
は
、
本
人
の
撤
回
に
も
か
か
わ
ら
ず
本
人
に
有
効
に
義
務
を
負
わ
せ
、
本
人
の
権
利
を
処
分
す
る
権
限
を
有

す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
撤
回
で
き
な
い
代
理
を
認
め
る
こ
と
は
、
単
な
る
撤
回
で
き
る
代
理
と
は
反
対
に
、
本
人
の
自
己
決
定
権

(11) 

を
制
限
す
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
撤
回
で
き
な
い
代
理
の
許
容
性
に
つ
い
て
は
、
争
い
が
あ
る
。
撤
回
で
き
な
い
代
理
の
許
容
性
に
異
議
を
唱
え
る
者
は
、

(12) 

「
撤
回
の
許
容
性
は
、
内
在
的
な
性
質
と
し
て
代
理
権
の
本
質
に
属
す
る
。
」
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
代
理
権
は
、
本
人
と
代
理
人
の
信
頼

(13] 

関
係
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
代
理
権
が
撤
回
で
き
な
い
も
の
と
し
て
授
与
さ
れ
る
と
ぎ
は
、
本
人
が
、
代
理
権
の
存
続
を
信

頼
関
係
の
継
続
に
か
か
ら
し
め
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
法
制
度
と
し
て
の
代
理
権
の
前
提
を
欠
い
て
い

る
。
逆
に
、
授
権
者
が
代
理
権
を
撤
回
で
き
な
い
も
の
と
し
て
授
与
し
た
と
き
は
、

T
a
t
b
e
s
t
a
n
d
)
を
信
頼
し
た
第
三
者
の
損
害
を
填
補
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
場
合
、
授
権
に
関
し
填
補
さ
る
べ
き
利
益
が
代
理
人

(14) 

も
し
く
は
第
三
者
に
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
「
利
益
」
と
は
、
代
理
権
の
存
続
（
B
e
s
t
e
h
e
n
)

は
、
債
権
的
に
と
ど
ま
ら
ず
物
権
的

(dinglich)
で
あ
る
。

授
権
者
は
、

彼
は
、

に
つ
い
て
代
理
人
が
有
す
る
す

自
分
で
設
定
し
た
他
の
要
件

(aul3erer

当
該
撤
回
に
よ
っ
て
損
害
賠
償
の
義
務
を
負
う
の
で
は
な

M
u
l
l
e
r
 ,
 
Freienfels
は
、
撤
回
で
き
な
い
代
理
を
自
己
決
定
権

(
S
e
l
b
s
t
b
e
s
t
i
m
m
u
n
g
s
r
e
c
h
t
)

が
撤
回
で
き
な
い
も
の
と
し
て
授
与
さ
れ
た
と
き
は
、
本
人
は
、
授
権
を
一
方
的
に
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
代
理
権
の
不
撤
回
性

図

Mi.iller
,
 
Freienfels 

(10) 

の
制
限
と
し
て
捉
え
る
。
代
理
権

際
の
生
活
で
は
債
権
者
の
担
保

(
S
i
c
h
e
r
u
n
g
)
や
満
足

(
B
e
f
r
i
e
d
i
g
u
n
g
)
を
目
的
と
す
る
撤
回
で
き
な
い
取
立
代
理

(
l
n
k
a
s
s
o
v
o
l
l
m
a
,
 

(
9
)
 

cht)
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。

九
四



ド
イ
ツ
に
お
け
る
撤
回
で
き
な
い
代
理

Z
w
e
c
k
e
 d
e
r
 
S
i
c
h
e
r
u
n
g
)
も
行
な
わ
れ
う
る
。

例
え
ば
、

S
は、

九
五

G
か
ら
信
用
を
え
、
こ
れ
に
対
し
て

G
に
X
会
社
の
株
式
に
つ

授
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
る
。
特
に
、

べ
て
の
利
益
を
い
う
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
代
理
権
が
代
理
人
の
利
益
に
お
い
て
授
与
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
る
に
は
、

何
故
な
ら
、

に
手
数
料
（
報
酬
）
請
求
権
の
根
拠
に
向
け
ら
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

い
て
の
担
保
債
権
者
の
取
立
権

(
E
i
n
z
i
e
h
u
n
g
s
r
e
c
h
t
)

手
数
料

(Pro
,
 

そ
の
場
合
の
代
理
人
の
利
益
は
、
権
限
の
行
使
に
向
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
単

極
め
て
実
際
的
な
利
益
は
、
自
益
的
な
撤
回
で
き
な
い
代
理
を
認
め
る
こ
と
に
あ
る
。
古
典
的
な
例
と
し
て
も
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
も
の
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
第
三
者
に
対
し
て
債
権
を
有
し
て
い
る
債
務
者
が
、
自
己
の
債
権
者
に
対
し
て
、
こ
の
債
権
を
取

(
1
5
)
 

り
立
て
、
自
ら
の
債
務
に
充
当
す
る
た
め
に
撤
回
で
き
な
い
も
の
と
し
て
代
理
権
を
授
与
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
債
権
に
つ

や
債
権
の
換
価
を
目
的
と
す
る
強
制
執
行
に
お
け
る
取
立
の
た
め
の
委
付

(16) 

(
-
O
b
e
r
w
e
i
s
u
n
g
 z
u
r
 E
i
n
z
i
e
h
u
n
g
-N
 PO
§
8
3
5
)

と
一
定
の
対
応
関
係
に
あ
る
。

Miiller-Freienfels
の
こ
の
指
摘
に
は
注
目
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
右
の
よ
う
な
撤
回
で
き
な
い
代
理
は
、
債
権
質
権
や
取
立
命
令
の
場
合
と
同
様
の
構
造
を
有
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
代
理
人
の
利
益
に
お
け
る
授
権
の
背
後
に
は
、
債
権
者
へ
債
権
譲
渡
を
行
な
わ
な
い
正
当
な
理
由
が
存
す

る
。
債
権
譲
渡
が
行
な
わ
れ
る
と
、
そ
の
基
礎
と
な
る
債
権
が
他
の
方
法
で
消
滅
し
た
と
き
は
、
譲
渡
人
に
返
還
す
る
の
が
難
し
く
な

る
。
ま
た
、
名
義
書
換
を
避
け
る
こ
と
や
費
用
お
よ
び
税
を
節
約
す
る
こ
と
な
ど
の
便
宜
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
債
権
譲
渡
は
適
切
で
な

い
。
さ
ら
に
、
有
限
会
社
の
議
決
権
の
よ
う
に
譲
渡
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
権
利
の
行
使
の
た
め
に
撤
回
で
き
な
い
代
理
権
を
第
三
者
に

銀
行
実
務
で
は
、
信
用
債
務
者

(
K
r
e
d
i
t
s
c
h
u
l
d
n
e
r
)
の
定
期
金
な
ど
の
よ
う
に
譲

(17) 

渡
で
き
な
い
債
権
の
場
合
に
は
、
撤
回
で
き
な
い
代
理
は
、
債
権
譲
渡
に
代
わ
る
経
済
的
な
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
撤
回
で
き
な
い
代
理
は
、
必
ず
し
も
常
に
債
務
の
消
滅
に
仕
え
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
担
保
の
目
的
の
た
め
に

(
z
u
m

vision)

の
合
意
で
は
十
分
で
な
い
。



き
一
定
額
ま
で
処
分
す
る
と
い
う
撤
回
で
き
な
い
代
理
権
を
担
保
と
し
て
授
与
す
る
場
合
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
債
務
者
が
、
主
た
る
債

務
を
弁
済
期
に
支
払
わ
な
い
場
合
に
、
彼
の
た
め
に
締
結
し
た
保
証
に
対
す
る
担
保
と
し
て
、
保
証
人
に
、
自
己
の
装
身
具
(
S
c
h
m
u
c
k
,
 

s
t
U
c
k
e
)
を
処
分
す
る
た
め
の
撤
回
で
き
な
い
代
理
権
を
授
与
す
る
場
合
が
あ
る
。

る
よ
う
に

P
が
譲
渡
代
理
権

(
O
b
e
r
e
i
g
u
n
g
s
v
o
l
l
m
a
c
ht
)

を
与
え
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、

や
、
代
理
人
の
固
有
の
利
益
は
、
合
意
に
よ
る
撤
回
で
含
な
い
代
理
と
し
て
十
分
な
根
拠
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
他
に
も
撒

同
で
き
な
い
代
理
が
要
当
す
る
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
場
合
の
利
益
も
代
理
人
の
利
益
の
ほ
か
に
、
第
一
ー
一
の
契
約
当
事
者
や
第
四
の

(18] 

契
約
当
拝
者
の
利
益
も
存
し
う
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、

M
u
l
l
e
r
、F
r
e
i
e
n
f
e
l
s
は、

ガ
リ
ー
の

B
G
B
草
案
、

ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
法
、

撤
回
で
き
な
い
代
理
の
担
保
的
機
能
を
積
極
的
に
認
め
る
。
そ
の
他
、
英
米
法
や
ハ
ン

(19) 

ス
イ
ス
債
務
法
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
特
に
注
目
す
べ
ぎ
こ
と
は
、

M
u
l
l
e
r
 ,
 
F
r
e
i
e
n
f
e
l
s

が
撤
回
で
き
な
い
代
理
に
は
本
人
の
権
利
行
使
を
排
斥
で
き
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

(20) 

で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
本
人
の
行
為
と
代
理
人
の
行
為
と
が
競
合
し
た
場
合
に
ほ
、
複
数
の
競
合
す
る
行
為

が
本
人
自
身
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
場
合
と
同
じ
よ
う
に
解
決
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
原
則
は
、
本
人
と
代
理
人
と
が
、
同
時
に
か
つ

同
じ
場
所
で
互
に
矛
盾
す
る
行
為
を
し
た
場
合
に
は
、
役
に
立
た
な
い
。
何
故
な
ら
、
本
人
自
身
が
行
為
す
る
の
と
異
な
る
事
情
が
存
す

(21) 

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う
な
例
を
あ
げ
る
。
有
限
会
社
の
社
員

P
が
、
有
限
会
社
の
同
意
を
え
て
、
自
分
の
全
営
業
持
分
の

質
入
れ
を
し
て
い
る
＞
に
対
し
、
社
員
総
会
に
お
い
て

P
の
代
わ
り
に

V
の
利
益
に
お
い
て
議
決
権
を
行
使
す
る
よ
う
撤
回
で
き
な
い
代

理
権
を
授
与
し
た
が
、

p
自
身
も
出
席
し
て
代
理
人
＞
と
同
時
に
し
か
も
相
反
す
る
内
容
の
投
票
を
し
た
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
つ

b
e
r
"

に
お
い
て
も
与
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

＞
が
、

D
に
対
し
て

P
の
物
を
自
己
の
名
で
売
買
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
＞
が
履
行
で
ぎ

ま
た
、

D
と
の
売
買
契
約
が
成
立
す
る
や
否

撤
阿
で
き
な
い
代
理
は
、

,
d
e
c
k
u
n
g
s
h
a
l
 

九
六



ド
イ
ツ
に
お
け
る
撤
回
で
き
な
い
代
理

本
稿
の
構
成
と
そ
の
内
容
は
、

u
n
w
i
d
e
r
r
u
f
l
i
c
h
e
 V
o
l
l
m
a
c
h
t
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
の
判
例
・
学
説
を
丹
念
に
整
理
し
、
紹
介
す
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
第
一
章
で

は
、
撤
回
で
き
な
い
代
理
の
歴
史
的
展
開
を
述
べ
、
普
通
法
か
ら

B
G
B第
一
六
八
条
の
成
立
ま
で
の
過
程
で
如
何
に
し
て
撤
回
で
き
な

④
 
V
o
g
t
 

い
て
、

Riezlor
は、

九
七

一
九
六
一
年
の
学
位
論
文

(Dissertation)
D
i
e
 

こ
の
よ
う
な
自
益
的
な
代
理
は
、
ま
さ
に
排
斥
的

(ver
,
 

信
義
誠
実
に
よ
る
解
釈
か
ら
も
、
本
人
の
危
険
負
担
の
理
論
か
ら
も
複
数
の
意
思
表
示
の
い
ず
れ
か
一
方
に
決
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
有
効
な
投
票
が
な
か
っ
た
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
ば
、
本
人
自
身
が
行
為
す
る

場
合
に
は
も
は
や
代
理
は
必
要
で
な
い
し
、
代
坦
人
に
は
、
本
人
自
身
の
処
分
に
反
対
す
る
枡
阪
も
、
本
人
に
よ
っ
て
授
与
表
示
さ
れ
た

(22) 

瓜
思
に
反
し
て
行
為
す
る
権
限
も
な
い
と
し
、
本
人
の
議
決
だ
け
が
有
効
で
あ
る
と
し
た
。

Mi.iller-Freienfels
自
身
の
見
解
は
、
次

の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
お
け
る
本
人
の
行
為
と
代
理
人
の
行
為
と
の
抵
触
の
最
も
手
っ
と
り
早
い
解
決
は
、
本
人
の
行
為

に
よ
っ
て
、
代
理
権
授
与
の
撤
回
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
代
理
権
が
代
理
人
の
み
の
利
益
の
た
め
に
授
与
さ
れ
撤

回
で
き
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
、
む
し
ろ
代
理
人
の
議
決
を
規
準
と
す
る
方
が
よ
り

利
益
状
態
に
惑
合
す
る
。
何
故
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
抵
触
の
場
合
に
は
、
代
理
人
の
よ
り
優
越
す
る
利
益
が
、
本
人
の
自
身
の
権
利
に
対

そ
れ
故
に
、

し
て
も
っ
て
い
る
権
能
を
制
限
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

(23) 

d
r
a
n
g
e
n
d
)
な
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
排
斥
的
な
撤
回
で
き
な
い
代
理
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
撤
回

で
き
な
い
代
理
に
比
し
、

よ
り
強
大
な

(verstarkt)
権
能
を
代
理
人
に
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
呆
、
排
斥
的
な
撤
回
で
き
な
い

代
理
は
、
構
店
上
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
機
能
に
お
い
て
も
権
利
質
や
担
保
の
た
め
の
偵
権
譲
渡
（
S
i
c
h
e
r
u
n
g
s
a
b
t
r
e
t
u
n
g
)
に
近
似
す

(24) 

る
。
し
か
し
、
通
説
は
、
こ
の
よ
う
な
代
理
は

B
G
B
第
一
三
七
条
に
反
す
る
と
し
て
、
認
め
な
い
。

V
o
g
t
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

(259 

V
o
g
t
は、



い
代
理
が
法
的
根
拠
を
付
与
さ
れ
る
に
至
っ
た
か
を
説
明
す
る
。
第
二
章
で
は
、
撤
回
で
き
な
い
代
理
の
法
形
態
を
説
く
。
こ
こ
で
は
、
撤

回
で
き
な
い
代
理
を
fl

目
的
II

に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
。
①
履
行
目
的
、
叩
支
払
目
的
、
圃
関
与
目
的
、
向
担
保
目
的
、
①
贈

与
目
的
。
基
礎
的
法
律
関
係
を
こ
れ
ら
の
目
的
形
態
に
分
け
、
撤
回
で
き
な
い
場
合
を
是
認
し
よ
う
と
す
る
。
ま
た
、
実
質
的
に
は
、
代

理
人
も
し
く
は
第
三
者
に
代
理
権
に
よ
る
”
利
益
II

が
存
す
る
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
そ
れ
が
如
何
な
る
利
益
か
に
つ
い
て

も
触
れ
る
。
さ
ら
に
、
不
可
撤
回
に
つ
い
て
当
事
者
の
合
意
が
必
要
か
ど
う
か
に
も
論
及
す
る
。
以
上
は
、
当
事
者
間
に
撤
回
権
に
つ
い

た
う
え
で

は
、
最
近
の
も
の
で
あ
り
、

そ
の
他
、

包
括
代
理
、

議
決
権
代
理
、

一
方
的
な
放
棄
の
場
合
も
説
く
。

V
o
g
t

の
論
文

か
つ
総
合
的
に
検
討
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
、
次
の
四
で
論
ず
る
。
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（
但
し
、
本
稿
で
は
割
愛
し
た
）
、

最
後
に
、

撤
回
で
き
な
い
代
理
の
最
も
重
要
な
II

効
力
11

を
検
討
す
る
。

撤
回
で
き
な
い
代
理
権
の
形
式
、

撤
回
の
放
棄
が
無
効
な
場
合
の
法
的
効
果
、

に
つ
い
て
述
べ

て
の
規
定
が
存
し
な
い
場
合
で
あ
る
が
、
特
別
の
場
合
と
し
て
、

isolierte 
V
o
l
l
m
a
c
h
t
や
峠
吋
約
2

、
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目

的 (22) 
Millier ,
 
Freienfels, 
a. a. 0., 
S. 
1
2
5
.
 

浜
上
・
前
掲
論
文
四
一
頁
。

(23) 
Mtiller ,
 
Freienfels, 
a. a. 0., 
S. 
1
2
5
.
 

浜
上
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前
掲
論
文
四
一
頁
。

(21)

通
説
は
、

V
e
r
d
r
a
n
g
e
n
d
e
u
n
w
i
d
e
r
r
u
f
l
i
c
h
e
 V
o
l
l
m
a
c
h
t
が
B
G
B
第
．
三
七
条
〔
仏
律
行
為
に
よ
っ
て
譲
渡
可
能
な
権
利
の
処

分
権
限
を
排
斥
ま
た
ほ
制
限
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
規
定
〕
に
反
す
る
と
し
て
認
め
な
い

(
T
u
h
r
,
D
i
e
 u
n
w
i
d
e
r
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u
f
l
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c
h
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o
l
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G
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6
.
 

Auf., 
S. 3
5
 
0

「
fhiele,
M
i
i
n
c
h
e
n
e
r
 

K
o
m
m
e
n
t
a
r
 
z
u
m
 Biirgerliche 
G
e
s
e
t
z
b
u
c
h
,
 
B
d
.
 1
,
 
1
9
7
8
,
 
S. 1
1
2
1
;
 
S
t
a
u
d
i
n
g
e
r
 ,
 
Dilcher, 
S
t
a
u
d
i
n
g
e
r
s
 
K
o
m
m
e
n
t
a
r
 

z
u
m
 B
l
i
r
g
e
r
l
i
c
h
e
n
 G
e
s
e
t
z
b
u
c
h
,
 
Bd. I,

 
1
9
7
9
,
 

S. 6
9
1
)
。
判
侃
も
同
様
で
あ
る

(
B
G
H
Z
3
,
 
3
5
4
;
 2
0
,
 
3
6
3
;
 
B
G
H
W
M
 19
7
1
,
 9
5
6
,
 

9
7
5
 11] u
s
 1
9
7
2
 `
 
4
8
)

。

(25) 
V
o
g
t
,
 
D
i
e
 u
n
w
i
d
e
r
r
u
f
l
i
c
h
e
 V
o
l
l
m
a
c
h
t
,
 1
9
6
1
 `
 
s. 
3
4
 ff. 

内
容
の
理
整

以
上
で
は
、

B
G
B
第
一
六
八
条
が
成
立
し
て
か
ら
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
撤
回
で
き
な
い
代
理
に
関
す
る
学
説
を
年
代
に
従
っ
て
み
て

き
た
。
当
初
は
撤
回
で
き
な
い
代
理
の
可
否
に
終
止
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、

T
u
h
r

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
第
一
六
八
条
を
梢
極
的
に

解
し
、
撤
回
で
き
な
い
場
合
の
要
件
を
定
め
、
具
体
的
適
用
例
が
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
撤
回
で
な
い
代
理
の
実
除
例
が
増
え
、
次
第

に
そ
の
実
質
的
目
的
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
実
質
的
目
的
に
共
通
す
る
の
は
、
代
理
人
お
よ
び
第
三
者
側
の

経
済
的
利
益
の
保
護
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
、
特
に

V
o
g
t
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
学
説
な
ら
び
に
近

(
1
)
 

時
の
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
撤
回
で
き
な
い
代
理
の
内
容
を
、
こ
こ
で
賂
迎
し
て
お
こ
う
。

(1) 
四
白
容
と
意
義

1
0
0
 



ド
イ
ツ
に
お
け
る
撤
回
で
ぎ
な
い
代
理

不
撤
回
性
は
、
代
理
権
が
授
与
さ
れ
た
目
的
か
ら
直
接
に
生
ず
る
。
従
っ
て
、
特
別
の
合
意
が
行
な
わ
れ
な
く
て
も
、
そ
の
基
礎
的
法

律
関
係
か
ら
撤
回
が
排
除
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
代
理
権
が
、
主
と
し
て
授
権
者
の
利
益
の
た
め
に
授
与
さ
れ
た
と
き
で
は
な
く
、
も
っ
ば

(
2
)
 

ら
代
理
人
も
し
く
は
第
三
者
の
利
益
に
奉
仕
す
る
場
合
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
目
的
は
、
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

履
行
目
的
の
代
理
権

撤
回
で
き
な
い
代
理
が
、
こ
の
履
行

H
的
の
た
め
に
(
z
u
m
Z
w
e
c
k
e
 d
e
r
 E
r
f
t
i
l
l
u
n
g
)
授
与
さ
れ

(
3
)
 

る
場
合
の
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
多
く
の
学
説
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
判
例
も
如
何
な
る
前
提
の
下
で
撤
回
で
ぎ
な
い
代
理
が
認

め
ら
れ
る
の
か
問
題
提
起
を
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
不
動
産
売
買
契
約
が
締
結
さ
れ
、

i
O
 

B
G
B
第
一
八
一
条
に
よ
る
自
己
代
理
の
禁
止
を

排
除
す
る
と
い
う
約
束
の
下
で
売
主
が
買
主
に
不
動
産
を
自
分
で
自
分
に
譲
渡
す
る
こ
と
を
授
権
し
た
場
合
に
お
い
て
、
買
主
が
土
地
登

記
所
(
G
r
u
n
d
b
u
c
h
a
m
t
)
に
ア
ウ
フ
ラ
ッ
ス
ン
グ
(
A
u
f
l
a
s
s
u
n
g
)
を
申
し
立
て
る
前
に
売
主
が
代
理
権
を
撤
回
し
た
よ
う
な
場
合
で
あ

(
4
)
 

る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
ベ
ル
リ
ー
ン
高
等
裁
判
所
(
K
a
m
m
e
r
g
e
r
i
c
h
t
)
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
で
撤
回
を
認
め
る
こ
と
を
拒
否
し

た
。
代
理
権
は
、
こ
の
場
合
所
有
権
移
転
請
求
権
の
実
現
に
奉
仕
す
る
も
の
で
あ
り
、
売
買
契
約
を
履
行
す
る
た
め
の
担
保
保
全
を
目
的

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
、
代
理
権
は
買
主
の
利
益
の
た
め
に
授
与
さ
れ
て
い
る
、

と
。
さ
ら
に
、
同
高
等
裁
判
所
は
、
不
動
産

譲
渡
契
約
に
お
い
て
直
接
に
譲
渡
の
代
理
権
を
授
与
し
な
い
場
合
に
も
、
譲
渡
人
は

B
G
B
第
一
八
一
条
の
制
限
か
ら
代
理
人
を
除
外
し

(
5
)
 

て
い
る
と
い
う
理
由
で
、
不
撤
回
性
を
確
認
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
H
i
l
d
e
r
s
c
h
e
i
d
は
、
こ
の
判
例
に
反
対
し
た
。
彼
は
、
授
権

者
は
実
際
的
な
理
由
か
ら
撤
回
に
関
す
る
権
利
を
放
棄
せ
ず
に
自
己
代
理
禁
止
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
述
べ
た
。
後
に
は
、
新
し

(
6
)
 

い
判
例
・
学
説
と
も
こ
の
見
解
を
支
持
す
る
に
至
っ
た
。
D
e
r
n
b
u
r
g
は
、
本
人
(
P
r
i
n
z
i
p
a
l
)
は
代
理
人
に
対
し
て
で
は
な
く
、
直
接
の

相
手
方
で
あ
る
第
三
者
と
権
利
義
務
関
係
に
立
つ
の
で
あ
る
か
ら
、
代
理
人
は
代
理
権
に
関
し
て
固
有
の
利
益
は
有
し
な
い
と
し
て
、

(
7
)
 

撒
回
で
き
な
い
代
理
を
否
定
す
る
。
実
務
で
は
、
代
理
権
に
関
し
て
代
理
人
の
利
益
と
第
三
者
の
利
益
と
を
区
別
し
て
い
な
い
。
不
動
産

(i) 



T
h
i
e
l
e
に
よ
る
と
、

右
の
よ
う
な
撒
回
で
き
な
い
代
理
は
、

譲
渡
契
約
が
代
理
人
と
第
三
者
と
の
間
で
締
結
さ
れ
、
代
理
人
が
譲
渡
契
約
を
譲
渡
合
意
に
甚
づ
い
て
履
行
す
る
ま
で
の
間
は
、

代
理

(
A
u
f
l
a
s
s
u
n
g
s
v
o
l
l
m
a
c
h
t
)
~

撤
回
す
る
こ
と
が
で
蓉
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
誤
渡
代
理
に
お
い
て
発
展
し
て
ぎ
た

原
則
は
、
他
の
契
約
関
係
の
履
行
の
場
合
に
も
応
用
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

(
8
)
 

与
さ
れ
た
と
ぎ
は
、
撒
回
で
含
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

最
近
で
は
、

F
l
u
m
e
は
撤
回
で
き
な
い
代
理
を
履
行
行
為

そ
の
中
間
費
用
を
節
約
す
る
た
め
に
不
動
産
を
処
分
す
る
代
理
権
が
授
与
さ
れ
た
と
き
ぱ
、
そ
の
代
理
権
は
撤
回
で
き
な
い
。
投
権
者

e
9
)
 

、
う
。

は
、
撤
回
で
き
な
い
代
坦
に
よ
っ
て
履
行
を
実
現
す
る
た
め
の
力

(
M
a
c
h
t
)
を
代
開
人
に
与
え
る
こ
と
に
な
る
と

代
理
人
の
履
行
利
益
を
正
当
化
す
る
と
し
、
自
己
の
債
権
の
満
足
を
え
る

(10) 

た
め
に
授
権
者
の
依
権
を
取
り
立
て
る
目
的
で
行
な
わ
れ
る
と
い
う
。

代
理
権
は
、
代
理
人
も
し
く
は
第
三
者
の
た
め
に
代
理
人
へ
の
支
払
(
N
a
h
l
u
n
g
)
を
実
現
す
る
た
め
に

⑯
支
払
目
的
の
代
理
権

(11) 

授
与
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
授
権
者
は
代
理
人
の
債
務
者
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
原
因
関
係

(
G
r
u
n
d
v
e
r
h
a
l
t
n
i
s
)
は
、
債

権
取
立

(
F
o
r
d
e
r
u
n
g
s
e
i
n
z
i
e
h
u
n
g
)
の
た
め
の
授
権
で
あ
り
、
代
理
人
は
本
人
に
対
し
て
有
す
る
自
己
の
請
求
権
に
充
当
す
る
た
め

に
目
的
額
を
保
持
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
直
ち
に
撤
回
の
可
能
性
が
排
斥
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
支
払

目
的
の
た
め
の
代
理
権
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
抵
当
債
務

(
H
y
p
o
t
h
e
k
e
n
z
i
n
s
e
n
)
の
清
算
を
日
的
と
し
て
使
用
賃
貸
料

(Mietzinsen)

や
用
益
賃
貸
料

(
P
a
c
h
tzinsen) 
を
取
り
立
て
る
と
き
の
抵
当
権
者
の
代
理
権
、

(
H
a
u
s
v
e
r
w
a
l
t
e
r
)
 
!;l
授
与
さ
れ
た
代
理
権
が
あ
げ
ら
れ
、

(Erfiillungsakt) 
も
し
く
は
、

使
用
賃
貸
料
の
取
立
て
の
た
め
に
執
事

さ
ら
に
は
、
禍
足

(Befriedigung)

を
H
的
と
し
て
質
物
の
売
却
を
す
る

と
き
の
質
権
者
の
代
理
権
や
扶
養
義
務
者

(Unterhaltsverpflichteten)
の
名
に
お
い
て
住
居
を
賃
借
す
る
扶
韮
権
利
者
の
授
権
な
ど

さ
ら
に
、

と
捉
え
、
譲
渡
人
が
不
動
産
を
転
売
し
よ
う
と
し
、

一
般
に
代
理
権
が
履
行
の
目
的
で
授

1
0
 

譲
渡



ド
イ
ツ
に
お
け
る
撤
回
で
き
な
い
代
理

て
、
成
功
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

、̀＇,’＞
 

・1（
 

支
払
目
的
の
代
理
権
は
、
そ
の
経
済
的
効
力
が
債
権
譲
渡
に
近
い
の
で
、
当
事
者
の
意
思
が
ど
れ
な
の
か
疑
わ
し
く
、
実
際
上
区
別
に

は
困
難
を
伴
う
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
故
、
撤
回
で
き
な
い
代
理
の
相
手
方
は
、
債
権
譲
渡
が
行
な
わ
れ
た
の
に
、
そ
れ
を
虚
偽
の
代
理
権

(13) 

(simulierte V
o
l
l
m
a
c
h
t
)
が
授
与
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
。
そ
こ
で
、
当
事
者
の
表
示
が
必
ず
し
も
決
定
的
な
の

で
は
な
く
、
債
権
者
（
授
権
者
）
が
権
利
を
と
ど
め
自
ら
債
権
を
訴
求
し
ょ
う
と
す
る
と
き
は
代
理
権
が
、
債
権
者
が
破
産

(
V
e
r
m
a
,
 

g
e
n
s
z
u
s
a
m
m
e
n
b
r
u
c
h
)

す
る
前
に
譲
受
人
を
保
護
す
べ
き
よ
う
な
と
き
は
債
権
譲
渡
が
、
行
な
わ
れ
た
も
の
と
推
定
す
べ
ぎ
で
あ
る

(14) 

と
い
う
。

(15) 

出
関
与
目
的
の
代
理
権
代
理
権
は
、
関
与

(Beteiligung)
の
た
め
に
撤
回
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
ラ
イ
ヒ
裁

判
所
も
、
授
権
の
遂
行
に
関
し
固
有
の
利
益
を
有
す
る
場
合
や
い
わ
ゆ
る
分
割
契
約

(Parzellierungsvertrag)
の
場
合
、
さ
ら
に
は

(16) 

代
理
人
が
法
律
上
の
最
低
売
買
価
格
を
超
え
る
収
得
金
を
え
る
こ
と
に
関
与
し
た
場
合
に
は
、
撤
回
が
排
除
さ
れ
る
と
い
う
。

し
か
し
、
基
礎
的
法
律
関
係
が
単
純
な
委
任
の
場
合
に
は
関
与
目
的
の
代
理
権
が
あ
る
と
い
え
な
い
し
、

約
の
場
合
に
も
撤
回
を
排
除
す
る
よ
う
な
関
与
が
基
礎
的
関
係
に
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
問
題
な
の
は
、
代
理
人
が
報
酬
の
約
束
の
下
に

授
権
者
の
取
引
に
貢
献
し
た
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
判
例
・
学
説
は
、
報
酬
条
項
の
合
意
は
そ
れ
だ
け
で
は
撤
回
の
排
除
を
正
当
化
す
る

(17) 

よ
う
な
基
礎
的
関
係
に
な
い
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、

B
r
o
d
m
a
n
n
は
、
報
酬
に
関
す
る
行
為
と
収
得
金
を
保
持
す
る
合
意
と
を
区
別

(18) 

す
る
根
拠
は
な
い
と
批
判
す
る
が
、
代
理
権
の
存
在
に
つ
い
て
、
直
接
的
な
固
有
の
利
益
の
存
在
を
基
準
と
す
る
通
説
へ
の
批
判
と
し

担
保
目
的
の
代
理
権

代
理
権
が
担
保
(
S
i
c
h
e
r
u
n
g
)
の
た
め
に
授
与
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
の
は
、
多
く
の
学
説
・
判
例
に
よ

(12
、

も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
労
務
・
事
務
管
理
契

101
――
 



h
e
r
n
n
g
s
m
i
t
t
e
l
)
 

担
保
目
的
と
支
払

ll
的
と
は

1
0四

(19)

（

20) 

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
撤
回
で
き
な
い
代
理
が
担
保
の
目
的
で
授
与
さ
れ
る
場
合
は
、
今
日
特
に
重
要
で
あ
る
。
担
保
の
目
的
で
授
与

さ
れ
る
場
合
の
典
型
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
ば
、

H
a
l
l
b
a
u
e
r
や

M
u
l
l
e
r
,
 

Freienfels~ 

が
自
ら
典
型
例
と
す
る
よ
う
に
、
債
権
者

、
、
、
、

に
対
し
て
有
す
る
債
権
の
担
保
手
段
と
し
て
債
務
者
が
第
三
債
務
者
に
有
す
る
権
利
を
回
収
す
る
た
め
に
代
理
権
を
債
権
者
に
授
与
す
る

(21) 

場
合
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

E
n
n
e
c
c
e
r
u
s
,
 
N
i
p
p
e
r
d
e
y
や

S
o
e
r
g
e
l
'
S
c
h
u
l
t
z
e
,
 
v
.
L
a
s
a
u
l
x
な
ら
び
に
判
例
ぱ
、
代
理
の
不
撒

、
、
、
ヽ
‘
.

回
性
が
生
ず
る
の
は
、
そ
れ
が
代
理
人
も
し
く
は
第
三
者
の
利
益
の
た
め
授
与
さ
れ
た
場
合
、
と
く
に
担
保
も
し
く
は
権
利
の
実
現
の
た

(22) 

め
に
行
な
わ
れ
た
場
合
で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、

V
o
g
t
は
、
債
務
者
が
自
己
の
た
め
に
結
ば
れ
た
保
証
に
つ
い
て
、
主
た
る
債
務
を
期

一
定
の
目
的
物
の
処
分
権
を
供
与
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
代
罪
権
は
、
受
信
者
の
主
た
る

限
に
支
払
わ
な
か
っ
た
と
ぎ
の
担
保
と
し
て
、

利
益
の
故
に
撤
回
で
ぎ
な
い
、
と
い

r
沢
。
ま
た
、

W
o
e
s
t
e

は
、
担
保
の
日
的
の
代
理
権
が
祖
税
上
の
利
点
を
有
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

(24) 

代
理
人
が
債
務
者
の
名
に
お
い
て
売
却
す
る
の
で
、
代
理
人
は
、
阪
売
税

(
U
m
s
a
t
z
s
t
e
u
e
r
)
を
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
。

W
o
e
s
t
e

は
、
こ
こ
か
ら
代
理
権
の
う
え
に
存
す
る
代
理
人
の
直
接
の
利
益
を
導
き
、
不
撤
回
性
を
根
拠
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
最
近
で
は
、

F
l
u
m
e
 
が
こ
の
点
に
触
れ
、
前
述
の
よ
う
に
撤
回
で
善
な
い
代
理
を
履
行
行
為

(Erflillungsakt)
と
し
て
捉
え
つ
つ
、
特
に
屯
要
な

役
割
を
果
す
の
は
、
倍
権
の
取
立
て

(
E
i
n
z
i
e
h
u
n
g
)
の
場
合
で
あ
る
と
し
、
債
権
の
販
立
て
に
よ
っ
て
授
怖
者
に
対
す
る
債
権
の
弁
済

、

、

、

、

、

に

お

、

）

に
あ
て
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
担
保
の
た
め
の
代
理
権
で
あ
る
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
説
明
か
ら
、
目
的
相
互
間
で
ど
の
よ
う
な
相
異
が
生
ず
る
の
か
が
疑
間
と
な
る
。

V
o
g
t
は、

、
、
、

交
叉
す
る
と
い
う
。
例
え
ば
、
債
権
者
に
取
立
代
理
権

(
I
n
k
a
s
s
o
v
o
l
l
m
a
c
h
t)
が
授
与
さ
れ
た
と
き
、
代
理
人
は
、
授
権
者
に
対
す
る

、
、
、
、

債
権
よ
り
弁
済
を
受
け
、
剰
余
額
を
本
人
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
代
理
潅
は
、
担
保
手
段

(Sic
、

(26)

、
、
、
、
、
、

を
形
成
す
る
、
と
。
ま
た
、

S
t
e
f
f
e
n
は
、
代
理
杭
が
代
理
人
も
し
く
は
第
二
者
を
担
保
す
る
場
合
が
あ
る
と
し
、



ド
イ
ツ
に
お
け
る
撤
回
で
き
な
い
代
理

い
代
理
人
の
利
益

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

そ
の
例
と
し
て
、
代
理
人
が
、
自
己
の
満
足
の
た
め
も
し
く
は
第
一
二
者
の
満
足
の
た
め
に
債
権
を
取
り
立
て
る
こ
と
を
授
権
さ
れ
る
場
合

念
“
)

が
あ
る
と
い
う
。
従
っ
て
、
以
上
か
ら
、
履
行
目
的
、
支
払
目
的
、
担
保
目
的
さ
ら
に
は
取
立
目
的
と
い
っ
て
も
、
結
局
は
取
り
立
て
て

命
3
、
)

自
己
の
債
権
に
充
当
す
る
と
い
う
点
で
、
引
当
て
（
担
保
）
と
し
て
同
様
の
作
用
を
営
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。

贈
与
目
的
の
代
理
権

め
に
授
与
さ
れ
る
が
、
以
後
代
理
人
が
取
得
物
を
贈
与
と
し
て
保
持
す
る
と
い
う
合
意
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
で
あ
る
と
い

(29) 
う
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
贈
与
に
関
す
る
主
た
る
利
益
は
代
理
人
に
存
す
る
の
で
、
そ
の
代
理
権
は
、
奪
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
よ

う
な
例
と
し
て
は
、
贈
与
の
た
め
に
授
与
さ
れ
た
取
立
代
理
権
や
代
理
人
が
授
権
者
に
返
還
義
務
を
負
わ
ず
に
金
銭
を
消
費
で
き
る
よ
う

(30) 

な
消
費
貸
借
の
た
め
の
代
理
権
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。

し
か
し
、

以
上
の
、

(33) 

な
る
。
こ
の
利
益
が
、
代
理
権
が
撤
回
で
き
な
い
も
の
と
な
る
か
否
か
の
基
準
と
な
る
。

場
合
の
利
益
と
は
、
代
理
人
も
し
く
は
第
三
者
の
有
す
る
す
べ
て
の
利
益
を
い
う
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
手
数
料
や
賃
料
の
よ
う
に
、

単
に
反
対
給
付
を
得
る
た
め
の
利
得
が
代
理
権
と
結
び
つ
く
だ
け
で
は
、
代
理
人
の
利
益
に
お
い
て
代
理
権
が
授
与
さ
れ
た
と
認
め
る
た

履
行
、

支
払
、

い
が
、
満
さ
れ
な
い
と
き
は
、

関
与
、

1
0五

M
u
l
l
e
r
 ,
 
F
r
e
i
e
n
f
e
l
s
の
い
う
よ
う
に
、
こ
の

代
理
権
が
贈
与
の
た
め
に
授
与
さ
れ
る
の
は
、
代
理
権
は
目
的
の
取
得
も
し
く
は
請
求
権
の
実
行
の
た

B
G
B
第
五
一
八
条
の
要
式
規
定
と
の
関
係
で
困
難
を
伴
う
が
、
学
説
は
、
贈
与
目
的
の
代
理
権
が
右
条
項
に
服
す
る
の
か

(319 

ど
う
か
に
つ
い
て
分
れ
て
お
り
、
判
例
も
こ
の
目
的
の
代
理
権
に
つ
い
て
は
否
定
的
で
あ
る
。
贈
与
の
方
式
が
満
さ
れ
た
と
ぎ
は
問
題
な

B
G
B
第
一
六
七
条
二
項
と
第
五
一
八
条
は
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。
贈
与
の
要
式
規
定
は
、
慎
重
さ
と

(32) 

明
確
さ
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
贈
与
目
的
の
代
理
権
の
不
撒
回
性
に
つ
い
て
も
同
様
に
妥
当
し
よ
う
。

担
保
も
し
く
は
贈
与
の
目
的
で
授
与
さ
れ
た
代
理
権
は
、
代
理
人
も
し
く
は
第
三
者
の
利
益
と



め
に
十
分
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
代
理
人
が
代
理
権
に
関
連
す
る
事
実
上
の

(faktisch)

地
位
を
有
し
て
い
る
だ
け
の
観
念
的
利
益
は

除
外
さ
れ
る
。
何
故
な
ら
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
授
権
者
の
強
力
な
経
済
的
利
益
に
反
し
て
彼
の
財
産
を
処
分
す
る
可
能
性
を
認
め
る
法
律

上
の
意
味
が
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
例
え
ば
、
手
数
料
や
賃
料
の
よ
う
に
、
単
に
反
対
給
付
を
得
る
た
め
の
利
得
が
代
理
権

と
関
連
性
が
あ
る
だ
け
で
は
足
ら
ず
、

(34) 

が
必
要
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

少
な
く
と
も
、

本
人
の
利
益
と
経
済
的
に
同
価
値

(
w
i
r
t
s
c
h
a
f
t
l
i
c
h
g
l
e
i
c
h
w
e
r
t
i
g
)

の
利
益

本
人
が
、
特
約
に
よ
っ
て
撤
回
で
き
な
い
代
理
権
を
授
与
し
た
と
き
、
も
し
く
は
、
性
質
上
代
理
権
の
授
与
が
撒
回
で
き
な
い
と
さ
れ

た
と
き
に
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
代
理
人
に
撤
回
の
意
思
表
示
を
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
よ
う
な
撤
回
は
無
効
で
あ
る
。
従
っ
て
、

代
理
人
は
、
依
然
有
効
な
代
理
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
撤
回
で
き
な
い
代
理
は
物
権
的
効
力

(
d
i
n
g
l
i
c
h
e
 W
i
r
k
u
n
g
)

を
有
す
る
と
い
わ
れ
て
い
底
。
但
し
、
本
人
に
重
大
な
事
由

(
w
i
c
h
t
i
g
e
r
G
r
u
n
d
)

が
存
す
る
と
き
は
、
撤

(36) 

回
権
が
有
効
に
放
棄
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
人
と
代
理
人
間
に
お
い
て
責
任
を
生
ず
る
場
合
が
あ
る
。
撤
回
で
き
な
い
代
理
権
が
授
与
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
本
人
が
撤
回
し
て

も
そ
の
効
力
は
生
じ
な
い
が
、
そ
の
代
理
権
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
目
的
物
を
他
へ
譲
渡
し
た
り
、
も
し
く
は
、
二
璽
に
代
理
権
を
授
与

し
て
、
相
手
方
で
あ
る
第
三
債
務
者
ま
た
は
第
三
者
が
善
意
で
弁
済
し
て
し
ま
っ
た
り
、
他
へ
転
売
し
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、
代
理
人
の

利
益
が
結
果
的
に
侵
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
本
人
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
、
特
約
が
あ
る
と
き
は
そ
の
特
約
違
反
と
し
て
、

あ
る
い
は
、
放
棄
が
あ
る
か
ま
た
は
放
棄
が
あ
る
と
み
な
さ
れ
た
と
き
は
撤
回
で
き
な
い
代
理
権
授
与
契
約
違
反
と
し
て
、
代
理
人
に
対

(37) 

し
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
と
解
さ
れ
て
い
る
。

⑨

効

果

-
0六



ド
イ
ツ
に
お
け
る
撒
回
で
き
な
い
代
理

し
な
が
ら
も
、

-
0
七

こ
れ
に
対
し
、
第
一
一
一
債
務
者
（
第
三
者
）
が
代
理
人
に
対
し
て
責
任
を
仇
う
易
合
が
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
債
権
の
取
立
代
理
の
よ
う
な

場
合
に
お
い
て
、
第
三
債
務
者
が
、
撤
回
で
き
な
い
代
理
権
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
あ
る
い
は
、
承
諾
を
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
債
権
を
本
人
に
弁
済
し
て
し
ま
っ
た
場
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
当
然
、
第
三
者
に
対
す
る
本
人
と

代
理
人
の
権
利
が
競
合
す
る
の
か
、
排
斥
さ
れ
る
の
か
の
問
題
も
生
ず
る
。
多
数
説
・
判
例
は
競
合
を
認
め
、
本
人
の
権
利
行
使
も
愛
喝

(38〕

と
す
る
が
、
有
力
説
は
、
本
人
の
権
利
行
使
は
排
斥
さ
れ
る
と
い
う
。
代
理
人
の
担
保
利
益
を
ど
の
程
度
ま
で
保
晶
す
べ
き
か
ど
う
か
に

も
か
か
っ
て
い
る
困
難
な
問
題
で
あ
る
。
も
し
、
撤
回
で
き
な
い
代
理
が
担
保
で
あ
る
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
対
内
関
係
に
お
い
て
は
、

権
利
質
の
留
置
的
効
力

(
B
G
B
第
―
二
七
六
条
）

但
畠
）

や
俵
権
譲
渡
に
お
け
る
悪
怠
の
依
務
者
の
行
為
に
関
す
る
規
定
（
同
四

0
七
条
一
項

(39) 

な
ど
を
参
考
に
、
本
人
や
第
三
債
務
者
の
行
為
を
拘
束
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
木
人
の
第
三
者
へ
の
処
分
や
破
産
、
強
制
執
行
な
ど
の
対
外
関
係
に
お
い
て
は
、
撤
回
で
き
な
い
代
理
が
担
保
で
あ

(40)
（

41) 

る
に
し
て
も
、
対
抗
公
示
方
法
が
な
い
以
上
、
対
外
効
を
付
与
す
る
の
は
困
雌
で
あ
ろ
う
。

検
討
の
意
義

以
上
、
本
稿
で
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
撤
回
で
き
な
い
代
理
に
つ
い
て
、
ド
イ
ッ
普
通
法
↓
第
一
草
案
↓
第
二
草
案
↓

B
G
B
第
一
六

八
条
を
中
心
に
論
じ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
順
序
で
本
稿
を
草
し
た
の
は
、
ド
イ
ツ
で
ほ
、
代
理
権
の
撤
回
の
可
否
と
そ
の
目
的
的
な
機

能
が
民
法
典
に
即
し
た
解
釈
論
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
わ
が
国
で
は
、
代
理
権
の
撤
回
は
ほ
と
ん
ど
問
題
と
さ
れ
て
い

な
い
。
む
し
ろ
、
本
稿
で
論
じ
た
よ
う
な
問
題
は
、
曖
昧
に
放
置
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
委
任
と
代
理
を
体
系
上
区
別

(2) 

「
委
任
二
因
ル
代
理
」

と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
複
雑
な
形
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
右
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
に
お
い
て
展

開
さ
れ
て
き
た
撤
回
で
き
な
い
代
理
の
沿
革
を
検
討
す
る
こ
と
は
、

わ
が
国
に
お
け
る
代
理
権
の
撤
回
の
可
否
お
よ
び
そ
の
権
能
（
法
的



有
償
代
理
の
独
自
性
の
必
要
性
が
意
識
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

(42) 

な
効
力
）
を
考
え
る
場
合
の
貴
重
な
手
が
か
り
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
以
上
の
よ
う
な
検
討
が
如
何
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
な
の
か
み
て
み
る
。

ま
す
、
第
一
に
、
撤
回
で
き
な
い
代
理
が
行
な
わ
れ
る
実
際
上
の

11
的
は
、
履
行
の
た
め
、
支
払
の
た
め
、
関
与
の
た
め
、
担
保
の
た

め
、
贈
与
の
た
め
な
ど
で
あ
る
。
特
に
、
こ
れ
ら
の
日
的
の
う
ち
、
履
行

H
的
、
支
払
目
的
、
担
保
目
的
の
場
合
は
、
授
権
者
が
負
う
自

、
、
、

己
の
債
務
に
対
す
る
引
当
て
と
し
て
代
理
権
が
授
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
場
合
は
、
純
粋
な
信
頼
関
係
に
基

づ
い
て
自
己
の
財
産
を
管
理
す
る
た
め
に
代
理
権
を
授
与
す
る
の
と
は
、
基
礎
的
法
律
関
係
が
異
な
る
。
沿
革
的
に
は
、
代
理
権
の
授
与

ほ
常
に
信
頼
関
係
に
某
づ
く
財
産
管
理
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
沿
革
論
に
よ
る
影
響
が
現
代
ま
で
支
配
し
て
い

る
。
わ
が
図
の
民
法
典
も
そ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

ド
イ
ツ
で
は
第
一
草
案
に
お
い
て
、
委
任
と
代
理
を
峻
別
し
た
。
ド
イ
ツ
に
お
け

る
委
任
と
代
理
の
峻
別
は
、
沿
革
論
に
よ
る
支
配
か
ら
の
脱
出
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

無
報
酬
を
前
提
と
す
る
信
頼
関
係
で
あ
る
委
任
か
ら
代
理
を
独
立
さ
せ
る
機
縁
を
つ
く
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
代
罪
に
は
、
純
粋

な
信
頼
関
係
に
基
づ
く
代
理

（
こ
れ
を
無
償
代
理
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）

と
も
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
担
保
的
対
価
的
な
代
理
、

ド
イ
ツ
で
は
無
償

の
他
に
担
保
的
・
対
価
的
な
経
済
関
係
に
基
づ
く
代
刑
（
こ
れ

を
有
償
代
理
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）
と
が
存
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
こ
の
よ
う
な
発
達
は
、
現
代
の
取
引
社
会
の
動
向

そ
の
場
合
に
お
け
ろ
撤
日
の
可
否
が
問
題
と
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、

第
二
に
、
撤
回
で
き
な
い
代
理
に
よ
っ
て
代
理
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
応
じ
た
利
益
が
担
保
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
の
利
益
担
保
の
効

力
は
、
今
日
の
一
般
的
に
承
認
さ
れ
た
見
解
に
よ
る
と
、
依
権
的
の
み
な
ら
ず
、
物
権
的
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
本
人
が

撒

lnl
し
て
も
代
理
人
ほ
代
理
権
を
失
わ
な
い
と
い
う
怠
味
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
対
内
的
に
は
各
tJ
的
利
益
が
強
く
保
設
さ
れ
る
こ
と
に

1
0八



ド
イ
ツ
に
お
け
る
撤
回
で
き
な
い
代
理

性
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
あ
て
は
め
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

の
―
つ
の
具
体
的
な
手
が
か
り
を
与
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

1
0九

な
る
。
但
し
、
重
大
な
理
由
が
あ
る
場
合
は
撤
回
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
権
利
質
や
権
利
の
譲
渡
担
保
よ
り
も
、

第
三
に
、
撤
回
で
き
な
い
代
理
は
、
債
権
（
権
利
）
を

H
的
と
す
る
担
保
で
あ
る
点
で
、
債
権
質
や
債
権
の
譲
渡
担
保
と
構
造
が
同
じ

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
権
利
質
が
担
保
目
的
物
た
る
債
権
に
関
し
て
価
値
支
配
権
を
質
権
者
に
与
え
、
権
利
の
譲
渡
担
保
の
場
合
は
債
権

譲
渡
と
い
う
法
形
式
に
よ
っ
て
担
保
権
者
に
譲
受
人
と
し
て
の
地
位
を
与
え
る
の
に
対
し
て
、
撤
回
で
き
な
い
代
理
の
場
合
は
、
代
理
権

の
授
与
と
い
う
法
形
式
を
と
り
、
撒
回
で
き
な
い
と
い
う
結
果
に
よ
っ
て
、
代
理
人
の
債
権
者
と
し
て
の
権
利
を
確
保
す
る
こ
と
に
な
る

か
ら
で
あ
る
。
但
し
、
担
保
と
し
て
の
構
造
は
同
じ
で
も
、
効
力
（
特
に
、
対
外
的
効
力
）

は
、
権
利
質
や
譲
渡
担
保
に
比
し
て
弱
い
。

第
四
に
、
本
稿
で
の
検
討
は
、
代
理
と
委
任
の
区
別
の
必
要
性
や
無
償
を
前
提
と
す
る
現
行
委
任
体
系
が
問
題
を
含
む
こ
と
に
つ
い
て

第
五
に
、
こ
の
よ
う
な
撤
回
で
き
な
い
代
理
と
わ
が
国
に
お
け
る
代
理
受
領
を
比
べ
る
と
、
権
利
を
目
的
と
す
る
担
保
と
し
て
の
撤
回

、、

で
き
な
い
代
理
は
、
代
理
受
領
の
基
本
型
と
考
え
ら
れ
る
。
わ
が
国
の
代
理
受
領
は
、
こ
の
場
合
の
代
理
権
の
授
与
に
種
々
の
変
形
が
加

え
ら
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
従
っ
て
、
本
稿
で
の
撤
回
で
き
な
い
代
理
の
効
力
は
、
わ
が
国
の
＂
代
理
受
領

II

に
つ
い
て
も
、
そ
の
特
殊

以
上
で
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
撤
回
で
き
な
い
代
理
の
検
討
を
終
わ
る
。
必
ず
し
も
充
分
な
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
検
討
か
ら
、

わ
が
国
に
お
け
る
撤
回
で
き
な
い
代
理
の
可
能
性
を
展
望
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

注
(
l
)

近
時
と
く
に

V
o
g
t
,
D
i
e
 u
n
w
i
d
e
r
r
u
f
l
i
c
h
e
 V
o
l
l
m
a
c
h
t
 ̀

 
1
9
6
1

の
前
後
の
文
献
と
し
て
、

S
t
a
u
d
i
n
g
e
r
,
 
C
o
i
n
g
,
 
S
t
a
u
d
i
n
g
e
r
s
 

K
o
m
m
e
n
t
a
r
 z
u
m
 Biirgerlichen 
G
e
s
e
t
z
b
u
c
h
.
 
Bd. I

,
 

A
l
l
g
e
m
e
i
n
e
r
 
Tei!, 
1
1
.
 
Auf・

疇

1
9
5
7
,

S. 
1
0
1
5
 ff. 
;
 E
n
n
e
c
c
e
r
s
 ,
 

担
保
的
効
力
が
弱
い
。



110 

Nipperdey, Allgemeiner Tei! des Biirgerlichen Rechts, 1960, 15. Auf., S. 1143 ; Steffen, Das Bi.irgerliche 

Gesetzbuch mit besonderer Berticksichtigung der Rechtsprechung des Reichsgerichts und des Bundesgerichts-

hofes Kommentar (BGB-RGRK), Bd. 1, 197 4, S. 92 ff.; Flume, Allgemeiner Tei! des Bi.irgerlichen Rech ts, 

Bd. II, Das Rechtsgeschaft, 1975, S. 876ff.; Erman-Westermann, Handkommentar zum Btirgerlichen Gesetz-

buch, Bel. I, Allgemeiner Teil, 6. Auf., S. 349 f.; Larenz, Allgemeiner Tei! des Deutschen Btirgerliche Rechts, 

3. Auf., 1975, S. 506 ff.; Wolf, Allgemeiner Tei! des Blirgerlichen Rechts, 2. Auf., 1976, S. 452 ; Thiele, 

Miinchener Kommentar zum Btirgerlichen Gesetzbuch, Bd. 1, Allgemeiner Tei!, 1978, S. 1118 ff.; Soergel-

Schulze-v. Lasaulx, Biirgerliches Gesetzbuch, Bd. 1. Allgemeiner Tei!, 1978, S. 990 ff.; Staudinger-Dilcher, 

Staudingers Kommentar zum Biirgerlichen Gesetzbuch, Bd. I, Allgemeiner Tei!, 1979, S. 690 ff. 

("') Vogt¼Ludewig, Tuhr 竺, ,J共心Qエ坦心奨痛,-J¥J・念芯心茶＇塩望釘鰭忌噂 7",-J-#粟ふ▽令豪⇒足二゜志咽

召'Thiele,a. a. 0., S.1119 ざ認~m:r坦 e容{11~発~- "ヤ兵茶蒜宅望按Q認茎祁眠ヤ心二へ0 Enneccerus-Nipperdey, 

a. a. 0., S. 1145; Soergel-Schultze-v.Lasaulx, a. a. 0., S. 991 ざ五忘U2:g:;Q 寮{11..lJ送~il!l(窓 (Vewirklichung seines 

Rechts)~ エ坦心ヤ心霜{11茶,IQl-0心二ぐ゚

("') Tuhr, a. a. 0., S. 53; Hallbauer, Die unwiderrufliche Vollmacht als Sicherungsmittel, Bank-Archiv, 1910, 

S. 337; Flume, a. a. 0., S. 878. 

(""") Kammergericht虹謬ざ工芍翌 l-~ 囲涵謬か"'i共ば：：：：：°

(LI"l) Hilderscheid, Die unwiderrufliche Vollmacht und ihre Bedeutung fiir die Amtsta tigkeit des Notars, 

Deutsche Notar Zeitschrift (D Not Z), 1938, S. 482. 

(..,) BGH NJW 1952, 1210; OLG Koblenz NJW 1949, 22,i; OLG Stuttgart-Karlsruhe D Not Z 1950, 66 f.; LG 

Hamburg MDR 1953, 101; Grussendorf, NJW 1952, 1210. 

(c--) Dern burg, Lehrbuch des PreuBischen Privatrechts, Bd. 1, 5. Attf., 1894, S. 263. 

(oo) Vogt, a. a. 0., S. 36. 

(c:,) Flume, a. a. 0., S. 878. 



(~) Thiele, a. a. 0., S.1119 f. 

(;:::) Tuhr, a. a. 0., S, 53; Vogt, a. a. 0., S. 37. 

(~) Vogt, a.a.O., S.37ff.; Hupka, Die Vollmacht, 1900, S.399; RG27, 37; RG52, 99. 

ぼ） Tuhr, a. a. 0., S. 53 Anm.2; Vogt, a. a. 0., S. 39. 

(::::;) Vogt, a.a.O., S.39 Anm.115. Hallbauer, a.a.O., S.337££.'!;!'鋸匡や紅芦之麒糾眼託謎や途心J-'J如謡食-i::!

茶心..,c;,' 蒜恙e皿全Q迄送登照〇宍茶弓:胆単臼拭俎妥Q忍会公, ],E-択くpz.{:::!蒜恙や妥心華回や狛投 ~::!:::ml~ヤヤ唸如J-'J 

茶や如妥 ~-'J 今心゜

ほ） Vogt, a. a. 0., S. 39 ff. 

ぼ） RG Warn R. 1908, 82; RGJR 1926 Nr. 2215; RGJW 1927, 1139. 

(~) RG 53, 419; 61, 125; Tuhr, a.a.O., S.52; Oertmann, a.a.O., S.630; Vogt, a.a.O., S.11. 

ぽ） Brodmann, Handelsgeschafte, Allgemeine Grundsatze, Bd. 4, Ab. 2, 1918, S.133 ff. 

(;:;) Hallbauer, a.a.O., S.337; Tuhr, a.a.O., S.53; Staudingers-Coing, a.a.O., S.1015; Steffen, a.a.0., S. 92; 

Flume, a. a. 0., S. 878; Thiele, a. a. 0., S. 1119; Soergel-Schultze-v. Lasaulx, a. a. 0., S. 991; RG 52, 99; BGHWM 

1965, 107. 

ぼ） Miiller-Freienfels, a. a. 0., S.117; ・woeste, Sicherungseigentum im Konkurs des Sicherungsgebers, Der 

Betriebs-Berater, 1955, S.182 ff; Vogt, a. a. 0., S.'12. 

は） Hallbauer, a. a. 0., S. 337; Mtiller-Freienfels, a. a. 0., S. 116. 

ぼ） Enneccerus-Nipperdey, a. a. 0., S. 1145; Soergel-Schultze-v. Lasaulx, a. a. 0., S. 991; RG 52, 99; BGHWM 

1965, 107. 

（怨） Vogt, a.a.O., S.42. 

ほ） Woeste, a. a. 0., S. 182 

ぼ） Flume, a. a. 0., S. 882. 

（宮） Vogt, a. a. 0., S. 43. 

';,_ ..,_." 11将全心鋸匡や的＆今ビ武 1 I l 



1 111 

（ほ） Steffen, a. a. 0., S. 92; , J Q召心ど写翠,..¥J...)化涅窯写窓C芝会 !1'RG53, 419; 90, 395 ; RGJW 1927, 1139炉 J

，，全 ~)-(l ゜

啜） 幸挺「桓宕瓦忘健虻痣一簑菜逹栗三忘0毎睾心,....)¥--'ー」送淫迅筵Ii食ギミご終笙゜）J兵心0=苔ふ囚 Q召ぐ忠函ざふ

ヂ心＇潔姓起足衷宍以 :>JQヨ心ピ翠器玲逗＇さヤ eぷ洛-Q¥J単写如睾⇒召ぐ (Dittmar,Die Abtretung von Forderun-

gen zun Zweck der Sicherung und der Zahlung, 1911)° 

頃） Vogt, a.a.O., S.43; RG 52, 99. 

（宮） Vogt, a. a. 0., S. 43. 

ば） 学按器,..¥J,....)¥Jざ Tuhr,a. a. 0., S. 54 芯-I¼0-' 〈：：製淫 ,..\J ...)¥J竺'RG52, 99; Hupka, a. a. 0., S. 399; Oertmann, 

a. a. 0., S. 628茶袋心゜

ほ~) Vogt, a.a.O., S. 43f. 

ほD Tuhr, a. a. 0., S. 275; Enneccerus-Nipperdey, a. a. 0., S. 1143; Staudinger-Coing, a. a. 0., S. 1145. >¥-'旦

念涎゚

（苫） Mi.iller-Freienfels, a.a.O., S.113ff.; Vogt, a.a.O., S. 44. 鱈翌葉涅 足ぐ勾臼 ざ疇麟亨 訳リぷ琴

蕗約菜¥--'::,)-(l゚ I'II'入 K迅!20:0,¥--'竺＇怜挺 iI 10:W: 乏 (<t:>)'""~'°'~;;:1!20:0,\--' 竺＇米含怨吋・送赴堂晦ば 1 渋µ1-q食 i

11ば望樹米艇!20::, \--'竺 'Jl<~溢ヨ・樹采迅弄零匝閑 1<臣ご終圭゚

（塁） Tuhr, a. a. 0., S. 59 ff.; Staudinger-Dilcher, a. a. 0., S. 691; Vogt, a. a. 0., S. 72. 

偉~) OLG Hamburg MDR 1962, 217; Steffen, a.a.0., S. 92; Erman-Wes1.ermann, a.a.O .. S. 350; Soergel-

Schultze-v. Lasaulx, a. a. 0., S. 992 ; Larenz, a. a. 0., S. 509 ; Flume, a. a. 0., S. 877. Staudinger-Dilcher, 

a. a. 0., S. 691. 

（お） Vogt, a. a. 0., S. 72. 

啜 ） 叡 嘩AJ,..J¥--'Tuhr,a.a.0., S. 60; Flume, a.a.0., S. 883ff.; Erman-Westermann, a.a.0., S. 350; BGHZ 

3, 354; BGHZ 20,363; BGHWM 1971, 956=JuS 1972, 18. 袷ぐ饂起岳ー戸 Mtiller-Freienfels,a. a. 0., S. 124 ff. 

噂n P'.11'.!lP'.1捻 [1 1 l.)jく~±!'「~~Q=こゃ~i,Q距定竺 p 活茫：こ妥旦弓 0-~芝ぶ；；； C宝領且吋 <'¥--'Q..:f;聖潔+,l(,~J,..\J茶やぷJ



(1) 

ド
イ
ツ
に
お
け
る
撤
回
で
き
な
い
代
理

ド
イ
ツ
普
通
法
に
お
い
て
は
撤
回
で
き
な
い
代
理
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

J
h
e
r
i
n
g

11
よ
っ
て
代
理
の
不
撤
回
性
の
問
題
が

提
起
さ
れ
て
以
来
、
次
第
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て

B
G
B第
一
六
八
条
に
採
用
さ
れ
る
に
至
り
、
そ
の
第
一
六
八
条
を
め

ぐ
っ
て
解
釈
論
が
展
開
さ
れ
、
撤
回
で
き
な
い
代
理
の
諸
機
能
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
点
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
代
理

権
が
、
履
行
の
た
め

(
E
r
f
i
l
l
l
u
n
g
)
や
支
払
の
た
め

(
Na
h
l
u
n
g
)
、

序

第
四
節

る
。
」
と
規
定
す
る
。
他
方
、

B
G
B
第
四

0
七
条
一
項
但
渇
は
、
「
た
だ
し
、
依
務
者
が
給
付
ま
た
は
法
律
行
為
を
し
た
と
き
に
誂
渡
を
知
っ

て
い
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
」
と
し
て
、
依
務
者
が
談
渡
人
に
行
な
っ
た
給
付
の
効
力
を
譲
受
人
に
は
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
に
し
て
い

る。
(40) 
W
o
e
s
t
e
,
 a. 
a. 
0., 
S
.
1
8
2
 ff.; 
T
u
h
r
,
 a. a. 0., 
S. 76 ff.; 
H
a
l
l
b
a
u
e
r
,
 
a. a. 0., 
S. 338; 
M
U
i
l
e
r
 ,
 
Freienfels, 
a. a. 0., S. 
136; 

F
l
u
m
e
,
 a.a. 0
 ., 
S. 
883, 
V
o
g
t
,
 a. 
a. 0., 
S. 82. 

(41)

以
上
の
よ
う
な
効
力
を
打
す
る
撤
回
で
き
な
い
代
即
と
他
の
類
似
の
担
侃
方
法
（
例
え
ば
、
権
利
質
や
信
託
目
的
の
債
権
譲
渡
な
ど
）
と

の
比
較
検
討
も
必
要
と
さ
れ
る
。

(42)

椿
寿
夫
・
注
釈
民
法
い
一
八

0
頁
は
、
「
今
後
も
っ
と
徹
底
的
に
進
め
ら
れ
る
べ
き
作
業
は
、
い
わ
ゆ
る
撤
回
で
き
な
い
代
理
権
が
理
論

上
可
能
か
ど
う
か
、
放
棄
者
の
意
思
に
と
の
よ
う
な
地
位
を
与
え
る
へ
ぎ
か
、
な
ど
で
は
な
く
て
、
告
知
・
撤
同
を
認
め
る
ぺ
き
で
な
い
と
判

断
さ
れ
る
場
合
の
具
体
的
確
定
な
ら
び
に
類
型
化
で
あ
ろ
う
。
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

日
本
法
へ
の
展
望

関
与
の
た
め

(
B
e
t
e
i
l
g
u
n
g
)
、
担
保
の
た
め

(
S
i
c
h
e
r
u
n
g
)
も
し
く

三



以
下
、

る。
(2) 

有
償
代
理
と
呼
ぶ
）
を
前
提
と
し
て
い
る
。

が
撤
回
で
き
る
か
、

代
理
人
ま
た
は
第
三
者
の
利
益
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
利
益
が
、
代
理
権

で
き
な
い
か
の
基
準
と
な
る
。
但
し
、
こ
の
場
合
の
”
利
益
“
は
、
代
理
人
や
第
三
者
に
存
す
る
す
べ
て
の
利
益
を

意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
撤
回
で
き
な
い
代
理
に
必
要
と
さ
れ
る
利
益
と
は
、
少
な
く
と
も
授
権
者
の
利
益
と
経
済
的
に
同
価
値
の
場
合

で
あ
る
。
そ
し
て
、
特
に
本
稿
で
問
題
と
す
る
の
は
、
授
権
者
す
な
わ
ち
本
人
が
代
理
人
の
債
務
者
で
も
あ
る
場
合
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
ド
イ
ッ
法
を
中
心
と
す
る
検
討
は
、

わ
が
国
に
お
け
る
撤
回
で
き
な
い
代
理
を
考
え
る
場
合
に
如
何
な
る
意
味
を
有

す
る
で
あ
ろ
う
か
。
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
わ
が
民
法
は
第
一
―
一
条
で
本
人
の
死
亡
も
し
く
は
代
理
人
の
死
亡
ま
た
は
禁
治
産
、

破
産
の
ほ
か
に
、
委
任
に
よ
る
代
理
権
は
、
委
任
の
終
了
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
、
と
定
め
る
。
し
か
し
、
方
法
上
の
問
題
と
し
て
、
無
償

を
前
提
と
す
る
委
任
の
解
除
か
ら
の
み
代
理
の
不
撤
回
性
を
論
ず
る
の
は
、
適
切
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
本
稿
で
検
討
す
る
よ
う
な
対
価

的
・
担
保
的
な
基
礎
関
係
に
お
け
る
代
理
権
と
無
償
を
前
提
と
す
る
委
任
契
約
の
体
系
と
は
基
礎
が
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

ド
イ
ツ
に
お
け
る
撤
回
で
き
な
い
代
理
の
場
合
に
は
、
前
節
ま
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
対
価
的
・
担
保
的
な
甚
礎
を
有
す
る
代
理
権

約
の
相
異
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
考
え
て
み
る
。

ド
イ
ツ
に
お
け
る
撤
回
で
き
な
い
代
理
の
検
討
結
果
を
わ
が
国
に
お
い
て
参
考
と

す
る
た
め
に
は
、
両
者
が
同
じ
条
件
に
あ
る
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
が
民
法
上
の
代
理
権
は
い
つ
で
も
解
除
で
き
る
無
償
委
任

を
基
礎
と
す
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
有
償
代
理
の
場
合
も
無
償
委
任
を
基
礎
と
す
る
こ
と
が
妥
当
か
ど
う
か
を
、
無
償
契
約
と
有
償
契

無
償
契
約
と
い
わ
れ
る
も
の
に
は
、
贈
与
を
片
務
無
償
契
約
の
典
型
と
し
て
無
利
息
消
費
貸
借
・
使
用
貸
借
そ
の
他
無
償
の
委
任
•
寄

託
・
終
身
定
期
金
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
無
償
契
約
は
、
双
務
有
償
契
約
と
は
異
な
る
次
の
よ
う
な
特
色
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

は
贈
与
の
た
め

(
S
c
h
e
n
k
u
n
g
)

に
授
与
さ
れ
た
と
き
は
、

―
―
四



注
意
義
務
な
い
し
責
任
、

CHi

ろ
と
、
有
償
契
約
で
あ
れ
ば
契
約
的
拘
束
力
が
完
全
に
保
障
さ
れ
、
依
務
者
の
注
意
義
務
や
担
保
責
任
に
つ
い
て
も
万
全
の
配
慮
が
さ
れ

て
い
る
の
に
対
し
、
無
償
契
約
の
場
合
に
ほ
、
契
約
の
拘
束
力
は
成
立
に
お
い
て
も
消
滅
に
お
い
て
も
要
式
性
に
結
合
す
ろ
（
五
五
〇

条
、
五
八
七
条
、

冗
九

0
条
二
項
、

が
原
則
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
無
償
委
任
に
あ
て
は
ま
る
わ
け
で
ぱ
な
い
。
委
任
ぱ
、
民
法
上
、
有
償
・
無
債
を
問
わ
す
諾
成
契

約
で
あ
る
と
さ
れ
、
注
瓶
義
務
も
「
苦
良
ナ
ル
管
碑
者
ノ
注
意
」
を
要
求
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
の
解
釈
で
は
、
無
償
と
諾
成
と

(
3
)
 

の
組
合
せ
に
は
疑
間
が
あ
る
と
さ
れ
、
注
意
義
務
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
を
欠
く
こ
と
に
よ
る
責
任
は
、
有
償
と
無
償
の
場
合
で
は
異
な
る

(
4
)
 

と
解
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
起
草
者
が
倣
っ
た
フ
ラ
ン
ス
法
・
ド
イ
ッ
法
が
、
委
仔
の
布
償
・
無
償
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
か
を
簡

単
に
み
て
お
こ
う
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
民
法
第
一
九
九
二
条
に
よ
り
、
事
務
処
理
の
過
失
に
関
す
る
責
任
に
は
無
償
の
受
任
者
の
場
合
を

(
5
)
 

報
間
を
受
け
る
者
に
対
す
る
場
合
よ
り
も
軽
減
す
る
、
と
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
委
任
の
解
除
に
つ
い
て
も
、
法
文
上
は
任
意
に
解
除

ナ
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
解
釈
上
は
、
受
任
者
の
利
益
の
存
否
に
よ
っ
て
解
除
で
き
る
場
合
と
で
き
な
い
場
合
と
に
区
別

(
6
)
 

し
て
い
る
。
他
方
、
ド
イ
ツ
民
法
は
、
委
任
と
代
理
を
区
別
し
、
委
任
に
つ
い
て
は
無
償
性
を
貫
徹
し
よ
う
と
す
る
。
但
し
、
有
償
の
悼

務
処
期
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
「
事
務
ノ
処
理
ヲ
且
的
ト
ス
ル
屈
傭
哭
約
又
ハ
請
負
契
約
」
と
し
、
無
償
委
任
に
特
有
の
規
定
を
誹
除
す

Q
7
)
 

る
こ
と
に
よ
っ
て
無
償
の
湯
合
と
区
別
し
て
い
る
。

以
上
か
ら
み
て
、
有
償
・
無
償
を
問
わ
ず
委
任
を
代
理
の
基
礎
と
考
え
る
起
草
者
の
根
拠
は
、
失
わ
れ
た
と
考
え
る
の
が
至
当
で
あ

(
l
)
 

い
る
。

ド
イ
ツ
に
お
け
る
撤
回
で
き
な
い
代
理

契
約
の
法
的
拘
束
力
、
⑮

五
九
六
条
）

五
九
三
条
、
六
五
七
条
）
ほ
か
、
債
務
者
の
注
意
義
務
の
軽
減
（
六
五
九
条
）
、
担
保
責
任
の
緩
和
（
五
五
一
条
一
項
、

(

2

)

 

な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
有
償
契
約
の
場
合
に
比
し
て
重
要
た
点
で
著
し
く
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

す
な
わ
ち
、
①

―
―
五

瑕
疵
担
保
責
任
で
あ
る
。
具
体
的
に
説
明
を
加
え



て

8
)

ろ
う
。
従
っ
て
、
前
節
ま
で
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
撤
回
で
き
な
い
代
理
の
検
討
が
わ
が
国
の
参
考
に
な
る
の
は
、
有
償
代
理
に
独
自
性
を

認
め
る
場
合
か
、
少
な
く
と
も
有
償
代
理
の
基
礎
が
有
償
委
任
で
あ
る
場
合
か
、

わ
が
民
法
上
、
撤
回
で
き
な
い
代
理
の
根
拠
は
、
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
わ
が
民
法
の
模
範
と
さ
れ
た
ド
イ
ツ

民
法
は
、
右
で
検
討
し
た
通
り
、
代
理
権
の
消
滅
事
由
に
関
し
撤
回
で
ぎ
な
い
場
合
を
定
め
る
。
わ
が
民
法
は
撤
回
に
つ
い
て
規
定
を
設

け
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
委
任
の
終
了
に
よ
る
代
理
権
の
消
減
と
い
う
腰
昧
な
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。
従
っ
て
、
代
理
権
の
不

撤
回
性
の
問
題
は
、
わ
が
民
法
上
は
、
こ
の
点
に
関
す
る
民
法
典
起
直
者
の
意
図
を
探
る
こ
と
に
出
発
点
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

に
委
任
を
規
定
し
た
が
、
代
理
権
に
つ
い
て
「
委
任
二
因
ル
代
理
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
。
法
典
調
査
会
第
一
―
三
条
（
現
行
第
一

―
一
条
）

若
干
の
展
望

の
い
ず
れ
か
の
場
合
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

フ
ラ
ン
ス
法
の
よ
う
に
代
理
権
を
委
任
の
規
定
の
中
に
融
解
す
る
と
い
う
方
法
は
採
用
せ
ず
、
総
則
に
代
理
権
を
、
契
約

の
説
明
に
よ
る
と
、
「
本
条
ハ
法
律
条
二
因
ル
代
理
卜
委
任
二
囚
ル
代
理
卜
併
セ
テ
適
用
ス
ル
規
定
ヲ
掲
ゲ
マ
シ
タ
、
委
任
ニ

依
ル
代
理
権
ハ
第
二
項
ニ
モ
書
イ
テ
ア
リ
マ
ス
通
リ
第
一
第
ニ
二
列
挙
ス
ル
所
ノ
事
由
ノ
外
二
其
事
由
ノ
外
二
第
三
編
ノ
委
任
契
約
ノ
所

ニ
定
ム
ル
事
由
二
囚
ッ
テ
消
減
ス
ル
、
夫
レ
ハ
一
定
ノ
条
件
二
従
テ
委
任
ノ
廃
棄
、
代
理
人
ノ
辞
任
、
本
人
ノ
破
産
、
大
抵
然
ウ
云
フ
モ

ノ
デ
ア
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
、
本
条
ノ
規
定
ハ
大
抵
何
処
ノ
国
ノ
法
律
モ
此
通
リ
ニ
ナ
ッ
テ
居
リ
マ
ス
カ
ラ
細
ヵ
ニ
説
明
ス
ル
必
要
ハ
ナ
イ

(
9
)
 

卜
思
ヒ
マ
ス
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
起
草
者
は
、
委
任
と
代
理
を
体
系
上
分
離
し
つ
つ
、
代
理
を
法
定
代
理
と
委
任
代
理

と
に
分
け
た
。
従
っ
て
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
期
に
は
、
任
怠
代
理
ぱ
、
常
に
委
任
契
約
に
よ
っ
て
生
ず
る
委
任
代
理
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
梅
博
士
が
「
委
任
二
因
ル
代
罪
権
ハ
素
卜
委
任
契
約
ョ
リ
生
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
故
二
其
根
本
タ
ル
委

起
草
者
は
、

(1) 

二
． 
ノ‘



ド
イ
ツ
に
お
け
る
撤
回
で
き
な
い
代
理

起
草
者
の
意
図
を
活
か
す
と
す
れ
ば
、

「
委
任
二
因
ル
代
理
」
の
委
任
は
、

―
―
七

撤
回
で
き
な
い
代
理
を
問
題
と
す
る
よ
う
な
場
合
に
お
い
て

任
契
約
消
滅
セ
ハ
是
ョ
リ
生
ス
ル
代
理
権
モ
亦
自
ラ
消
滅
セ
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
、
是
レ
本
条
第
二
項
ノ
規
定
ア
ル
所
以
ナ
リ
、
而
シ
テ
委
任

(10) 

終
了
ノ
原
因
ハ
第
六
百
五
十
一
条
及
ヒ
第
六
百
五
十
三
条
二
詐
ナ
リ
」
と
述
べ
る
こ
と
か
ら
も
、
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

起
草
者
が
右
の
よ
う
に
考
え
た
の
は
、
富
井
憐
士
の
説
明
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
諸
外
国
の
法
律
を
参
考
に
し
た
か
ら
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
が
折
衷
的
な
形
で
採
用
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
起
位
者
の
意
図
は
、
代
碑
権
の
授
与
が
代
理
人
の
経
済

的
利
益
と
関
係
な
く
行
な
わ
れ
た
場
合
に
は
意
味
を
有
す
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
代
理
権
の
授
与
が
、
主
と
し
て
代
理
人
と
の
信
頼

関
係
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
点
で
、
そ
の
基
礎
が
、
無
償
を
前
提
と
す
る
委
任
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
右
一
で
も
若
干

検
討
し
た
よ
う
に
、
有
似
代
理
の
基
礎
を
有
償
委
任
と
す
る

（
但
し
、
｝
J

の
よ
う
な
必
然
性
が
あ
る
か
は
問
辿
で
あ
る
が
）
な
ら
ぼ
と
も

か
く
、
有
償
代
理
の
基
礎
を
無
償
委
任
と
す
る
の
は
、
適
切
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
前
節

ま
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
委
任
と
代
理
を
峻
別
し
、
有
償
代
理
そ
れ
自
体
を
独
自
に
展
開
さ
せ
る
方
が
わ
が
国
に
お
い
て
も
妥
当
な
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
で
、
起
草
者
の
意
図
は
、
将
来
の
予
測
を
欠
く
も
の
で
あ
っ
た
と
評
せ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
こ
で
、
も
し

は
、
無
償
委
任
と
は
異
な
る
構
造
の
有
償
委
任
で
あ
る
と
解
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

他
方
、
代
理
権
に
撤
回
で
き
な
い
場
合
が
存
し
う
る
の
か
に
つ
い
て
も
、
わ
が
民
法
は
、
規
足
を
欠
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
代
理
権
が
、

常
に
解
除
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
委
任
か
ら
生
ず
る
と
考
え
た
結
果
で
あ
る
。
有
依
代
理
に
、

い
つ
で
も
解
除
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
無
償
委

任
を
準
用
す
る
の
が
適
切
で
な
い
と
い
う
考
え
が
肯
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
有
償
代
理
は
有
償
代
理
独
自
に
、
あ
る
い
は
、
少
な
く
と
も
有

償
代
理
に
は
解
除
の
可
否
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
有
償
委
任
を
持
っ
て
く
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
有
償
代
理

を
独
自
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
撤
回
の
可
否
も
独
自
に
考
え
ら
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、

わ
が
民
法
に
は
、



合
に
、

内
容
上
は
有
償
代
理
権
に
撤
回
で
き
な
い
場
合
の
存
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
根
拠
が
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
初
め
て
、
わ
が

(11) 

国
に
お
い
て
も
、
撤
回
で
き
な
い
代
理
の
問
題
が
成
立
し
、
そ
の
場
合
に
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
撤
回
で
き
な
い
代
理
の
議
論
が
同
次
元
の

問
題
と
し
て
参
考
に
す
る
余
地
が
あ
る
こ
と
、
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

岡
ド
イ
ツ
に
お
け
る
撤
回
で
き
な
い
代
理
の
検
討
結
果
を
わ
が
国
に
お
け
る
代
理
受
領
に
当
て
は
め
て
み
る
な
ら
ば
、
理
論
上
如
何

(12) 

な
る
成
果
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

わ
が
国
の
金
融
実
務
界
で
は
、
乙
（
債
権
者
）
が
甲
（
債
務
者
）

め
、
甲
が
丙
（
第
三
債
務
者
）

に
対
し
て
有
し
て
い
る
代
金
債
権
に
つ
き
取
立
委
任
を
受
け
、
代
理
権
を
取
得
し
て
、
そ
れ
に
某
づ
い
て

(13) 

取
り
立
て
た
金
銭
を
、
甲
に
対
す
る
貸
金
債
権
に
充
当
す
る
と
い
う
方
法
が
、
一
般
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
、
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
場

(14) 

い
つ
で
も
解
除
で
き
る
無
償
委
任
の
法
理
か
ら
の
み
捉
え
る
こ
と
の
不
十
分
な
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
代
理
受

で
は
、

に
金
銭
の
融
資
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
債
務
を
確
保
す
る
た

餡
の
法
的
性
質
に
関
し
て
、
最
近
の
学
説
は
、
大
別
し
て
不
法
行
為
説
、
債
務
不
履
行
説
、
再
履
行
説
に
分
か
れ
、
ま
た
、
最
近
の
判
例

G15) 

不
法
行
為
肯
定
説
と
不
法
行
為
否
定
説
と
に
微
妙
に
分
か
れ
る
。
本
稿
前
節
ま
で
の
検
討
は
、
主
と
し
て
授
権
者
と
代
理
人
と
の

問
題
を
対
象
と
し
た
。
右
の
代
理
受
領
の
学
説
や
判
例
に
お
け
る
問
題
（
第
三
債
務
者
と
代
理
人
）

は
、
撒
回
で
き
な
い
代
理
の
対
外
的

効
力
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。
も
し
対
内
関
係
が
担
保
で
あ
る
な
ら
ば
、
第
一
云
一
債
務
者
に
よ
る
代
理
人
の
担
保
利
益
の
侵
害
も
、
他
の
同

じ
構
造
を
持
つ
権
利
質
や
権
利
の
譲
渡
担
保
の
例
が
参
考
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
権
利
質
や
権
利
の
譲
渡
担
保
の
場
合
は
、
設
定
者
な
い
し

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

譲
渡
人
か
ら
第
三
債
務
者
へ
の
通
知
な
い
し
承
諾
が
行
な
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
の
、
債
権
譲
渡
な
い
し
譲
渡
担
保
の
通
知
が
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
債
務
者
が
譲
渡
人
に
弁
済
し
た
と
き
の
譲
受
人
に
対
す
る
責
任
如
何
、
ま
た
、
質
権
の
通
知
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
第
三
債
務
者
が
設
定
者
に
支
払
っ
た
と
き
の
質
権
者
に
対
す
る
責
任
如
何
が
、
撤
回
で
き
な
い
代
理
の
対
外
的
効
力
に
あ
て
は
ま

―
―
八



譲
る
。

ド
イ
ツ
に
お
け
る
撤
回
で
き
な
い
代
理

―
―
九

谷

g
る
。
但
し
、
撤
回
で
き
な
い
代
理
の
場
合
は
、
第
一
二
債
務
者
に
対
す
る
通
知
は
行
な
わ
れ
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
譲
渡
禁
止
特
約

の
第
三
者
に
対
す
る
効
力
如
何
（
民
法
第
四
六
六
条
）
が
参
考
に
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
す
な
わ
ち
、
同
じ
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
ク
ロ
ー
ズ

と
し
て
、
譲
渡
禁
止
特
約
を
善
意
の
第
三
者
に
対
抗
で
き
な
い
と
い
う
論
理
は
、
撤
回
で
き
な
い
代
理
権
が
授
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知

ら
な
い
で
本
人
に
支
払
っ
た
第
三
債
務
者
に
対
し
て
代
理
人
は
対
抗
で
き
な
い
、
と
い
う
結
論
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
逆
に
、
不

撒
回
代
理
の
授
与
を
知
り
な
が
ら
本
人
に
支
払
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
支
払
い
を
代
理
人
に
対
抗
で
き
な
い
こ
と
と
な
り
、
代
理
人
は
、

(17) 

第
三
債
務
者
に
対
し
て
再
び
履
行
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。
以
上
が
日
本
法
へ
の
展
望
で
あ
る
。

但
し
、
右
の
よ
う
な
検
討
は
、
主
と
し
て
理
論
構
成
に
甫
点
を
置
い
て
い
る
の
で
、
わ
が
国
の
代
理
受
領
を
考
え
る
場
合
に
は
そ
れ
が

行
な
わ
れ
る
場
合
の
特
殊
な
事
情
も
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
の
代
理
受
領
を
論
ず
る
場
合
に

本
稿
で
の
検
討
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
撤
回
で
き
な
い
代
理
が
わ
が
国
に
お
け
る
代
理
受
領
を
考
え
る
際
に
間
接
的
に
役
に
立

っ
と
い
う
こ
と
と
並
ん
で
、
総
則
編
に
脱
目
的
的
な
形
で
規
定
さ
れ
て
い
る
代
理
権
が
、
実
は
そ
の
目
的
を
採
る
と
、
自
己
の
債
権
者
に

対
し
て
負
っ
て
い
る
債
務
の
引
当
て
と
し
て
、
第
三
債
務
者
に
対
し
て
有
し
て
い
る
債
権
を
取
り
立
て
る
た
め
に
授
与
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
、
こ
れ
が
撤
回
で
き
な
い
場
合
に
は
、
権
利
質
や
権
利
の
譲
渡
担
保
と
同
じ
レ
ベ
ル
の
担
保
と
し
て
の
構
造
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
認

(18) 

識
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

注
(
1
)

於
保
不
二
雄
「
無
償
契
約
の
特
質
」
契
約
法
大
系
I
七
六
頁
、
玉
田
弘
毅
「
無
償
契
約
の
特
質
」
〈
第

5

期
〉
法
学
教
室
第
六
号
一
〇
六

頁
、
広
中
俊
雄
「
有
償
契
約
と
無
償
契
約
と
の
差
異
は
債
務
者
の
注
意
義
務
に
つ
い
て
も
存
在
す
る
か
」
民
法
の
甚
礎
知
識
田
一
二
五
頁
、
大



現
実
に
は
い
か
な
る
役
割
を
果
た
す
か
。
」

民
法
学
5

《
契
約
の
璽
要
問
題
》
七
八
頁
な

村
須
賀
男
「
無
償
契
約
に
関
す
る
民
法
の
規
定
は
、

ど。
(
2
)

大
村
・
前
掲
論
文
七
九
頁
。
そ
の
他
右
注

(
1
)
の
文
献
参
照
。

(
3
)
於
保
•
前
掲
論
文
八
0
頁
。
そ
の
他
、
山
中
康
雄
「
双
務
契
約
・
片
務
契
約
と
無
償
契
約
・
打
償
契
約
」
契
約
法
大
系
I

五
八
頁
、
来
栖

三
郎
・
契
約
法
五
一
八
頁
。

(
4
)

広
中
・
前
掲
論
文
―
―
―

-0頁
、
同
・
債
権
各
論
講
義
二
五
一
頁
、
我
娑
栄
・
債
権
各
論
中
巻
二
民
法
講
義
＼
六
七

0
頁
、
中
川
高
男
「
受

任
者
の
善
管
注
意
義
務
」
契
約
法
大
系
W
1
一
六
一
頁
、
明
石
三
郎
「
委
任
と
報
酬
」
契
約
法
大
系
W
二
五
九
頁
、
中
川
高
男
・
注
釈
民
法
⑯
一

六
八
頁
、
来
栖
•
前
掲
書
五
ニ
―
頁
な
ど
。

(
5
)

フ
ラ
ン
ス
民
法
第
一
九
九
二
条
。
現
代
外
国
法
典
叢
甚
仏
蘭
西
民
法
＞
財
産
取
得
法
山
八
六
頁
参
照
。

(
6
)

前
掲
現
代
外
国
法
典
叢
占
一
〇
七
頁
で
は
、
委
任
者
が
解
除
で
き
な
い
委
任
と
し
て
、
委
任
が
受
任
者
の
利
益
の
為
に
な
さ
れ
た
場
合
を

あ
げ
、
「
但
し
一
定
の
又
は
歩
合
に
よ
る
報
酬
が
約
定
せ
ら
れ
て
居
る
と
い
ふ
事
実
の
み
を
以
て
し
て
は
未
だ
委
任
を
受
任
者
の
利
益
の
為
に

為
さ
れ
た
も
の
と
な
す
に
は
不
充
分
で
あ
る

(
A
u
b
r
y
et 
R
a
u
,
 §
4
1
6
 n
o
t
e
 1)° 

従
っ
て
こ
の
事
実
だ
け
で
は
委
任
の
解
除
を
妨
げ
る
巾

由
と
は
な
ら
ぬ
。
」
と
い
う
。

(
7
)
B
G
B
第
六
七
五
条
が
明
文
で
規
定
す
る
。

(
8
)
村
上
恭
一
「
委
任
に
関
す
る
諸
問
題
」
法
学
新
報
五
九
巻
六
号
七
頁
、
鳩
山
秀
夫
·
法
律
行
為
及
杢
時
効
．
―
-
そ
ハ
貞
、
我
妻
栄
•
新
訂
民

法
総
則
一
一
三
六
頁
。
ま
た
、
代
理
の
本
質
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
通
り
、
多
く
の
見
解
が
存
す
る
が
、
本
稿
と
視
角
が
異
な
る
の
で
、
省
略
し

こ。f
 

(
9
)

法
典
調
査
会
記
録
（
日
本
学
術
振
興
会
）
一
ノ
ニ
ぶ
閂
〔
富
井
政
章
発
言
〕
。

(10)

梅
謙
次
郎
・
民
法
要
義
巻
之
ー
ニ
六

0
頁。

(11)

わ
が
国
に
お
け
る
近
時
の
学
説
に
よ
る
と
、
代
理
権
授
与
の
撤
回
を
し
な
い
と
い
う
ポ
前
の
特
約
は
、
反
社
会
性
を
生
ず
る
と
ぎ
を
の
ぞ

き
、
私
的
自
治
の
原
則
か
ら
一
般
的
に
有
効
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
椿
痔
夫
・
注
釈
民
法
山
一
七
九
頁
、
我
妻
・
前
掲
害
三
六
一
頁
、
川
島

武
宜
・
民
法
総
則
三
六
一
頁
、
四
宮
和
夫
・
民
法
総
圃
新
版
二
四
八
頁
、
幾
代
通
・
民
法
総
則
一
そ
ハ
五
頁
、
松
坂
佐
一
・
民
法
提
要
総
則
ニ
―

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

0
頁
な
ど
）
。
さ
ら
に
、
特
約
が
な
い
場
合
に
も
、
「
代
埋
権
が
代
理
人
の
利
益
の
た
め
に
授
与
さ
れ
る
場
合
に
は
、
授
権
者
の
一
方
的
絃
思
表

ご一

0



ド
イ
ツ
に
お
け
る
撤
回
で
き
な
い
代
理

、
、
、
、
、

示
に
よ
る
代
理
権
の
消
滅
は
、
代
理
人
の
利
益
の
一
方
的
剥
奪
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
、
む
し
ろ
原
則
と
し
て
授
権
者
の
一
方
的
意
思
表
示
に

よ
る
代
理
権
諸
権
限
は
放
棄
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
」
と
い
わ
れ
て
い
る
（
川
島
・
前
掲
甚
三
六
一
頁
、
椿
•
前
掲
慮
一

七
九
頁
、
我
妻
•
前
掲
褐
一
一
一
六
一
頁
、
四
宮
・
前
掲
甚
二
四
八
頁
、
幾
代
・
前
掲
因
三
五
六
頁
）
。
ま
た
、
第
三
者
の
利
益
の
場
合
で
も
よ
い

（
椿
•
前
掲
害
一
七
九
頁
、
四
宮
・
前
掲
書
二
四
八
頁
、
幾
代
・
前
掲
北m
-―
―
互
六
頁
）
。
な
お
、
財
産
権
に
関
し
て
撒
回
で
き
な
い
代
典
権
を
他

人
に
授
与
し
た
場
合
に
、
そ
の
財
産
権
に
つ
い
て
本
人
が
処
分
す
る
権
能
を
な
お
失
わ
な
い
か
は
、
困
難
な
問
題
で
あ
る
が
、
「
一
般
的
に
は
、

人
は
他
人
に
代
理
権
を
与
え
て
も
、
自
己
の
事
務
を
目
ら
処
理
す
る
権
能
を
失
わ
な
い
が
、
撤
回
し
え
な
い
代
理
権
を
相
手
方
に
与
え
た
以

上
、
ー
そ
れ
が
本
人
の
全
財
産
に
及
ぶ
場
合
の
よ
う
に
公
序
良
俗
に
反
す
る
場
合
は
別
と
し
て
ー
自
分
は
、
も
は
や
そ
の
事
務
に
つ
い
て
は
処

理
の
権
能
を
失
っ
た
、
と
考
え
る
ほ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
は
、
撤
回
し
え
な
い
代
理
権
は
、
合
意
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
排
他
的
管

理
権
（
任
意
的
「
排
他
的
管
理
権
」
）
の
一
種
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
」
と
す
る
見
解
が
あ
る
（
四
宮
•
前
掲
甚
二
四
八
頁
、
同
「
財
産
管
理

制
度
と
し
て
の
信
託
に
つ
い
て
」
民
法
学
の
基
礎
的
課
題
（
中
）
二
四
頁
）
。

(12)

こ
れ
ま
で
代
理
受
領
を
法
律
上
の
問
題
と
し
て
論
ず
る
楊
合
に
は
、
そ
の
結
論
づ
け
の
手
が
か
り
を
蚊
終
的
に
は
法
的
性
質
論
に
求
め
、

特
に
第
一
孟
一
債
務
者
に
よ
る
代
理
受
領
権
者
の
侵
害
に
つ
い
て
諮
説
の
見
解
の
長
短
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
優
劣
を
決
め
る
と
い
う
平
面
的

な
方
法
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
代
理
受
領
の
民
法
解
釈
上
の
拠
り
所
が
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。
ま

た
、
学
説
・
判
例
と
も
必
ず
し
も
一
定
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
代
罪
受
領
と
相
殺
や
談
渡
担
保
の
複
合
形
態
す
な
わ
ち
同
一
の
目
的
債
権
を

二
重
に
担
保
目
的
と
す
る
形
態
も
判
例
に
登
場
し
て
き
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
種
々
の
権
利
を
目
的
と
す
る
担
保
方
法
を
総
合
的
・
体
系
的
に
哩
論
楷
成
し
よ
う
と
す
る
権
利
担
保
的
視
点
か
ら
、

わ
が
国
に
お
け
る
代
理
受
領
の
基
本
型
と
考
え
ら
れ
る
ド
イ
ツ
に
お
け
る
撤
回
で
き
な
い
代
理
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
が
民
法
に
お

け
る
「
代
理
権
の
消
滅
」
に
関
す
る
規
定
の
沿
革
と
現
代
的
意
義
な
ら
ひ
に
担
保
と
し
て
の
撤
回
で
き
な
い
代
理
の
可
能
性
を
探
ぐ
る
と
い
う

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

方
法
を
と
っ
た
。
こ
の
方
法
に
よ
る
と
、
基
本
型
と
し
て
の
撤
回
で
き
な
い
代
理
か
ら
、
代
雖
受
領
に
対
し
て
、
そ
の
特
殊
性
を
考
慮
に
入
れ

な
が
ら
、
従
来
と
異
な
る
観
点
か
ら
解
釈
論
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

(13)

伊
藤
進
・
銀
行
取
引
と
債
権
担
保
二
九

0
頁
、
中
馬
義
直
「
債
権
担
保
の
た
め
に
す
る
い
わ
ゆ
る
代
金
代
理
受
領
委
任
契
約
の
法
的
性

質
」
神
奈
川
法
学
一
巻
一
号
五
七
頁
、
長
尾
治
助
「
代
理
受
領
に
関
す
る
判
決
の
概
観
」
手
形
研
究
ご
一
三
号
四
頁
、
甲
斐
遁
太
郎
「
代
理
受

領
」
金
融
法
務
六

0
六
号
一
八
頁
、
伊
藤
進
「
代
理
受
領
制
度
」
手
形
研
究
一
九
五
号
七
二
頁
、
本
問
輝
雄
「
代
理
受
領
と
振
込
指
定
」
金
融



三

法
務
六
八
九
号
一

0
0頁
、
中
馬
義
直
「
質
権
と
代
理
受
領
と
で
は
ど
の
よ
う
な
差
異
が
あ
る
か
」
民
法
学
3
四
五
頁
、
甲
斐
道
太
郎
「
代
理

受
領
・
振
込
指
定
」
銀
行
取
引
法
講
座
下
巻
二
八
五
頁
、
松
本
恒
雄
「
代
理
受
領
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
」
京
大
法
院
会
誌
院
生
論
集
七
〇

真
、
同
「
代
理
受
領
の
担
保
的
効
果
（
上
・
中
・
ド
）
判
例
タ
イ
ム
ズ
四
二
三
号
一
―
1

1

一
頁
、
四
二
四
号
三
二
頁
、
四
二
五
号
一
―
―
-
＝
頁
、
な
ど
参

照。
(
1
4
)伊
藤
•
前
掲
書
二
九
0
頁
。

(
1
5
)不
法
行
為
肯
定
例
と
し
て
代
表
的
な
も
の
に
最
判
昭
四
四
．
―
―
―
•
四
民
集
二
三
巻
三
号
五
六
一
頁
、
否
定
例
と
し
て
大
阪
高
判
昭
五
―
―
一
．

-
＝
一
，
―
-
三
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
二
六
六
号
一
九
八
頁
｀
東
京
地
判
昭
五
四
•
一
―
•
三

0
判
例
時
報
九
六
一
号
八
八
頁
な
ど
が
あ
る
。

(16)

こ
の
点
に
つ
い
て
直
接
論
ず
る
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
見
あ
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
例
え
ば
、
民
法
第
三
六
四
条
に
お
け
る
通
知
・
承
諾
の

効
力
や
第
三
六
七
条
の
直
接
取
立
権
の
場
合
の
第
三
債
務
者
に
対
す
る
拘
束
に
関
す
る
説
明
が
参
考
に
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
前
者
に
つ
い

て
、
質
権
設
定
の
通
知
・
承
諾
が
あ
る
と
、
質
権
者
は
第
一
一
一
債
務
者
に
対
抗
、
つ
ま
り
第
一
一
一
債
務
者
に
対
し
て
そ
の
質
権
を

t
張
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
結
果
、
第
三
債
務
者
は
、
質
権
設
定
の
通
知
・
承
諾
の
な
さ
れ
た
時
以
後
、
質
権
者
の
質
人
債
権
に
対
す
る
交
換
価
値
支
配
権

を
害
す
る
こ
と
を
え
な
い
拘
束
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
第
一
二
債
務
者
が
異
議
を
留
め
ず
し
て
承
諾
し
た
と
き
は
、
設
定
者
に
対
抗

し
う
る
事
由
が
あ
っ
て
も
、
質
権
者
に
対
抗
で
き
な
く
な
り
、
や
は
り
右
の
拘
束
が
第
一
一
一
債
務
者
に
生
ず
る
こ
と
に
な
る
（
林
良
平
・
注
釈
民

法
堕
―
一
五

0
頁
）
。
そ
し
て
、
こ
の
質
人
れ
債
権
に
及
ぼ
す
拘
束
力
は
、
質
権
が
「
そ
の
日
的
た
る
債
権
に
つ
い
て
、
そ
の
支
配
す
る
交
換
価

値
を
破
壊
す
る
行
為
を
な
す
こ
と
を
禁
ず
る
力
が
あ
る
こ
と
、
あ
た
か
も
債
権
の
差
押
に
同
じ
、
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
、
第
四
八
一

•
免
除
・
相
殺
•
更
改
そ
の
他
質
入
れ
を
消

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

条
第
一
項
を
類
推
し
、
質
入
れ
債
権
の
債
権
者
及
び
債
務
者
の
な
す
、
そ
の
債
権
の
取
立
・
弁
済

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

減
・
変
更
さ
せ
る
一
切
の
行
為
は
、
こ
れ
を
質
権
者
に
対
抗
し
え
な
い
と
な
す
べ
営
で
あ
る
」
（
傍
点
筆
者
）
と
い
う
（
我
妻
栄
•
新
訂
担
俣
物

権
法
一
九
一
頁
、
川
井
健
・
担
保
物
権
法
二
六
四
頁
、
柚
木
馨
11
高
木
多
喜
男
・
担
保
物
権
法
〔
新
版
〕
一
五
五
頁
な
ど
）
。
そ
の
結
果
と
し

て
、
「
明
文
は
な
い
が
、
…
・
・
・
第
一
二
債
務
者
が
自
己
の
債
権
者
に
弁
済
し
た
と
彦
ほ
、
質
権
者
は
受
け
た
損
害
の
限
度
で
さ
ら
に
第
三
債
務
者
に

弁
済
を
請
求
し
う
る
と
解
す
べ
ぎ
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
（
川
井
・
前
掲
書
二
六
四
頁
、
柚
木
11
高
木
・
前
掲
甚
一
五
七
頁
）
。
ま
た
、
後

者
の
直
接
取
立
権
に
お
け
る
第
三
債
務
者
に
対
す
る
拘
束
に
つ
い
て
も
同
様
の
説
明
が
さ
れ
て
い
る
（
林
・
前
掲
虜
三
六

0
頁
）
。
こ
れ
ら
と

の
関
連
で
代
理
受
領
を
論
じ
て
い
る
の
ほ
、
こ
れ
ま
で
み
あ
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

(17)

以
上
は
、
あ
く
ま
で
基
本
型
と
し
て
の
撤
回
で
き
な
い
代
理
に
お
け
る
第
三
債
務
者
に
対
す
る
拘
束
の
問
題
で
あ
る
。
代
理
受
領
の
場
合



ド
イ
ツ
に
お
け
る
撤
回
で
き
な
い
代
理

は
、
こ
の
基
本
型
に
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
例
え
は
、
代
理
受
領
の
場
合
、
第
一
二
債
務
者
が
任
意
に
腹
行
し
な
い
と
き
も
代
理
受
領
権
者

は
履
行
を
訴
求
し
強
制
執
行
を
す
る
こ
と
が
で
ぎ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
受
領
代
理
に
す
ぎ
た
い
こ
と
に
た
る
。
ま
た
、
代

理
受
領
権
者
の
権
限
が
質
権
と
同
じ
く
ら
い
強
い
も
の
に
な
る
な
ら
は
、
譲
渡
質
入
を
禁
止
し
て
い
る
第
一
一
一
債
務
者
は
、
恐
ら
く
不
解
除
特
約

お
よ
び
代
理
受
領
権
者
に
の
み
支
払
う
9

日
の
特
約
に
承
諾
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
事
情
な
と
も
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
て
あ
ろ

う。
(18)

当
事
者
の
目
的
に
焦
点
を
あ
て
た
論
文
と
し
て
、
中
舎
寛
樹
「
虚
偽
表
示
に
お
け
る
当
事
者
の

11的
い
」
名
古
屋
大
学
法
政
論
狙
八
二
号

じ
八
頁
が
あ
る
。


